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ま が きえ

日米学生会議は，国際平和を目ざす学生による学生のための会議である。今年は創設50周年を迎

え，総合テーマ「地球時代の条件一相互理解」の下に，米国東海岸での約3週間の会議を行なった。

この,｣､冊子は，会議の軌跡を日本側参加者自身の手によって辿ったものである。一人でも多くの方々

に日米学生会議の意義を理解していただければ幸いと存じます。

今回の参加者には，1964年の東京オリンピヅクの頃にさえまだ生まれていなかった学生も含ま

れていた。豊かさと楽観的な未来観のなかで育っただけに，我々には，日常性の罠から脱け出し，い

まという瞬間を世界史の軸の上の一点として把える努力が必要とされている。既に中東は世界の火薬

庫的な様相を呈し始め，進行する砂漠化は地球資源の濫用による人間へのしっぺ返しを象徴する。

こうした地球規模の危機を理解し，これに対処するためには，安易な現実主義や感覚的な理想

主義ではなく，現代の世界秩序を望ましい方向に再編していくための新しいパラタ．イムが必要であ

る。そしてそのためには，文明というもの，紛争というもの，民主主義というものについての自分な

りの枠組をもち，自分の努力で地球的視野を養っていく態度が求められるのである。学生にはそのた

めの時間と機会とが与えられているのであり，このことこそが学生の特権ではないだろうか。

一方，好むと好まざるとに拘らず，我々は政治社会への関与を強制されている。政治に無関心で

あるとしても，それは現状肯定というひとつの意思表示にほかならないのである。したがって’もし

も自分の生きている世界に危機感を抱くなら，我々は自らを政治化し，意識的に社会変動に関わって

いくことが必要となる。

ところで，国際環境の行動主体は，主権国家群がなおその代表格である｡このことは，新しい世界

秩序を創出するためには主権国家の行動様式が変化することが重要であることを意味しており，特に

世界秩序の頂点に属する日米両国の責任は非常に重いといえる。米国と日本の関係はすでに先発国。

後発国の関係を越え，自由世界の二超大国として対等の地位を得るに至った。しかもその関係は密接

であり，互いに相手国．相手国民の行動様式を正確に理解するよう努めなければならない。しかし’

同時にこの二国は世界秩序再編のイニシアチブをとりうる存在でもある。そのための協力のあり方を

模索することが緊急の課題である。日米学生会議のモットーである「相互理解」は,この点を忘れた

ものであってはならない。そして日本に住む我々の場合は，日本という国のあり方を世界の中で把え

なおし，内政．外交について改変すべきは改変すべく政治過程に関与していく努力を忘れてはならな

いと思う。自戒の念をこめて。

最後に，第36回日米学生会議の参加者を代表して，会議開催にあたりご援助下さった方々に，こ

の場をお借りして，心から感謝の意を表させて頂きたいと存じをす。

第36回日米学生会議実行委員長 山 地 弘 起

◇◇◇ ◇◇◇ ◇◇◇ ◇◇◇

日米学生会議の公式報告書は英文でも発行されており在すが，本書はその翻訳ではなく，日本側で独

自に作成したものです。したがってアメリカ側参加者の原稿は載っておりません。
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第36回日米学生会議の代表者諸君へ

国際教育振興会理事長板橋並治
日米学生会議創立委員

ことである。学生はいわゆる「国益」に縛ら

れることなく，自由な立場で討議できるとい

う考えが根底にあった。

こうして，翌1934年夏に第1回日米学

生会議の開催を決定し，準備活動を始めたが

左ず米国学生50名の滞在費を捻出するとい

う難問に直面した。企業のお偉方に援助をお

願いしたら，いずれも「それは素晴しい計画

だが……」という返事。そんなに「素晴しい

計画」と思うなら，なぜ援助してくれぬのか，

と話し合った結果，学生の分際で50名もの

大学生を米国から招くなど実現不可能と考え

ていることが分った。それなら我,々が渡米し

て米国の学生を連れ帰る以外に手はないと考

え，「学生親善使節団」を派遣することを決

定し，1934年の春，中山委員長，慶大の

田端君，早大の遠藤君，明大の私が使節団と

して横浜を出港した。

「50名連れ帰らなかったら腹切りものだ」

と悲壮な覚悟で太平洋を渡ったが．シアトル

のワシントン大学で我々の計画を発表すると

予想外に大きな反響があり，これなら50名

の獲得は可能であるとの確信を得た。そこで

中山，遠藤両君は募金活動再開のため帰国し

田端君と私が残って出来るだけ多くの大学を

訪問した結果，99名の参加者（うち22名

は大学教授とその夫人でオブザーバー）を連

れて帰ることができた。こうして，日米両国

から約100名ずつの参加者を得，第1回日

今年は会議創立50周年に当たり，この記

念すべき年に開かれる第36回日米学生会議

で，代表者諸君にこうして話す機会･を与えら

れたことは，会議の創立に参画した一人とし

て誠に大きな喜びである。

去る7月14日，英文毎日主催の大学対抗

英語弁論大会で，私は日米学生会議の歴史に

ついて講演したが，その日は奇しくも50年

前，青山学院大学で第’回日米学生会議が始

まった日に当たっている。すでに英文毎日の

記事を読んだ諸君も多いことと思うが，ここ

でもう一度会議の歴史を振り返ってみたい。

1933年の新学期早々，青山学院大学の

中山公威君の呼びかけで東京の各大学ESS

の有志が集をったことが，会議開催のきっか

けとなった。当時学生は，顔を合わせると天

下国家を論じあう傾向があったが，ご多分に

洩れず我々の論議も国際問題，とくに日米関

係に及んでいた。

1931年の満州事変いらい米国の対日感

情は悪化しつ出あったにも拘らず，政府はな

んら有効な手を打っていないと感じた我々は，

「世界の平和は太平洋の平和にあり，太平洋

の平和は日米両国の友好関係にある」という

信念から，学生としてできることはないかを

論じあった。この論議はやがて次のような結

論に達した｡すなわち，米国から50名の学

生を招いて会議を開き，率直な意見の交換に

よって相互理解の促進を計るべきだ，という

一Ⅳ一
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会議」といえることである。これが会議の伝

統として50年もの長いあいだ守られてきた

ことは，我を会議創始者にとり誠に喜ばしい

ことであるが，この伝統は会議が続くかぎり

守られるものと確信している。

第二は，会議が私の一生にはかり知れぬ重

要な意義を持ち，忘れ得ざる出来事であった

ということである。これは，半世紀にわたり

私が会議と何らかのかかわりを持ち続けた事

実によっても明らかだ。とくに「やれば出来

る」という自信を与えてくれたことは，私に

とって貴重な教訓である。

第三は，相互理解と信頼が，文化的背景の

ちがう人々との友好関係の確立にいかに重要

かということを体験したことである。

1974年の秋，会議創立40周年を記念

して，第1回会議の日米OB親睦会を開く計

画を立てた。これを成功させるため，その夏

ミネソタ大学で開かれることになっていた第

26回会議の開会式に出席する機会を利用し

できるだけ多くの米国OBに会って参加を要

請しようと，あらかじめ手紙を書いておいた。

ところが出発間際に4名のOBから「ぜひ家

に泊ってくれ｡｣という嬉しい返事をもらい，

まったく驚いた。彼らとは第1回会議いらい

40年間も会っていない。しかも，その間に

いまわしい太平洋戦争があった。それにも拘

らず，このような温かい手紙をもらったのであ

る。純真な学生時代に互いに胸襟をひらいて

話しあい，それによって得た相互理解で結ば

れた友情の絆の強さを，このときほど深く感

じたことはない。この貴重な体験が，相互理

解の重要性を私に教えてくれた。

以上のような私のささやか左体験から見て

も，この会議の総合テーマ，「地球時代の条

件一相互理解」は誠に時宜を得たものとい

米学生会議は大成功をおさめた。

会議終了後，我々は米側参加者を関西およ

び朝鮮経由で満州への研修旅行に伴ったが，

その帰路，関釜連絡船上で米国代表が会合を

持ち，会議を実現した日本側学生の創意と努

力と歓待に報いるため，第2回会議は米国で

開こうと決議し，実行委員を選任して帰国し

た。

こうして会議は毎年交互に日米両国で開か

れることになったが，1941年の夏，米国

で開催予定の第8回会議は，日本側代表にピ

ザが発給されず，やむなく中止，それに続く

戦争で中断を余儀なくされた。

戦後の1947年に第8回会議が復活した

が，日本は占領下にあり，米国から代表を招

くことができぬため，日本だけで第14回ま

で続けられた。た蚕たま第14回会議に戦後

はじめて米国から参加したコーネル大学代表

の提案で，第15回会議は1954年に米国

で開かれたが，経済的事情から，参加できた

日本側代表はわずか14名にすぎなかったの

で，会議はこれを最後に再び中断されてしま

った。しかし，会議創立30周年に当たる

1964年に第16回会議が戦前の形で復活

されてからは，今日まで中断することなく続

けられている。

会議の歴史についての話が少々長すぎた嫌

いがあるが,50周年を迎える今年の会議こ

そ，これまでの歴史を振り返るのにふさわし

いと考え，あえて長話をした私の気持ちをく

んでもらいたい。そして，この機会に，ぜひ

諸君の心にとめておいてもらいたい二，三の

点に触れてみることにする。

第一は，この会議が学生の頭脳から生まれ

その不屈の努力によって実現したものであり

いわば「学生の，学生による，学生のための
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える。私がとくにこのテーマに興味をもって

いるのは，「地球時代」という概念を理解す

る人々 －あるいは国家一が頗る少ないよ

うに思えるからだ。このことは，「地球時代」

の到来を知っていたら到底できぬはずの戦争

を平気でやっている国がある事実からも分る。

戦争とは人命と，人類の生存に不可欠な環

境および天然資源の破壊以外の何物でもなく

また難民を生み出す主な原因でもある。この

ようなマイナス価値しかない戦争を継続して

いる国が，今でも世界には数カ国ある。イラ

ン。イラク戦争は，24万人の犠牲者を出し

て4年の長きにわたり，未だに終息の気配は

ない。先進国の中には，より強力な破壊力を

持つ武器の開発に浮身をやつし，また戦争当

事国に武器を売却し，大きな利益を得ている

国もある。

私が世界の現状を見て最も恐れるのは，こ

れらの国々が，止めどなく激化している「軍

拡競争」に拍車をかけているということだ。

これは「世界!D平和は力o均衡にあるlとIハ

う古い概念から彼らが抜け出せぬからだろう。

この時代遅れともいうべき考え方を変えるに

は，思考の徹底的変革が必要であるが，それ

は今のところ不可能に思える。

なぜ世界の国,々，とくにその指導者たちは

戦争という愚かな行為を止められぬのだろう

か。それは，彼らが互いに相手を信頼できぬ

からだと思われる。相手の真意に疑いを持つ

かき．り，卒直な意見を自由に交換することは

不可能である。自由な意見交換ができなけれ

ば，友好関係と平和の確立に不可欠な相互理

解と信頼も生まれてこない。

「宇宙船地球号」を救うには，世界中の人

之が，自分たちは一人残らずこの宇宙船の乗

客か乗務員なのだということ，そしてこの宇

宙船以外に人類が移り住める惑星は未だに発

見されていないという事実を理解しなければ

ならぬ。乗客や乗員がこの現実を認識せず，

宇宙船内で互いに争い，生命維持に必要な物

資を破壊するようなことになれば，人類は壊

滅の道をたどらざるを得ないだろう。

ここで諸君の注意を喚起しておきたいのは

「相互理解」が「合意」と同義語ではないと

いう点である。相互理解というのは，互いに

相手の考えと，その考えの背後にあるものと

を理解することである。言いかえれば，「何

が相手にそのような考え方をさせているのか」

を理解することによって，我々は相手の考え

を納得するようになる。もちろん「相互理解」

が「合意」への前提条件であることは言う在

でもない。

最後に，自由世界の2大国の代表である諸

君に最善の努力を払ってもらいたいことが二

つある。一つは，日米間によりよい相互理解

をもたらすための努力を続けるということ鐘

両国間にはまだ多少の誤解が存在しており，

また将来もっと多くの誤解が生じる可能性も

あるからである。

もう一つは，国家間の猜疑心と不信感を徐

々に取り除くことによって，宇宙船地球号の

平和な航行を確保するため，日米間で培われ

た「相互理解の輪」を世界中に拡げる努力を

続けて欲しいということである。

最後に，今回の会議の素晴しいプログラム

を企画，実行して下さったJASC,Inc.,

アメリカ側実行委員会の皆さん，美しいキャ

ンパスと立派な施設を提供して下さったウィ

リアム。アント・・メアリー大学，そしてこの

会議を援助して下さった各企業に深く感謝の

意を表したいと思います。

一Ⅵ一
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菫自生ロ

第1部 総括報

日米学生会議の沿革

され，以後毎年日米交互に会議が継続される

ことになった。

現在に至るまでに会議は戦争等の理由で2

度中断された。しかし創設30周年にあたる

昭和39（1964）年には戦前の両国参

加者有志の協力により，第16回会議が米国

リードカレッジで開かれ，会議は復活し，再

び両国交互に開催されている。

会議は総合テーマを軸とし，野外研修を含

む分科会討論，シンポジウム，全体研修，ホ

ームステイなどから成り立っている。企画。

運営・資金調達・広報活動等の会議準備は，

前回の会議参加者から選出された実行委員を

含む，参加学生自身の手で行なわれており，

会議の重要な特徴となっている。

日米学生会議は，今から50年前の昭和9

（1934）年に青山学院。慶応。明治。

早稲田等の各大学を中心とする有志学生によ

って初めて開催された。満州事変の勃発以後

日米関係は悪化しつつあり，緊迫した情勢を

憂えた学生達が「世界の平和は太平洋の平和

にあり，太平洋の平和は日米両国の平和にあ

る｡その実現のために学生も一翼を担うべき

である」という信念の下に提唱し実行に移さ

れたのがこの会議である。前年に4名の学生

が米国に渡り，各地の大学を遊説し米国側の

参力嗜を募った結果，第1回日米学生会議は総

数99名の米国代表を迎えて青山学院大学で

開かれた｡第2回会議は，会議の趣旨に賛同

した米国側参加者の申し出により米国で開催

0
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第36回会議の概略

(II)国際手話コミュニケーションの可能性

111）「日本社会」

IV)「ジャパニーズ．ソサエティ」

Ⅳ）日本企業社員の妻に関する比較研究

M)日本の家族体系

Mリ建築様式における日本文化の影響

Mil日本人とアメリカ人のナショナル・アイ

デンティティー

野外研修：

スミソニアン博物館，国立絵画美術館見学。

アフリカン・ヘリティジセンター（黒人文化

について），内務省インディアン局（「少数

派問題」分科会と合同），ジャパン・ソサエ

ティ（日本企業社員の妻について），コロン

ビア大学医学部小児精神科（乳児の行動パタ

ーンと母子関係との関わりについて，「現代

社会と人間形成」分科会と合同），トクナガ

。夕．ソス。カンパニー（米国における日本文

化の伝承について）訪問。

第36回日米学生会議は，「地球時代の条

件一相互理解」という総合テーマのもとに

行なわれた。

会議の実施内容は，以下の様に整理される。

I・分科会

(1)「コミュニケーション」(Communica-

tions)

討論議題：

(|）国際間コミュニケーション

(Ⅱ）パーソナル。コミュニケーション

(lil)コンピューターとコミュニケーション

Iv)ニューメディアプロジェクトの諸問題

l/)ATTの分割

M)情報における帝国主義

Mリ情報公開制度

野外研修：

ワシントン。ポスト社,AP通信社（新聞

の役割，記者の役割について),NASA｡

ゴダート霧スペースセンター（「科学技術と社

会」分科会と合同),uS､1．A(合衆国情

報局），コロンビア大学コンピューターサイ

エンス研究所,NBCテレビ局，フジテレピ

°ニューヨーク支社訪問。

(3)「現代社会と人間形成」(Education

&Society)

討論議題：

(|）自己効力感

(1)大脳の機能分化と言語の正字法の関係

lil)社会階層と教育機会

Iv)第三世界の教育事情

Ⅳ）幼児教育

M)女子教育

Mリ性差別なき教育の実現

(2)「比較文化｣(ComparativeCul-

tures)

討論議題：

(1)日米における青少年の社会病理

－4－
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Ⅳ）企業内意志決定過程の日米比較

01GM･トヨタ合弁事業の考察

M1日本的経営とその背景

野外研修：

世界銀行（発展途上国債務累積について，

「国際経済」「国際関係」分科会と合同），

全米自動車労働組合（「国際経済」分科会と

合同），連邦準備制度理事会，アメリカン・

エキスフ.レス社(OAと人事管理について),

ニューヨーク市立大学霊見芳浩教授（米国企

業経営への日本企業の影響について），ケミ

カルバンク，シティパンク，ニューヨーク証

券取引所（国際金融の諸問題について，「国

際経済」分科会と合同）訪問。

野外研修：

連邦教育省，シートン小学校（ヘット･スター

ートプログラムについて），アカデミヅク・

エンリッチメントセンター（早期教育につい

て），アーヴィング公立高校，フラワー病院

（重度心身障害児の教育について），プエル

トリコ研究センター（言語教育などについて

），ニューヨーク市立大学アーノルド・カン

ター氏（フリースクールについて），コロン

ビア大学医学部小児精神科（「比較文化」分

科会と合同），ユネスコ，ユニセフ，吉川裕

子氏（日本人学校について）訪問。

(4)「環境・資源・エネルギー」(Energy,

Resources&theEnvironment)

討論議題：

(1)国際海底資源採掘の現状

(II)熱帯における食料資源問題

lil)新エネルギーの開発について

Iv)水と我友の日常生活

Ⅳ）人類のよりよい生活の為何をすべきか

野外研修：

エネルギー省（エネルギー政策，日本の原

発との協力関係について），環境保護庁訪問。

プリンストン大学吉川庄一教授を訪ね，核融

合炉を見学（「科学技術と社会」分科会と合

同）。環境医学研究所訪問。

(6)「国際経済」(International

Economics)

討論議題：

(1)日米経済摩擦の総合的考察

(II)経済摩擦と米国マクロ政策

lil)経済摩擦と産業構造変化

Iv)貿易不均衡の歴史的背景

Ⅳ）多国籍企業の将来的方向について

ID多国籍企業進出と発展途上国

Mリ新国際経済秩序と途上国援助

MIl途上国の経済発展と経済体制

野外研修：

世界銀行，全米自動車労働組合（「企業問

題」分科会と合同），米国通商代表部，大統

領経済諮問委員会（米国経済全般について），

日本経済研究所（「国際関係」分科会と合同），

ケミカルバンク，ジティバンク，ニューヨー

ク証券取引所（「企業問題」分科会と合同），

ダウ・ジョーンズ社（債務累積問題について

），ニューヨーク連邦準備銀行，プライスウ

ォーターハウス社（国際会計業務について），

(5)「企業問題」(InternationalBusi-

ness)

討論議題：

(I)米国労働組合の新展開

(li)製造業における日系米国企業の労使関係

lil)ATTとIBMのテレ・コミュニケーシ

ョン戦争

Iv)日米における軍事産業の特色

－5－
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00法と倫理と社会

野外研修：

メロイ・インダストリー（遺伝子操作につ

いて），国立保健研究所（「科学技術と社会」

分科会と合同），メリーラント・州刑務所，フ

ラワー病院（重度心身障害児の保護について），

ニューヨーク・シヴィル・リバティーズ･ユ

ニオン（人間の自由・権利について）訪問。

ニューヨーク市民図書館にて，「検閲一五

百年の闘争の歴史」展見学。

ウォートン経済研究所，ヘレン。ションプラ

ン社（マーケティングについて）訪問。

(7)「国際関係」(International

Relations)

討論議題：

(I)ソ連のアフガニスタン侵攻

(li)日米軍事協力

lil)NATOにおける米欧の協調と軋礫

Iv)敵意の共存と米ソ関係

i/)NATO諸国の協力の可能性

01日米関係は保護関係か協力関係か

Mリ米ソ関係と新しい日本の役割

M1リイラン。イラク戦争の構造

野外研修：

世界銀行（「企業問題」「国際経済」分科

会と合同），軍縮協会（相互信頼による抑止

論について），国務省日本局（レーガン大統

領の訪日について），同ルーマニア局（共産

圏諸国との関係について），日本経済研究所，

アメリカン・イズレイリ・パブリック・アフェ

アーズ・コミッティ（在米ユダヤ人のロビー

機関。イスラエルのロビー活動について），

ケミカルバンク，シテイバンク，ニューヨー

ク証券取引所（「企業問題」「国際経済」分

科会と合同），外交政策協会，国際連合広報

課，フ・リンストン大学マリウス・ジャンセン

教授（日米関係史について）訪問。

(9)「少数派問題」(Minorities)

討論議題：

(I)日本における偏見

(1i)民族の単一性とアイヌ民族

lil)部落問題と差別意識について

{V)政治的多元主義の可能性と限界

Ⅳ）アメリカのユダヤ人

(vI)現代のアメリカ女性と日本女性

M｝社会的少数派の政治的アイデンティ テイ

野外研修：

アメリカン・インディアン国民議会，政府

間関係委員会，内務省インディアン局，プエ

ルトリコ研究センター訪問。ニューヨーク・

チャイナタウン及びリトルイタリー見学。

⑩ 「社会における男女の役割」(Roles

ofMen&WomeninSociety)

討論議題：

(I)性役割の両極化

(I1)日本における雇用機会

lil)妻が夫より稼ぐ時

iV)イデオロギー的サポート

Ⅳ）家庭における夫婦役割

00女性解放への道

(8)「法と倫理」(Law&Ethics)

討論議題：

(I)安楽死

(li)死にゆく人々のケア

(lil)中絶の意味

Iv)死刑

Ⅳ）検閲

－6－
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Mリ日本で働く女性の実態

野外研修：

WATER(神学。儀式・倫理の女性同盟。

宗教的立場からの女性問題について),NOW

（全米女性機構），権利平等の為の父親連合

（離婚した父親への差別について),WAVPAM

（メディアとポルノにおける暴力に反対する

女性同盟。メディアの性差別について），メ

トロポリタン・コミュニティ教会（同性愛と

宗教の自由について）訪問。メトロポリタン

美術館（絵画にみられる女性について）見学b

1.全体研修

＜ワシントン，．C，＞

(1)国務省訪問。東アジア・太平洋担当国務

次官補代理ウィリアム・シャーマン氏の講

演を受け，その後同省主催のレセフ.ション

に出席。

(2)米国議会訪問。上院議員スパーク・マツ

ナガ氏の講演拝聴。

＜ニューヨーク＞

(3)国際連合訪問。タイの国連大使ピラポン

セ。カセムスリ氏，続いて国連事務次長明

石康氏の講演拝聴。その後国連内を見学。
1l1)「科学技術と社会」(Science,

Technology&Society)

討論議題：

(I)第五世代コンピューター

(li)ロボットと我々の将来

(III)科学者の政治参加

Iv)日米のエネルギー

Ⅳ）科学の理論と実践

《/リパイオテクノロジーの日米比較

MI答えられていない質問一バイオテクノ

ロジーについて －

野外研修：

メロイ・インダストリー，国立保健研究所

（「法と倫理」分科会と合同),NASA｡

ゴタ･一ドスペースセンター（「コミュニケ

ーション」分科会と合同）訪問。う.リンスト

ン大学核融合炉見学（「環境・資源。エネル

ギー」分科会と合同）。

Ⅱｼﾝﾎｼｳﾑ

「エコロジー」「平和と安全保障」「社会

変動」の3つが設けられ，ウィリァムズバー

グ，ワシントンuq,ニューヨークの各都

市で行なわれた。

Ⅳ、そ の 他

フィラデルフィア市では，市内見学に続い

てスミスクライン・ペックマン社を訪問，同

社主催の昼食会においてフィラデルフィア市

長ウィルソン°グート・氏の講演を拝聴する機

会を得た。

文化交流面では，米国学生のための日本語

教室，互いの文化を紹介するアメリカ・ナイ

ト，ジャパン・ナイトなどが行なわれた。

また，本会議の前後にサンフランシスコ地

区とプリンストン地区において，それぞれ2

泊3日の家庭滞在が行なわれた。

－7－



日 程

5月4日（金）～6日（日） 全体合宿

準備期間

直前合宿7月20日（金）。21日（土）

7月22日（日）

23日（月）

24日（火）

日本側サンフランシスコ到着／家庭滞在

家庭滞在

ウィリアム．アンド・メアリー大学（ウィリアムズバーグ）

へ移動

開会式／スポーツ大会

分科会討論

分科会討論／アメリカナイト

自由行動

分科会討論／ジャパンナイト

エコロジーシンポジウム／日本語教室

ジョージワシントン大学（ワシントンuC．）へ移動／

国務省訪問

分科会討論

自由行動

分科会討論／米国議会訪問／日米学生会議50周年記念パ

ーティー

平和と安全保障シンポジウム／ヒロシマフォーラム

中間反省会／ペンシルヴェニア大学（フィラデルフィア）

へ移動

フィラデルフィア市内見学／コロンビア大学（ニューヨーク）

へ移動

分科会討論／ニッポンクラプ訪問

国際連合本部訪問／ジャパンソサエティ訪問

社会変動シンポジウム

分科会討論

自由行動

25日（水）

26日（木）

27日（金）

28日（土）

29日（日）

30日（月）

31日（火）

日（水）

日（木）

日（金）

１
２
３

月８

4日（土）

5日（日）

6日（月）

7日（火）

8日（水）

9日（木）

10日（金）

11日（土）

－8－
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12日（日）

13日（月）

14日（火）

15日（水）

16日（木）

17日（金）

18日（土）

19日（日）

分科会討論／実行委員選挙

プリンストン大学(プリンストン)へ移動／分科会討論／反省会

分科会討論（総括・報告書作成）／サヨナラパーティー

閉会式／アメリカ側代表解散／日本側代表家庭滞在

家庭滞在

ケネディー空港（ニューヨーク）へ移動／シアトル泊

シアトル発

成田着

ク

１
２
３

サンフランシスコ

ウイリアムズバーグ

ワシントンD.C.

４
５
６

フィラデルフィア

ニューヨーク

プリンストン
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第36回本会議参加者

＜コミュニケーション＞

*福井 明子 お茶の水女子大学

宮副 美佐 国際基督教大学

中川 雄策 関西学院大学

西澤 淳 青山学院大学
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●
●

●

＊

SmithCollege

UniversityofMichigan

MamiUniversityofOhio

＜比較文化＞

＊下川 優子

松浦一樹

杉本なおみ

田村 毅
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ｍ
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ｎ
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ｉ
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＜現代社会と人間形成＞

**山地 弘起 東京大学

馬籠久美子 津田塾大学

小川 栄子 広島女学院大学

緒車奈穂子 上智大学

EducationandSociety

*Ms･KeiNakamura

Mr.DavidGross

Ms、IWleKoehler

StanfordUniversity

YaleUniversity

StanfordUniversity

＜環境。資源・エネルギー＞

＊大橋 由佳 国際基督教大学

木ノ上高章 慶応義塾大学

横山 和重 神戸大学

Energy,ResourcesandtheEnvironment

*Ms.JacquelineSullivan BucknellUniversity

Mr･MalcomMayfield UniversityofTExasatAllstin

＜企業問題＞

＊住野 豪生

福谷 尚久

奥田 誠

安原奈穂子

InternationalBusiness

*Ms.NikiLilienthal

Mr･JosephLopez

脆?､池rlonOkazaki

慶応義塾大学

国際基督教大学

青山学院大学

慶応義塾大学

MacalesterCollege

NewYorkUniversity

YaleUniversity

＜国際経済＞

＊岡 篤

青木 伸恵

丸本 美加

InternationalEconomics

**Mr･SamuelKim UniversityofPennsylvania

Mr・ChristopherBreunigStanfordUniversity

Ms.SharonFujii StanfordUniversity

慶応義塾大学

京都大学

津田塾大学
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清水 貴夫 慶応義塾大学 Ms.AndreaWnin UniversityofWashington

＜国際関係＞

＊大林 照史

安部 正道

篠原 初枝

山内 弘志

InternationalRelations

*Mr･KarlFields

Ms･ElizabethAbrams

Ms･Elizabethltakura

Mr.KurtTong

慶応義塾大学

東京外国語大学

早稲田大学

京都大学

Uliyersityof"lifornia,
&rkelSr
YaleUniversity

Universityof@lifornia,
Berkeley
PrincetbnUniversity

＜法と倫理＞

*最上 裕子

城所 望

森本 大

中尾美津子

LawandEthics

*雌．AllenMiner

Ms.LynnBotelho

Mr.DouglasGrob

神戸大学

浜松医科大学

同志社大学

関西大学

BrighamYoungUniversity

UniversityofOregon

UniversityofPennsylvania

＜少数派問題＞

＊吉田 典子 東京外国語大学

細川 裕子 大阪大学

中井川玲子 国際基督教大学

堺谷 真人 大阪大学

Minorities

*Mr.PaulSiraisi

岻亨．DavidGoret

Ms･ChristineKnapp

AmherstCollege

DukeUniversity

GoddardUniversity

＜社会における男女の役割＞

＊勝呂 哲也 明治大学

小松崎涼子 国際基督教大学

松田 裕子 神戸女学院大学

村田久美子 DartmouthCo:

RolesofLnandWomen

*MF.GeorgeRudolph

Mr･MichaelBelshe

Ms.MariNakachi

inSociety

AmherstCollege

BaylorUniversity

HarvardUniversity

College

＜科学技術と社会> Science,TechnologyandSociety

*酒井幸秀 関西大学 ＊岨．．JonathanPolitz HarvardUniversity

原田彰宏 東京大学 Ms.CynthiaBall UniversityofKansas

宋 敏鎬 名古屋大学 Mr・DavidCannon BrighanYoungUniversity
Mr･JeffJohnson OregonStateUniversity

（＊印はテーブルコーディネーター，＊＊印は実行委員長を示す。）

第36回日米学生会議日本側参加者のうち，副実行委員長大嶋友秀，実行委員木村真実，同関

知子及び吉江猛の4名は，事情により，米国での本会議には参加できませんでしたが，日本での準

備期間における彼らの貢献と協力に，深い感謝の念を表します。
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第2部

《云

議報 告書

全体研修

国務省

京都大学法学部2年

山 内 弘 志

7月31日，アメリカの首都ワシントンD

C.に着いてすぐ我々は国務省でのレセフ・シ

ヨンに出席した。まず会議室にて，国務省の

中で日本に関する専門家とされる，東アジア

・太平洋担当副次官補WilliamSherman

氏による日米関係についての講演が行なわれ

た。氏は全般的には日米関係はよい状態にあ

り，「善意と相互理解への努力」を通じて，

現在表出している問題は解決できるであろう

という楽観的な見解を述べられた。特に氏は

現在の問題というのは，日米間の政治・文化

の違いの理解不足に依る場合が多いと指摘さ

れた。

個々の問題として，円の国際化，資源協力，

通信技術協力について，そして最終的に双

務的な日米関係を作り上げることが重要だと

いうことを指摘された。日米両国の国連に於

ける活動は共通の目的を持っているのだから

重複を避けることが重要になるだろう，と述

べられた。

講演の後，質疑応答の時間があり様々な

興味深い質問がなされた。日本とASEAN

の関係については，問題はあるものの密接に

なるのが望ましいし，日本の役割も今後変わっ

て行くだろうという見解を述べられ，それを

通じてアジアの安定性は増すであろう，と予

測された。また日米安保と防衛費の増加に関

しては，アメリカとしては防衛費について満
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足しており，むしろ確実に防衛能力を増加さ

せていけばそれでよい，と言われ，アメリカ

は圧力をかけているつもりはないと主張され

た。この他にも経済摩擦や文化交流について

の質疑がなされ，有意義な時間を過ごした。

この後の立食パーティーに於いて我々は，

元駐日大使であるJohnson氏を始めとする

日米関係の専門家の方々とお話する機会を得

た。自分の興味ある分野について，その分野

で活躍しておられる方友から直接お話を伺え

たのは，大変意義のあることであった。日米

技術協力の問題，日本車のアメリカ国内生産

の問題，日本人のワシントンQq内での役

割と彼らの直面する問題，そしてアメリカ人

の見た日本の軍備努力についてなど，話題は

様々なことに及んだようであったが，各界の

要人との率直な議論が，我左を大いに刺激し

たのは言うまでもない。

このレセプションは,JASCのOBの方

々と，友好を深める場でもあった。50年目

を迎えた今年のJASCの参加者にとって，

OBの方,々とのお話は，根本からもう一度

JASCについて考え直すきっかけともなっ

たようであった。

米国議会

京都大学法学部2年

山 内 弘 志

全体研修の一環として，アメリカの権力の

中枢の一つであるCapitolHill(米国

会議事堂）を訪問した。この建物の中には，

Senates(上院）とHouseofRepre-

sentatives(下院）があり，立法府の

機能はここより発している。また建物自体に

ついても，白い大理石と広大な芝生を持ち，

アメリカで最も美しい建物の一つとされてい

る。さらにその内部には美しい壁画が施され

アメリカ人の間でも一種の観光名所となって

いる。

さて我々は2時半頃，国会議事堂の裏玄関

に到着した。そこから会議室へ案内され，

CecilUyehara氏による紹介を伺った

後で,SenatorSparkMatsunaga

（ハワイからの民主党上院議員）による講演

を伺った。

氏はアメリカ人として，英語の重要性を説

かれ，コミュニケーションできる最低限の英

語でよいからよく学んでほしいということを，

自らの体験談を交えて，非常におもしろく話

された。

またご自分が日本人の外交使節団の一員と

間違えられたという体験談から日系米人の問

題に触れ，日系米人はアメリカ人である，と

いう認識がとかく日本では欠けがちである，

と指摘された。

氏が最も熱っぽく語られたのが，氏の

PeaceAcademyの構想についてであっ

た。氏はまず，戦争を研究する学校が存在す

るのならば平和を研究する学校があってもい

いのではないかと述べられ，総合科学として

の平和研究機関の必要性を説かれた。そして，

その学校の目標は「総括的な平和構築」にあ

ると強調された。

この構想について様,々な質問が出された。
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この機関の具体性については，今上院で審議

中であるが，かなり現実化していると答えら

れ，学校の位置付け，入学資格などを説明さ

れたが，皆熱心に聞き入っていた。

英語を学べと主張されたところでは，少し

英語中心的過き．るのではないかという意見も

出たが，氏の熱意には，我々は影響されると

ころが少なくなかった。

その後，国会議事堂内の見学が予定されて

いたのだが，時間の都合で中止になってし在

った。我々は残念に思いながらも国会議事堂

を後にした。

国際連合本部

慶応義塾大学経済学部理論経済3年

住 野 豪 生

ニューヨークにいる間，日米両学生は，8

月8日に，国際連合本部を訪れた。午前中は

タイの国連大使,BirabhongseKase-

msri氏と，国際連合事務次長（情報・広報

担当），明石康氏による基調講演と質疑応答

がなされた。午後は，幾つかのグループに分

かれ，国際連合本部内の全体研修を行なった。

国連は，来年，創設40年を迎えるわけだ

が,Kasemsri氏は，国連の特徴として，

世界政府的な役割，公開外交・交渉の行なえる

場所，中小国も等しく議決権をもつ多数決主

義（安全保障理事会を除く）の3点を指摘し

た。国連の主要機関は，安全保障理事会，信

託統治理事会，国際司法裁判所，経済社会理

事会，事務局から成り，その下に専門機関及

び国連関係自治機関が置かれている。Kase-

msri氏は最近，先進国が国連離れの傾向を

見せ始め，発展途上国が国連において影響力

を強めようとしている事について，メンバー

の一国一国が自覚して積極的に取り組み，で

きるだけ皆が協力してやるという雰囲気を作

って，国連を更に活用していかなければいけ

ないと発言された。アメリカのユネスコ脱退

は，政治的に解決されるべきであって，最善
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基金(IFAD)等，数多くの国連専門機関

による教育普及プログラム，人口問題解決，

食糧問題解決のための政策は成果をあげてお

り，政治的色彩の強い安保理以外で，人間の

抱える問題に対し，大きな役割を果たしてい

ると，国連の政策効果も強調された。

午後は，国連内の全体研修があり，総会の

行なわれる会議室や個々の機関の詳しい説明

をうけ，国連の規模の大きさを再確認する事

ができた。常日頃，よく口にする'1国連’で

はあったが，実際に行き，体験した事が，よ

り一層の理解と興味を我々に与えてくれた事

は言うまでもない。

の策ではなかったと返答されたが，アメリカ

の拠出する分担金が限界になりつつある事も

付け加えられた。

明石氏は，国連の機構を，世界共通の政治

共同体として，平和を目指すための先導役を

果たすものだとした。しかしながら最近は，

分担金と発言力が比例しない事によるアメリ

カ等の先進国離れや，国連決定が軍事的問題

に関する拒否権発動によって困難である事な

どを挙げ，世界政府としての国連の限界をあ

る程度認めておられた。しかしながら，国連

人口活動基金(UNFPA),世界食糧理事

会，世界保健機構(WHO),国際農業開発
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シンポジウム

エコロジーシンポジウム

東京大学教養学部2年

原 田 彰 宏

「エコロジー」という言葉が目につき出し

てから久しいが，この「エコロジー」という

言葉，日本語に訳すと「生態学」になる。し

かし最近この言葉は，人間を含むかなり広い

環境を保全する学問，という漠然とした意味

で使われている。その点で，「エコロジー」

は以前，環境問題が騒がれた頃の「環境」と

いう訳語よりも広い意味を持っているよう繕

以前日米学生会議では，環境問題について

公害という視点から「環境シンポジウム」を

開いたことがあった。しかし時代が変わり，

社会の関心は公害という時間的・空間的に狭

い影響を及ぼす問題から，より広い影響を及

ぼす問題へと移っていった。ここにおいて，

エコロジーという語がクローズアップ･される

に至ったわけである。こういう意味あいを持

って，私達は日米学生会議で初めての「エコ

ロジーシンポジウム」を開くこととなった。

このように広いトピックを扱ったために当

然，シンポジウムを組み立てるのはなかなか

難しかった。一当事者から見ると，このシン

ポジウムはアメリカ人に対し多少のショック

は与えたようだが，自分達の周りの環境につ

いて真剣に考えさせるほどの影響は与えられ

なかったようだ。

シンポジウムをつくり上げるにあたり，日

本側・アメリカ側で各々委員会を作った。

筆者を含む東京の委員はアメリカに発つ前

に東京でう.レシンポジウムを企画した。私達

はまず，本や取材（環境庁・農林水産省）で

前述のように，現在の環境問題の中心が昔の

公害のような時間的・空間的に狭いものから，

広いものに移りつつあることを改めて認識し

た。そこでその中から，現在最も関心が持た

れていると思われる砂漠化・酸性雨・森林伐

採を話題として取り上げた。そして東京農

工大学の本谷教授に概説を伺うことで，知

識のインプットに重点を置いた。日本に深く

関わっているトピックを選んで比較的わかり

やすく説明したことと，スライト・を用いて視

覚に訴えたことから，プレシンポジウムは予

想以上の成功だった。しかし，その後の本シ

ンポジウムに向けての詰めが甘かったような

気がする。

本会議に入ってから，筆者ら日本側の委員

はシンポジウムの前夜遅く玄で準備をし，当

日を迎えた。

まず午前中，初めに日本側の委員の1人，

中川雄策が，これからはエコロジーを考慮し

た経済を進めるべきだとの旨の開会宣言を行

なった。次に，日本の公害問題などに関する

フィルム2本を見た後，中井川玲子がWWF

（国際野生動物基金）のスライト・を使って，

森林伐採や土壌流出の現況を見せた。その後

太陽エネルギーの専門家がスライト・上映と公

開実験を行ない，午前中のプログラムを終え

た。正直なところ，午前中は予想外の不手際

が多く，アメリカ側委員が少ないことや，講

演者のシンポジウムに対する理解不足などで

日本側の委員は四苦八苦して切り抜けたとい
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う感じだった。

シンポジウムは午後，まずパネルディスカ

ッションで始まった。パネリストはEPA(

米国の環境庁）から2名，企業から1名で，

環境問題について幅広くディスカッションを

行なった。ここでは会議参加者から，水質汚

濁から原子力発電に至るまで幅広く活発な質

問が出された。次に，酸性雨についてのフィ

ルム，日本側委員の研究発表と続いた。日本

側の研究発表では，まず大橋由佳が，日米に

おけるエコロジーについての考え方・政策の

違いについて，次に奥田誠が，初めにアメリ

カ人の紙の浪費癖を皮肉ってアメリカ人参加

者の注意をひいてから，ゴ錘流出の問題，特

に士壊流出が第三世界の人口に及ぼす影響に

ついて述べた。最後に筆者が森林伐採，特に

ハンバーガーコネクションと呼ばれる，アメ

リカが深く関わっている中米の森林の伐採に

ついて発表した。ここで筆者はアメリカ人が

エコロジーに対する問題意識が薄いというこ

とを意識して，かなりアメリカ人を挑発する

ようなことを述べたのだが，これに対して大

きな反応が返ってきたことで，これまでの苦

労が報われたような気がした。そして一番最

後にこのシンポジウムの日本側委員代表，吉

田典子が，環境問題へのアブ・ローチには米側

の公害からのものと，日本側のエコロジーか

らのものがあり，この両方の見方がそれぞれ

有効であるという旨の結びを発表して，シン

ポジウムは幕を閉じた。

午後のスケジュールはかなりうまくいった

が，惜しむらくは閉会の前に，小グループに

分かれて討論する場がなかったことだろう。

特に筆者などはシンポジウムの後の夕食の席

で，アメリカ人参加者から，「日本も第三世

界の国々の木を切って，箸を作っているでは

ないか」と喰ってかかられたりしたので，小

グループでの討論はきっと面白くなっただろ

うと考えている。

このシンポジウムの準備をやってきて，改

めて気がついたことは，アメリカのモノの大

量消費だ。紙のトイレカバーやペーパータオ

ルは使い放題，寮での食事は食べ放題．残し

放題という状態だった。

ひと頃はオイルショックで大量物資消費が

非難された。特に日本では紙の有効利用が叫

ばれ，アメリカでもガソリンを大量に消費す

る大型車より，燃費の良い日本製の中・小型

車を見直している話も聞いていた。しかし，

実際にアメリカに来てみると，相も変わらず

都市では大きな国産車が走り回り，紙の大量

唖

蕊蕊

温忌蒜 農遜ふふふ
蕊箪…‘ ゞ

課
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消費も変わっていない様子で，将来に対して

かなり悲観的な思いにさせられた。

渡米前，朝日新聞の科学部に行って，大量

消費文化をいかに変えればよいかについてお

話を伺ったのだが，その時の答が痛烈に思い

出された。そこでの答とは，人間は所詮，欲

に動かされて生きている以上，大量消費を止

めさせるには商品価格を上げるしかない。単

に，環境問題をもたらすから，という理由だ

けで大量消費をやめようと訴えるのは実効力

がない，というものだった。

確かに筆者らがこのシンポジウムで行なっ

た主張は，大量消費の歯止めとしては弱いも

のだったかも知れない。しかし，我々は，幾

人かでもこのシンポジウムを契機にエコロジ

ーに興味を持ってくれる人がいることを望遜

最後に，アメリカ側の実行委員として色々

な仕事があったにもかかわらず，このシンポ

ジウムの準備をほとんど一人でやってくれた

NikiLilienthalと，日本でワガママな日

本側の委員（少なくとも筆者）をうまくまと

め，連絡，講師の手配を一手に引き受けて面

倒をみてくれた，テンコさんこと吉田典子に

深く感謝しつつ，筆を置かせてもらいたいと思う。

平和と安全保障シンポジウム

東京外国語大学ウルドゥ語。国際関係論4年

安 部 正 道

第二次世界大戦から39年，国際化時代と

言われ国家間の相互依存関係が深まる中で，

日米関係は安定化し，今や日米両国は世界の

経済的活力の主要な担い手になっている。そ

の一方，世界には第三世界を中心に不安定な

国々もまだ多数存在し，先進諸国との国家間

格差が表面化する中で，国際環境の不安定要

因のひとつとなっている。

このような今日の国際環境のもとでは，日

米両国をはじめとする先進国の国益は，程度

の差こそあれ，基本的に世界平和に存してい

ると言えるだろう。政治・経済の面で大国で

ある米国はもとより，対外依存度の高い経済

大国である日本は米国以上に，自国の国益を

追求するためには平和で安定した国際環境を

必要としているからである。つまり，国益の

追求という視点から各国のとる行動は，尽<

安全保障の問題に収敏されてくるのである。

ところで，今日の世界は極めて軍事的色彩

の強いものになりつつあると言えよう。大国

の軍事均衡論のもとに軍事偏重とも言える安

全保障が広がった結果，所謂「恐怖の均衡」

によって世界平和が保たれているようにも見

えるのである。確かに，一国の防衛の観点か

ら，或る程度までは，軍事力による安全保障

は肯定されるべきであろうが，同時に，これ

は自国の脅威を減少させることには何ら結び

つかないことを認識すべきではないだろう力も

つ在り，安全保障は自国に対する脅威を減少

させることにより始めて成立することを再確

認するべきであろう。その意味では，現代で

も軍事力は依然として安全保障のための大き

な要素であるが，国際環境，外交，危機管理，

歴史的認識左ど他の要素も多元的に考え，

その中で安全保障を総合的に考えていくこと

が望ましいといえよう。
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私たちはこのような認識のもとに，8月4

日，ジョージ。ワシントン大学のGovern-

mentHallにて平和と安全保障シンポジウ

ムをおこなった。

＊ ＊ ＊

(1)まず，歴史的事実の認識という観点から

核問題を理解すべく，「予言(Prophecy)』

という映画が上映された。被爆者の悲惨な様

子が淡,々としたナレーションと共に次々と写

し出される。焼けただれた顔，血だらけの背

中。ショッキングなこの映画には，皆息をの

んで見入っていた。しかし，僕には，広島に

投下する原爆に自分の名前をサインし笑顔で

ポーズをとっている兵士の姿のほうが何倍も

衝撃的で，人間の理性とでもいうものをここ

まで奪ってしまう戦争にこの上ない恐怖を覚

えた。

ともすれば，私たちは戦争を観念的に捉え

すぎるあまり，戦争の恐ろしさを生身で感じら

れなくなってはいないだろうか。そして，核

戦争について，あまりにも抽象的な概念へと

引き込在れすぎてはいないだろうか。

多少感傷的にではあったが，この映画は，

日本人。米国人学生の双方にとって，現実と

戦争の悲惨さを再確認するための糸口となっ

たように思えた。映画の最後のⅡ1tIsyour

future.1t!syourchoice・ロの文字が

今でも印象深く残っている。

(2)次に，軍事面から安全保障を認識するた

めに，スライト・ロFutureofConflict

in2000'sロを使っての講義を聞いた。来た

るべき1990年代の世界の動きと危機を中

心に解説したこの講義は，果たして，アメリ

カの現実政治論の率直な提示であり，キヅシ

ンジャーの「アメリカにとって軍備増強が必

要なのにそれを怠った場合の犠牲は，軍備増

強に要する費用よりも遙かに高いものについ

てしまう」という言葉を坊佛させるものだっ

た。

この講義は，米国や西側諸国の軍備状況に

対する忠告をしていたので，所謂「ソ連脅威

論」を至極当然なものとして扱っていたが，

しかし，ここにソ連脅威論の重大な陥奔が存

在するのではないかという疑問が起こってく

る。一体，政治的には米国と互角にあるとし

ても経済的には脆弱な立場にあるソ連を，ど

こ玄で脅威と位置づけることができるのか。

そして，仮にソ連が，ソ連脅威論を鼓吹す

る米国に対して，自国の経済を犠牲にしてま

で軍備拡張を続ける政策をとった場合，結局

両陣営の軍備増強という悪循環に陥り，その

結果．脅威を増大させてしまうだけではな

いのか。少なくとも，キッシンジャーの対

ソ強硬論には，最終的にソ連を国際的な自制

にまで導こうとする思慮があったはずである。

このような安全保障に対する柔軟な考え方を

忘れて，徒にソ連脅威論に棊進することは，

かえってマイナスであると言えるだろう。

この講義に対しては，大国である米国は第

三世界を地政学の面からしか見ないのかとい

う議論ももちあがった。大国が第三世界を両

陣営の軍事勢力の対決の場として捉えるのも

確かに，ひとつの視点ではある。しかし，第

三世界には貧困・食糧不足・人口過剰・難民

問題・政治動乱など不安定要因がたくさんあ

り，それが世界的な相互依存関係によって先

進国にもたらされ安全保障を危うくしている

ことを認識するとき，第三世界はもう単に軍

事面からのみで捉えることはできないはずで

ある。

やはり安全保障の成立のためには，それを

脅かす様々な要因に対して柔軟に対応してい
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かなければならないと言えよう。

(3)次に，国際環境の面から安全保障を考え

るにあたり，日系米人の問題をとりあげた。日

系米人であるオオクラ氏の講義及びパネル・

ディスカッションの時間では，日系米人の移

民・戦時中の強制収容所・現代の問題点など

を中心に扱った。日系米人は，歴史的に「黄

禍論」とも相まって差別と排斥の対象とされ

てきたが，近年，米国政府は戦時中の日系米

人強制収容問題について率直に非を認めた報

告書を公表した。その一方，今日でも欧米の

対日警戒論の底流には黄禍論が潜在している

と言われる。それだけに，このセッションは

大変興味深いものを含んでいたといえる。玄

た，日系米人のアイデンティティーの問題，

つまり，日本と米国のどちらに対して帰属意

識が強いのかといった議論では，モザイク国

家としてのアメリカの成り立ちを垣間見たよ

うで面白かった。

(4)最後に，外交。危機管理の視点から安全

保障を考えるにあたり,uTheCrisis

Gamenによる事例研究をおこなった。

国家が危機的状況に陥った時，その国がど

んな対応をするかは決して一様ではない。政

策決定者と国民の利益という国内要因に加え

て，国際環境の影響も多様に受けつつ，対応

は弾力的になされるはずである。そこで，私

たちはj日本側学生と米国側学生がそれぞれ

日米両政府を8つずつ組織し，ひとりひとり

が政府首脳となって危機に対する政策決定を

推し進めることにした。シナリオは以下のよ
（注）

うである。

1984年11月，米国大統領に選出さ

れたモンデールは，国益のため，日本に保

護貿易法案を適用した。保護貿易の波は即

座に東アジアに広がり，殊に韓国には悪影

響を及ぼした。そのため国内は暴動や政治

運動で荒れ，全斗煥大統領は国内に戒厳令

をしいた。ところが，モンデールはこれを

人権侵害だとして，少数の軍事顧問を残し

て，米軍を韓国から撤退させてしまった。

折しも北朝鮮内でのソ連の活動が伝えら

れる中，北朝鮮の主席の座は金日成から息

子の金正日へと引き継がれた。人気がさえ

たい金正日は，最近38度線に目を付けて

いただけに，人気を高めるために何か行動

をおこすのではないかと伝えられていた。

そして，85年11月1日，遂に北朝鮮

軍は中立地帯を越え，韓国に軍事攻撃を仕

掛けたのだった。

果たして，このシナリオによってとられた

日米の政策は多様なもので，それだけにひと

りひとりが外交や危機管理の困難さを体験し

た様子だった。そして，同時に，安全保障の

ための確かな判断力，つをり，国際環境を冷

静に捉える主体的な認識力の必要性を充分に

痛感しつつ，事例研究を終えた。

＊ ＊ ＊

クラウゼウィッツは『戦争論』の中で「戦

争とは異なる手段による政治の継続である」

と定義しているが，戦争が政治の延長として

のものであればあるほど，不明瞭で予測不可

能なものとなってしまう。実際に，第二次大

戦後は，それ以前のように「宣戦布告」によ

って平時と戦時の区別が明確につけられた戦

争は見あたらなく，それだけに，現代は戦争

に対する適切な対応がし難い状況にある。

このような時代だからこそ，現代の安全保

障問題を考えていくにあたっては，軍事面の

問題だけに捉われることなく，色々左角度か

ら総合的に考えていかなければならないのだ

と言えよう。日本では，特に第二次大戦後，
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平和や安全保障の問題は，ともすれば現実か

ら乖離した演鐸的な問題として捉えられがち

であったように思える。そのような中で，日

米双方の学生が総合安全保障問題を現実的に

考察する場としてこのシンポジウムをもつこ

とができたことは，やはり大きな意義があっ

たと言えるだろう。

夕食後，同じ場所で「広島フォーラム」が

おこなわれた。広島から運び込んだ2巻の原

爆の映画はやはり悲惨なもので，思わずスク

リーンから目を逸らしてしまいそうな映像も

いくつかあったと記憶している。そして上映

後，皆，まだ衝撃的な映像から覚めやらぬま

ま，平和についての話し合いに移行した。そ

こに現れたのは，平和に対する個人の微妙な

見解の相違であり，それを理解しようと努め

る気持ちであった。多少感情的になりながら

も，熱気に押されて話は深まっていった。

真の相互理解というものは，この様なとこ

ろから生まれてくるのだろう。人と人との微

妙な見解の相違は，いくら議論しても最後を

で残るかもしれないが，その過程の中で相互

理解が得られるように思える。そして，この

ような一見地道な知的営為の積み重ねが，平

和への祈念と相まって，いつの日にか世界に

広がる時には，それは世界平和のための安全

保障になるであろう。私たち日米学生会議の

意義のひとつも，そこに求められるはずであ

る。

(注） 本文中のTheCrisisGameのシ

ナリオは，あく蚕でも事例研究の一環と

して用いたものです。

社会変動シンポジウム

上智大学外国語学部ロシア語学科3年

緒 車 奈穂子

ニューヨーク滞在中の8月9日，丸一日を 費やして社会変動シンポジウムが行なわれた。
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世界中から個性あふれる人‘々が集い，常に既

成の価値観が打ち砕かれている，まるで社会

変動の見本のような街ニューヨークは，この

シンポジウムを持つのにまさにふさわしい場

所であったと思う。

午前中はまず，幾人かのスピーカーをお迎

えしてお話を伺った｡トップバッターは，

NAACP(NationalAssociationfor

theAdvancementofColoredPeople)

からのMichaelLawerence氏。NAACP

は1909年に創設された，有色人種特に黒

人の権利拡張運動を推進している団体で，メ

ンバーも90妬玄でが黒人なのだそうである。

Lawerence氏は，日本人を考慮してのわか

りやすい英語で,NAACPの組織について

や，アメリカ社会に於ける黒人の立場などに

ついて話して下さった。時間が余りにも短

く，具体的な活動のあり方やその問題点，今

後の運動の進め方などについて話し合うこと

ができなかったのが大変残念であった。

二番手はアメリカ側参加者の1人,Chris

Knapp。実は予定されていたmW(Na-

tionalOrganizationforWomen)の講

演が前日になってキャンセルされ，急邊彼女

が自分の論文を基に,ERA(EqualRight

Amendment)を中心としてアメリカの女性

解放運動について話をしてくれることになっ

たのだ。ロ怒りⅡこそが運動の第一歩だとし

社会を変えるのは何かについて述べつつ，法

としてのERAの有効性を検証する彼女の話

に聞き入りながら，こうした強い問題意識を

持った人間が，しかも様,々な分野に渡って集

合していることが,JASCの大きな魅力で

あるなとつくづく感じた。

次のスピーカーはNGTF(National

GayTaskForce)のLanceRingle氏。

IIgay''の定義や彼らの受けている社会的待

遇，またこの団体が行なっている2つの主要

な活動一ロビー活動と，(社会に対する）教

育一について説明し,IIgayⅡであるとい

う理由で，社会的に安定した身分を与えられ

ないのはおかしい，と主張された。アメリカ

人はともかく，日本人はこのような議論の場

に晒されたのは恐らく初めてであったろう。

その場では活発な議論にならなかったが，カ

フェテリアなどで学生同志，意見を闘わせる

場面も見られ，社会に対する運動をみる上で

は最も有効な材料だったのではないかと思う。

次に，日本側参加者の村田久美子のスピー

チ。アメリカについて話を進めてきた前半の

まとめと，日本女性について扱う後半の導入

とをしてくれた。

それに続いて，'IAreyoulistening？ロ

（「聞いていますか」）という短いフィル

ムを見た。20代から30代の日本人女性数

人が，人生観。結婚観。家族観等について討

論している場をそのまを写したものだったが，

語学力不足の為に「日本人女性としてどう思

うか」という，アメリカ人参加者や日本人男

性参加者の質問への返答に窮していた私など

は，かなりまとめてそれらの質問に答えるこ

とができたような気になり，気分壮快であっ

た。

この後，日本女性についての研究を行なっ

ている,PaulineReich氏とYasuko

Karaki氏のスピーチがあり，これらをもっ

て午前中のフ・ログラムを終了した。

午後は，全員が6つのグループに分かれて

野外研修を行なった。午前中のスピーチを受

けて今度は実地に，社会で活動している団体

を訪問しようという狙いだったのだが，それ

ばかりでなく，自分の分科会を離れていつも
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と違った顔ぶれで討論できたことも，結果と

して大変よかったようだ。訪問先は以下の通

りである。

｡NAACP(前述）

｡NOW (前述）

｡NGTF (前述）

ohhyor'sofficefortheHandi-

capped

（ニューヨーク市・身障者福祉課）

oCenterfortheAging

（ニューヨーク市・老人課）

oCovenantHouse

（家出少年少女の保護・更生施設）

このうち，私自身が訪問したニューヨーク

市の老人課について少し書いておくことにす

る。

希望者の最も少なかった，総勢11名の我

々一行は，ここでMaryMayorさんとおっ

しゃる，ご自身かなり年配の女性に迎えられ

た。入ってすぐ・の黒板に歓迎の言葉と共に

IIBeontime.''と書かれてあるのを見た時

にはいささか緊張してしまったが，お話が始

在るとすぐに打ち解けた雰囲気になった。

Mayor氏はまず，「老人福祉の面で日本は

アメリカの5年先を行っている」と発言し，

私などはその言葉に非常に驚いたが，英語を

話せなかったり文盲であったりする為に，年

金の申請をどこへ行ってどのようにすればよ

いかわからない老人がいる〃というアメリカ

の現状を考えれば，確かにうなずけなくもな

い。日本の老人福祉政策が進んでいるとは決

して思えないが，民族的に複雑な構造を持つ

アメリカ社会では，老人政策と言えども，我

女が思いもつかないような問題を抱えている

のだろうと感じた。（因にニューヨーク市は

現在，文盲や少数民族の老人達に対する福祉

向上の為のプロジェクトを推進中なのだそう

である。）その他ニューヨーク市が進めてい

る政策や，アメリカでの老人に対する様点な

事業（老人だけの街，サン・シティなど）に

ついての説明の後，結論として彼女はこう述

べられた。「老人にとっての理想的な状況と

は，各自がそうありたいと願う状況のことで

ある。」

老人に限らず，黒人など民族的少数派や，

女性やgayについても同様のことが言えるだ

ろう。つまり，老人であるというだけで社会

から不当な扱いを受けたり，その人がそうあ

－24－



りたいと願う状況を実現できなかったりする

のが健全な社会のあり方でないのと同じく，

女性であるという理由で，望む職業につけな

いということも決してあるべきではない。（

実は私個人としてはDIIgayllについても同

様のことが言える，と断言することにはまだ

いささかの抵抗がある。が,f19"''だけは

別だ，と言うにはその理由，つまり老人や女

性とIIgayllとを区別する理由を明確に説明

しなくてはならないし，かつその説明の根拠

を社会の価値観価値基準に求めるとともし

てはならないのだろう。なぜなら，その価値

基準が変わり，人々の考え方が変わり，少数

派が多数派となって，社会が変動してゆくと

いう過程をみるのが，このシンポジウムの主

眼であったのだから。）

グループ運動の社会への働きかけをみるこ

とによって，多様な価値観を認識し，視点を

広げようという目標を掲げた我含だったが，

その成果はどうだったのであろうか。インプ

ットは多大だったはずだが，それらを全員で

総括する場がなかった。大きな反省点である。
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分 科 会

コミュニケーション

お茶の水女子大学3年

福 井 明 子

1984年はニューメディア元年などとも

呼ばれ，社会は高度情報化時代へ向けてスタ

ートを切った。輝かしい未来構図が提示され

人々は，21世紀の情報化社会を夢想してい

る。これに従って，コミュニケーションに関

する様々な問題も話題とされることが多くな

ってきた。20世紀の工業化社会をもたらし

た技術革新がます在す進み，21世紀の情報

化社会を形成しようとしている。現在は真に

その過渡期にあるといえよう。

コミュニケーションの分科会では，まず，

こうした現状を把握した上で，人間にとって

のコミュニケーションの本質とは何であるか

について考え，今日も含めた未来社会におい

て，いかにコミュニケーションを発達させて

ゆくべきか，ということをテーマとした。

1．分科会討論

a・コミュニケーションのシステムと，その

発達に伴った新たな社会的問題点

コンピュータ°サイエンスを専攻とする，

CarlaJohnsは，コンピュータの発達

がもたらした新しいコミュニケーションシス

テムが，我々の生活にどのような影響を与え

るかについて論じた。教育。医療・芸術など

の面で活躍が期待される一方，クレジットカ

ート・の濫用・情報流出。ソフトウェアをめぐ

るスパイ活動など，コンピュータ犯罪の危険

性も，現実のものとなっている。をた，ニュ

ーメディアによる新しい対人関係は，我之の

生活を豊かにする一方で，人との接触を離れ

機械だけを確信して没頭してしまう，ハッカ

ー症候群のような病気もひき起こす。更に，

人間の能力自体をも衰退させる恐れがある。

こうしたコンピュータをめく・る様,々な問題の

討論の結果，我々は人間を疎外するものでは

なく，人間を助ける手段として，これからの

コミュニケーションシステムを発展させてい

かなければならない，と結論を得た。

福井明子は，今日は情報化社会への過渡期，

情報革命時代であるという視点から，ニュー

メディア政策をいくつかとりあげ，それに左

つわる諸問題を提起した。日本の例だけをと

ってみても，キャプテンシステム,VAN,

CATV,INSなど数点のニューメディア

構想がうちたてられているが，どれもまだ，

完全な実施段階に至っていない。それは，来

たるべき情報化社会における主導権をめく、っ

た争いが，企業間のみならず，省庁間にまで

広がり，ニューメディアを語る時，どうして

も自分達が推進する構想を理想化することに

重点が置かれてしをうという現象が原因の一

つである。たとえ技術的には可能となっても，

それをどう利用して社会にどう役立てていく

かといった，ソーシャル。ソフトを包括的に

考えようとする人が現れなければ，我,々の生

活・社会に適合したネットワークを構築する

ことはできない。今日，ニューメディア政策

は，国内だけの問題ではなくなり，貿易摩擦
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の一因となるなど，日米関係にとっても，影

響は大きい。更に，情報先進国である日米両

国は，自国の政策のみにとどをらず，地球規

模のコミュニケーション政策を考えていかな

ければならないと全員で認識を得た。しかし

それが何であるかという問題は我々には及ば

ぬところであり，中川雄策の論文発表に持ち

越された。

インドネシアの学生達と交流を持ち，自ら

も現地での生活を体験している中川雄策は，

第三世界の声をいかにして国際世論に反映さ

せていけばよいか，ということをテーマに

Ⅲ情報の帝国主義’という論文を発表した。

第三世界に関する報道は，私企業である通信

社・マスコミの特派員情報にゆだねられてい

るが，ニュースとなるものは少なく，ニュー

スとなってもそのほとんどが，暴動・戦争。

災害・飢饅などのマイナスイメージのもので

ある。これらは，第三世界の後進イメージを

恒久化するものであり，第三世界側からは，

報道の規制を求める声も高まっている。しか

し先進国側は，依然として報道の自由を主張

しているため，両者は国連特別総会，ユネス

コなどで，対立をひき起こしている。ここで

再び我々は，情報先進国のとるべき政策につ

いて討論を行なったが，第三世界の複雑な民

族構成。言語構成。文盲率の高さなどを考え

合わせるにあたって，ます在す問題解決の難

しさに直面することとなった。我,々は，技術

発展を進めると同時に，その波に乗ることの

できない第三世界の存在に，もっと目を向け

るべきであろう。

StephenLankenauはwATTの分割0

についてレポートし，アメリカの情報政策に

ついて論じた。最近，民営化案，第二電電設

立法案などが出されてはいるものの，日本の

電電公社は現状では独占事業である。世

界の多くの国でも，通信事業は国か公社の

独占事業となっている。その中にあって，ア

メリカだけが，司法省からの2度にわたる独

占禁止法によって,ATTは分割され，自由

競争が生まれている。自由化によってよりよ

いサービスが得られるようになったというこ

とであるが，回線の保全やネットワークの点

で，独占体の方が更によいサービスができる

のではないかという意見もあり，討論となっ

た。彼の論文は，単にATTについて述べた

ものであったが，我々の討論はそこから日米

の電電比較に発展した。しかし，歴史も国土

の広さも政治形態も違う両国を一概に比較す

ることは，非常に危険であることをこの討論

から再認識させられた。

b・コミュニケーションの本質とは何か？

宮副美佐は，！'人間間のコミュニケーショ

ン''と題して，健常者と盲人とのコミュニケ

ーションを例に，人間と人間がコミュニケー

ションをはかるとは，どういうことであるか

について述べた。点訳サークルに属し，盲人

の友達を持つ彼女は，盲人とのコミュニケー

ションに一番大切なことは，同情や哀れみの

気持ちを捨て，特別扱いしないこと，そして

彼らを一人間として理解しようと努めること

だと言う。結局これは，いかなる人間とのコ

ミュニケーションにおいても言えることであ

り，コミュニケーションの原点でもある。彼

女はこの原点を，パーソナリティ，誠実，信

頼であると主張した。なお，この発表は，比

較文化分科会との合同分科会討論で，杉本な

おみによるw手話によるコミュニケーション'’

の発表と同時に行なわれた。ここでは，各々

の発表と共に，宮副は点字，杉本は手話のデ

モンストレーションを行なった。この合同分
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し一方で，高度な個人的情報や国家機密の保

持，政府の情報収集能力の低下等の予想され

る課題や，資金や人手の不足といった技術的

問題など，実施に至るまでに，まだ，様有な

問題をかかえている。既に国家レベルで比較

的スムーズな情報公開が実施されているアメ

リカの実際を知るとともに，今後，日本の情

報公開制度をどのように発展させていくべき

か，討論を行なった。

2．野外研修

日本，そしてアメリカでの我との研修先，

及びお世話になった方食は，次の通りである。

o東京

朝日新聞社；アサヒグラフ編集部，上田久

行氏の案内で社内見学，日本のジャーナリズ

ムの実情を現場記者の立場からお話ししてい

ただく。その後,W.W.P.のデータバンクを

訪問。

oワシントンuC.

ワシントン・ポスト；社内見学の後,P.R，

担当VirginiaRodriguez氏と会談。

アメリカ最大の地方紙としての同社の役割，

及び日米の新聞比較。通信記者の教育や女性

記者の立場などについても話し合う。

A・P.通信；ワシントン支局長のCharles

Lewis 氏 の案内で社内見学及び会談。

首都WbD．C．における同支局の重要性と機

能について。ハイテクノロジーが情報通信に

大きく活躍していることを強調。寸時休みな

く次々に送られてくる情報量の大きさには，

一同脱帽。

U.S.1．A．（合衆国情報局);

Stein氏の案内で局内のTVスタジオ，ミキ

シングルーム等見学。合衆国政府のTV局と

しての役割説明の後，国際市場担当のJohn

Deviney氏から実際の活動をJonathan

科会討論の最後に行なわれた，ノンパーバル

コミュニケーションのケームでは，我々が人

とコミュニケーションをはかる際，視聴覚，

言語，文化など様之な障害が生じることを実

際に体験した。

BethFrillmanは，Ⅱ国際コミュニケー

ション!!という論文の中で，文化を越えたコ

ミュニケーションの難しさを指摘した。彼女

は原因の第一を言語障壁，第二を文化的差異

であると述べた。討論は，国際コミュニケー

ションの中でも，日米間のコミュニケーショ

ンギャップ･に傾いてしまったきらいはあった

が，企業，政府のレベルだけではなく，身近

な例も出され，活発な話し合いがなされた。

例えばこの日米学生会議の企画・運営を行な

っている日米双方の実行委員会のような学生

のレベルでも，1年間に渡る準備期間におい

ては，意志決定過程にかなりの文化差があら

われるということが例示された。こうした話

し合いの結果，言語や文化の障壁を越えた相

互理解をはかるための機関としての日米学生

会議の重要性について確認することができた

のは，有意義であった。今後は，相互理解を

直接的な目的としない場面，例えば政治的交
0 0 ○ ○

渉やビジネスの世界などでも，両国が的確に

コミュニケートできるような体制を我々が作

り上げなければならないであろう。

c・コミュニケーションにまつわる既存の社

会問題

この分科会の最後に，国際法を専攻する西

澤淳は，これまでの6人とは違った側面から

問題を捉え，’'情報公開制度と民主主義'1と

題する論文を発表した。情報公開とは，真に

政府と国民のコミュニケーションである。行

政府をガラス張りにし，民主主義を促進させ

るためには，この制度が不可欠である。しか
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Silverman氏からはTV会議のシステムを

用いた同局の番組IWorldNetwについて

話を聞<｡TV局だけに,VTR等を用いた

素晴らしい講演だった。

NASAゴダート･宇宙センター;P．R.担当

の DarleneAhalt氏の案内で，通信衛

星のオペレーションセンター，コンピュータ

システム，宇宙博物館などを見学。

○二1．－ヨーク

コロンビア大学コンピュータサイエンス研

究所;MarkLerner氏, Monnett

Hanvey氏の案内で研究室を見学。新ソフト

開発中のコンピュータやコンピュータグラフ

イクスなどを見る。

NBC;ニュース部副部長TomWolzien

氏，ニュース報道局長JamesPlante氏

との会談。三大TV局の一つとしてNBCが

ニュース報道する際の立場，方針やジャーナ

リズムの諸問題などについて話し合う。

フジテレピニューヨーク支局；アナウンサ

ーとして働く，日米学生会議OBの中村洋

子氏，また企画担当のSusanNoble氏に

お会いし，社内見学。日本の本社とのかかわ

りや，ニューヨークでの番組製作などについ

て伺う。

一記念館や盲人図書館などを見学。盲人のた

めに開発されている様含なニューメディアに

ついても説明を受けた。雀た，有りし日のヘ

レンケラーを知るMargueriteLevine氏

にお会いし，熱のこもったお話で，この協力

の意義などを説明していただいた。

我々学生のため，お忙しい時間を割いて熱

心に話し合いに応じて下さった社会の方堂に

この場を借りて，深くお礼申し上げ在す。
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比 較 文 化

上智大学外国語学部イスパニァ語学科3年

下 川 優 子

日米学生会議という存在そのものが，一つ

の大規模な比較文化の試みだと考えられなく

もない。即ち経済問題，或いは教育等様,々な

問題について分科会，シンポジウムなどで日

米それぞれの意見をぶつけ合い，討論を進め

ていくのが，この会議の最も基本的な骨組で

ある。そこで問題にされるのはその意見の相

違一勿論一致ということもだが－である。

どうしてそのような意見の相違が生じるかの

背後には，それぞれの社会・経済構造の差異

は勿論のこと，歴史的。文化的風土の相違が

色濃く影響しているに相違ないのである。

昨年の「文化と芸術」に代わって新たに

「比較文化」分科会が生玄れた当初，私たち

はこの分科会の目的を，日米学生会議の総合

テーマでもある「相互理解(Mutualunder=

standing)」をも念頭に置き，上述の

ような差異を生じさせる相互の社会・文化を

探ることに設定した’・それぞれの特色・独自

性を見出すことで，より良く相手を理解する

手懸かりが得られるのではないかと考えたの

である。

社会・文化というかなり広範な分野を扱っ

ている以上，テーマを特定の分野に限るのは

困難であり，メンバーそれぞれの自発的選択

に任せた。但し，各々のテーマが両社会にお

けるケース・スタディであり，それらを通じ

て比較を行なうことは討論の際念頭に置いて

きたつもりである。

このようにして集まったテーマは以下のよ

うなものであった同

・日米における青少年の社会病理と家族関係

の文化的差異(CulturalDifferences

inFamilyAttitudesandSocipa-

thologiesofAdolescentsin

JapanandtheUnitedStates)

・日本の家の構造

(JapaneseFamilySystem)

・日本の社会

(JapaneseSociety)

・日米企業内での妻の役割

(JapaneseCorporateWives)

・日米の国民的アイデンティティー

(OntheNationalldentities

ofJapaneseandAmerican)

・国際手話によるコミュニケーションの可能

性

(Possibilitiesoflntercultural

FingerLanguageCommuication)

・日本の社会構造

(JapaneseSocialStructure)

・日米建築の比較

(AComparativeStudyonJapanese-

AmericanArchitectures)

以上のように，主として社会的側面から日

米を比較するというものが大部分であった。

その中でも建築と手話に関するものは，それ

ぞれの特色ばかりでなく，相万影響について，

即ち両社会のinteractionを取り扱ったも

のとして興味深かった。
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会議が始玄ったウイリアムズバーグでは主

に論文の討論を行ない，ワシントンD.C.,

ニューヨークと都市部に移動するに連れ，野

外研修を多数行なった。また，随時「コミュニ

ケーション」，「少数派問題」，「現代社会

と人間形成」との合同分科会討論．研修を行

なって討論に別の視点を取り入れるようにし

た。

メンバー8人のうち7人は日本人ないし日

系米人という状況からして討論の内容も自ず

から日本の文化及び社会が中心とならざるを

得なかったが，日本と米国の接点である「日

系社会」に話が多く及んだことは他方で収穫

であった。私たち日本人の側での誤解も，彼

らと直接話し合うことで多少なりとも解けて

いった主うに思う。

を訪れた。ここはアメリカのみならず，数多

くのヨーロッパ絵画を所蔵しており，これら

全てを見るには，あまりにも時間が短過き『

たのが残念である。数多くの展示作品の中で

も特に興味深かったのは，東洋のヨーロッパ

絵画に与えた影響である。これら一連の作品

群は当時の人,々が初めて異質な文化に接した

時の驚きと感動を如実に表していた。

美術作品のみならず建造物そのものをも芸

術作品と呼びたいスミソニアンは，アメリカ

の文化政策に傾ける力の大きさを窺わせ，こ

の意味での私たちの驚きも大きいものであっ

た。

2)AfricanHeritageCenter

Gallery

米国における数多くのethnicに対する視

点を養うために訪れたこの団体で，私たちは

主宰者のⅣLlvinDeal氏に会った。彼はワ

シントンの一角のピルにアフリカ舞踊のスタ

ジオを構え，午後になると通って来る学生た

ちに伝統舞踊を指導している。私たちは彼の

スタジオを見学させて頂いた後に，学生たち

とのディスカッションをし，最後に伝統舞踊

を実際に見学させて頂いた。

1．野外研修

1)NationalGalleryofArt

(Smithonianlnstitution)

スミソニァンは封荷作品の巨大な宝庫であ

る。芸術作品を通じての異文化理解を図るた

め，私たちは数ある美術館の中から代表的な

建物であるNationalGalleryofArt
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Deal氏が目標としているのは，舞踊教育

を通じてここに通って来る黒人学生たちに，

文化的アイデンティティーを与えることだと

いう。奴隷としてアメリカ大陸に連れて来ら

れた歴史を持ち，自らの存在に誇りを抱けな

くなった黒人たちに本来の文化を受け継がせ，

自己尊重心を持たせようというのが彼の狙い

である。であるから，彼のスタジオは単なる

教習所ではなく，「心」を伝える教育機関で

もあるのだ。そこの学生をも交えたディスカ

ッションを通じて私たちはDeal氏の試みを

目の当たりにすることができた。いかに彼ら

が自分自身に誇りを抱き，アイデンティティ

ーを確立しているかが言葉から，そしてまた

舞踊からも窺われた。 のみならず，同じく

大切なのは，このことが，他者の尊重，或い

は他文化への理解と密接な関わりを持つとい

うことである。まず第一に自身の文化に対す

るしっかりとした認識が自己確立，文化交流

にとって不可欠であることを改めて認識させ

られた次第である。

学生が披露してくれたアフリカ舞踊はたい

へんエネルギッシュですばらしいものであっ

た．

3）次に私たちは「少数派問題」分科会

と共に内務省インディアン局(BIA)の

Thomas⑨【endine氏をお訪ねする機会を

得た。氏はインディアンの血を引いておられ，

かって空軍で活躍された方でもある。

氏は私たちに政府のインディアン政策につ

いて語られ，現在のところ各部族とBIAH

には良好な関係が結ばれているとおっしゃっ

た。部族内での自治も，参政権も認められて

いると聞き，ある程度その話にはうなずけた。

それでも，一方で保留地を抜け出して都市に

流出し，職もないインディアンが少なくない

という事実には考えさせられざるを得なかっ

た。

お話の後で，同省内にあるインディアン文

化展示室を，ごく短い時間ではあったが，の

ぞかせて頂けたのは，私たちにとっては良い

経験となった。

4）ニューヨークでの最初の野外研修は，

「現代社会と人間形成」，「少数派問題」分

科会と共に行なったテーブル・フォーラムで

ある。「少数派教育」というテーマのもとに，

午前中私たちは公立学校のサマー・フ・ログラ

ムと，心身障害者施設の二手に分かれて参加

した。

私自身は公立学校の方に参加したのだが，

これは長い休みを利用して行なう補習校で，

普段の学校経営とは全く別に行なわれている。

方々から集まった教師と生徒が夏の間だけ生

活を共にするのである。

校内を案内して下さった教頭先生のお話で

は，様々なエスニック・グループ出身の生徒

のために，英語以外に可能な限りその言語で

教育が受けられるようにしているのだそうだ

が，ニューヨークのような都会ではあまりに

も多様なため，なかなか実現しないのだそう

である。ここに，それぞれのエスニックを打

ち消さないアメリカの少数派教育の一端が伺

われた。また，一方で教師のなり手がいない等

のアメリカ教育界の深刻な問題も覗くことが

できた。

5） ジャパン・ソサエティー

NaomiUyemuraの論文に関連して私た

ちはジャパン・ソサエティーに日本企業の社

員の妻たちとの会合を持つことができた。彼

女たちは1年から10数年にも及ぶ期間の滞在

者である。ニューヨークでの生活に慣れるま

での心の変遷など，日本人の海外適応の面か
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2．討 論

1） 日本社会

松浦一樹は彼の論文NJapanese

Society''において，日本社会に対する概

観を行なった。彼はRobertC・Christo-

pherによるI1TheJapaneseMind''に

記された日本に関する考察を，社会学専攻の

一学生として再検討を行なっている。彼は一

般的に外国人によって指摘される日本人以外

の者への排外的態度を「日本種族」特有のも

のとする著者に反論を試みている。これは特

別日本人にだけ認められる特徴ではなく，グ

ループを形成する民族に関しては普遍的であ

り，ただ単一社会を形成する日本において比

較的目立っているとした。他にも「迷信」の

如く信じられている日本社会に関する記述を

取り上げ，討論の最初を飾るものとして概観

的な視点を提供した。

2） 日米手話コミュニケーション

コミュニケーション分科会と合同で杉本なお

みによるf!Possibilitiesoflnter-

culturalFingerLanguageComnuni-

cationⅡが取り扱われた。コミュニケーショ

ン側では点字を取扱っており，いわゆるNon-

VerbalCormlunicationに焦点が当てら

れた。彼女は日米の手話表現の差からそれぞ

れの文化的背景を探り，最終的にはmimesis

（凝態語） による国際的コミュニケーショ

ンについて論じている。最後に，興味深い実

験が試みられた。二つのグループに分かれて

列になり，最後尾の人にゼスチュアで紙に書か

れたことを伝達しようとするものだが，日本

人，アメリカ人に分かれた時，二グループ．の

差がはっきり現れたのは，とても面白いこと

であった。

らはたいへん興味深いお話を伺うことができ

た。

6）コロンビア大学医学部小児精神科

「現代社会と人間形成」分科会と共にコロ

ンビア大学医学部ではP・Trautman先生

にお話を伺った。田村毅の論文と関連し

た分野の研修であったが，ビデオを併用した

自閉症例の説明と共に，親と離れた時の子供

の反応を収めたものを見せて頂いた。この実

験では，普段の親子関係が如実に反映される

のだが，アメリカ現代社会の共働き，貧困な

どの要素が背後に伺われた。時間的に，或い

は精神的に子供にかまう余裕のない親の子供

は，そうでない子供たちと反応のしかたが明

白に異なる。日本との比較はこの場ではあ室

りできなかったが，親子関係の背後にあるア

メリカ社会への視点，という意味で有意義で

あったと思う。

7)TokunagaDanceKo.

mnikoとYasukoは日系米人の姉妹であ

り，和洋折衷した舞踊を披露し，生徒たちを

指導してきた。彼女らの演技をビデオで見せ

ていただいた。彼女たちの踊りの基本にある

のは日本的なⅡ気'1の精神であり，人間の生

きる精神そのものである，と言う。このよう

な日本的背景に基づいた彼女たちは，勿論日

本文化を西洋に伝える重要な架橋でもあり，

日米文化コミュニケーションの第一線に立つ

人女だと呼ぶことが可能であろう。「動きの

静かな日本舞踊をどうやってアメリカ人に理

解させるか」に始まる多くの問題に対して，

一貫したロ気ロの精神で向かっていく彼女た

ちはたいへんたのもしく思われるのである。

－33－



3） 日本の家族

MasakoNakamuraとReneeCoker

の二人がこのテーマに取り組んだ。彼女たちは

日本の家族の軸として家父長制，年長者に対

する尊厳，等を挙げた。が，やはり二人の論

文に共通していたのは，夫と妻は近年変化は

みられるものの，依然として伝統的性役割

に忠実であるということである。このことか

ら討論は男女問題に大きく発展していった。

これは後々をでも尾を引いた。もう一つ日本

の家族の特色として挙げられたものは，親子

の縦の結びつきの強さである。米国において

夫一妻の関係が強いのとは異なり，日本では

母一子関係が軸になっているということであ

る。しかし，社会が急速に変化すると同様に

家族関係も変わりつつあり，いわゆる典型的

な家庭像をとらえることは難しいとの感想を

抱いた次第である。

4）アイデンティティー

下川優子のペーパーでは日本人，アメリカ

人及び日系アメリカ人それぞれのアイデンテ

ィティーの所在について論じている。何故自

分をそのようにidentifyするかの理由を

幾つかあげたが，特に米国側から反論があり

対アメリカ人，及び日系米人観を改めさせら

れた。特に日本人の対日系米人観には偏見が

含まれがちなので，留意すべき点だと思う。

5)CorporateWives

NaomiUyemuraは，日米企業における

社員の妻の役割の差に焦点を当てている。日

本人妻は米国人妻のように夫の仕事に関与す

ることはなく，家庭を維持することにのみ，

力を注いでいる場合が多いという。ここで再

び男女問題の論争が巻き起こったが，賛否に

関してはそれぞれの価値観に任せることとし

た。

6） 日米建築

JonTanakaはスライト・上映による日米

建築比較を行なった。日本の伝統建築におけ

る空間の利用方法がいかにアメリカの建築家

によって取り入れられているか，具体的な例

を示して説明してくれた。つい一方向に傾き

がちな討論に別の方向性を与えてくれたのは

幸いしたと思う。

7）社会病理にみる日米家族比較

田村毅は，日本における「家庭内暴力」と

米国におけるIIChildAbuse''を通して，

それぞれの家族の姿について考察を行なった。

事前にJASCメンバー及びその家族・友人

を対象にアンケート調査を行ない，データを

提供した。このような両国の社会現象の差は，

両社会の人間関係の差-independence

とinterdependenceに基づき，それが育

児法にも色濃く影響している。米国の母親は

日本よりも外罰的であり，子供は被害者にな

りやすい。それに対し，日本の子供は，親か

ら完全に乳離れしていない場合，思春期に達

した時に葛藤を経験し，自分のエゴの一部分

である親に対して復讐するという。後日，ア

ンケートのデータを基に我々自身で文化差に

ついて考察したのは，興味深かった。

彼は現役の精神科医として活躍しているだ

けあって，論文も非常に専門的に掘り下げて

あり，暴力問題という非常に特異な分野から

日米両社会を見ることができたのは，とても

有意義であったと思う。

3．感 想

以上，会議内容を振り返ってみたが，今こ

れを読み返してみて，実に多様な，盛り沢山

な内容だったと思う。一つ一つの野外研修，

討論がそれだけでも何日間もかけても良さそ
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れは，即ち，私たちが相手を知ろうとの努力

のうちに必ず我,々自身の社会・文化と直面せ

ざるを得なくなることを指す。相手を理解す

るためには，まず己れを知ることが先決であ

る。そんなことは当たり前, と思うかもしれ

ないが，その当然なことが意外と当然でない

ような気がするのである。例えば，私たち若

者が日本の伝統文化から遠ざかっているが，

自国文化を知らずして，どうして他国のそれ

が語れようか。同様なことは国際関係の部分

についても言えると思う。国際人たらんとす

る我,々にとって11feedbackⅡは実は

uIbasicⅡなのである。そしてこのIIbasicI!

をいかに柔軟に駆使するかで，相互理解も様

,々な段階に分かれるのかもしれない。

うなものなのに，極く短い時間しか与えられ

なかったのは実に残念なことではある。しか

し，冒頭にも述べた通り。様々な視点を提供

したという点では成功したと考えている。

過去において繰り返し言われていることで

はあるが，この種の分科会は，本来の性質か

らして白熱した討論は生まれにくい等の理由

から，しばしば存在意義を問われる。確かに

問題が私たち自身の背景や心理にも関わって

くる以上，はっきりした結論は出しにくい。

が，逆にこれは分科会としての柔軟性である

と考えられもするのである。

一夏，私たちは相互理解の実験を試みた訳

だったが，ここに「文化のfeedback効果」

ともいうべきものを体験したと言えよう。そ

現代社会と人間形成

上智大学外国語学部ロシア語学科3年

緒 車 奈穂子

Educationという語には広く「人間形成」

的な要素が含まれるが，教育という語の意味

するところはしばしば，「学校教育」のみに

限定されてしまう。英語名はEducation&

Societyであるこの分科会の日本語名が『

現代社会と人間形成』となっているのは，そ

んな理由からである。我々が生きる現代のこ

の社会と，人間形成との関連一人間形成の

為の社会の条件は何か－について考え，広

い視点を持って人間を見つめたい，というの

が，我食がこの分科会で望んだことであった。

5月初めの全体合宿に始在り，本会議閉会

をもって一応終了となるJASCだが，我々

『現代社会と人間形成』分科会（略して『現

社』分科会）は，これら一連のフ・ロセスを3

つに分けて考えた。本会議開始までの準備期

間，本会議，帰国後の総括，の3区分である。

本会議に臨むまでの準備が重要なのはもちろ

んだが，会議の成果，ひいてはJASC全

体の意義を考える上でも何らかの玄とめが必

要であろうと考え，敢えて会議終了後の活動

を決めたのである。

準備期間には，本会議の討論や野外研修の

下準備をするのではなく，『現代社会と人間

形成』分科会の者として知っておくべきこと

を知り，考えておくべきことを考えておこう

ということになった。これはコーディネータ

ーからの発案であったが，今思えば知識の準
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備ではなく（無論，結果的に知識も多量に詰

めこむことにはなったが），姿勢の準備が出

来たようで，大変有効であったと思う。

その準備期間では，「6月合宿」がメイン

となった。5月の全体合宿で，「人間形成」

の視点から人間の一生－その発生から死ま

で－を見つめてそこに関わってくる様々な

問題をできる限り広く洗ってみることを決定，

「幼児期｣，「青少年期｣，「中年期｣，「老年期」

と分担し，各自勉強して6月合宿でその結果

を発表し合うことにした。また現在，社会で大

きく取り上げられている「臨教審」について

と世界各国の教育事情についても，分担を決

めて調べておくこととなった。

少し長くなるが，その6月合宿での発表の

内容を簡単に列記しておこうと思う。

。「アメリカ・ソ連の教育制度」（緒車）

米ソの学校制度，教育行政，教育改革の

動向等について。

教育心理学専攻の我らがコーディネーター

によって，この他にも教育に関する全般的な

発表があった。又，2時間余りに渡って我々

におつきあい下さり，貴重なお話をして下さ

った東京大学の堀尾輝久先生に改めて感謝の

意を表したい。

6月合宿の後は，各自,論如作成にあたり，

また，アメリカで(理予外研修に備えて，浜松の老

人ホーム「もくせいの里」，静岡県立西部養

護学校．浜松療護園，聖隷ホスピスの訪問，

聖隷三方原病院の伊藤邦幸先生，聖隷学園高

等学校の溝口正先生とのディスカッション等

を行なった。

。「幼児期」（小川）

受精（何と人間形成はここから始まる），

胎児の発達，就学前段階をでの子供の発

達について。

o「青少年期」（馬籠）

この時期の精神病理（思春期やせ症，ス

テューデント°アパシーなど）について

と，家庭・学校“地域社会としつけ，親

子関係等について。

。「成人初期。壮年期」（山地）

この時期の発達課題と精神病理。結婚，

職業。更年期の女性の心理について。

。「老年期」（緒車）

老人の経済的。精神的欲求とその充足に

ついて。年金制度，雇用問題，老人ホー

ム，生涯教育等について。

。「国家と教育」（山地）

「臨教審」の現在状況．日本に於ける教

育改革論議の歴史について。

さて本会議の報告に移ろう。

『現社』分科会の主なメニューは，各自の

論文をもとにした討論，7カ所の野外研修，

それに2つの合同分科会であった。

1．論文発表

『自己効力感』（山地 弘起）

自己効力感とは，自分の周囲の人々や環境

と積極的で生き生きとした交流を持ち，かつ

自分の努力次第で周囲の状況に効果的な変化

を起こすことができるという自信と洞察とを

持っている時の感覚をいう。昨今の教育改革

論議に「学ぶ側」の視点が欠けていることを

省み，今日の認知心理学の成果を踏まえなが

ら，自己効力感の育成に役立つ具体策が家庭

教育･学校教育の中で提示された。さらに，

日米の文化差や政治的社会化の問題にまで議

論は及んだ。（山地）

『大脳の機能分化と言語の正字法との関係』

(KeiNakamura)
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一人の賛同者も得なかった。

なお，以上3つの論文は，『男女の役割』

分科会で発表された。詳しい論議の内容は後

述する。

『教育のもう1つの側面一ケース・スタ

ディとして見たフィリピン社会』（馬籠久

美子）

教育と一口に言っても先進国と途上国とい

う視点から見る時それは全く異なる問題を抱

えている事実に気づく。非行。暴力・性問題

が蔓延し教育の荒廃が叫ばれる一方で，識字

率と初等教育の向上を最大の目標とする国が

多くある。教育は広く社会的・政治的。経済

的事情と相関関係にあり，制度としての教育

は国情を反映する。この論文はフィリピンを

ケースとして広義の教育問題をレポートした。

（馬調

『社会階層と教育一日本とアメリカ』

(DavidGross)

アメリカ社会に於いて，人種の違いに基づ

く階級社会とそれぞれの多様な文化は教育問

題の決定的要因となる。黒人やヒスパニック

には，白人と比べて，きちんとした教育を行

なえる社会的条件が備わっていない。彼らの

文化的背景は教育に於ける平等を形骸化し，

結局同じ社会階層の中で世代交代していかざ

るを得ない状況を生んでいる。このような報

告をした後Davidは，ヘット・・スタート・

う°ログラムという，黒人やヒスパニックの子

供たちの為の就学前教育を紹介した｡また,盛

んに日本の事情との比較を行ない彼の日本に

対する知識の豊富さと好奇心の旺盛さとに，

我肯はしばしば圧倒された。（馬篭）

2．野外研修

「連邦教育省」（8／1）

最初の野外研修として，ワシントン，．C.

論文は，生理心理の視点から，言語の正字

法の違いによって大脳が異なる機能分化のあ

り方を示す，ということを扱ったものであっ

た。がその内容が非常に専門的であった為，

討論は一般的な外国語教育・バイリンガル教

育について行なわれた。バイリンガルである

Kei自身の体験談や，日本での英語教育，米

国での日本語教育について様々な議論が交わ

された。（山地）

『人格形成第一段階としての幼児教育』

（小川 栄子）

教育の目的を人間形成とみる場合，男女の

性差というものは決定的に教育に影響してい

る。この性差の根本を明らかにし，そのある

べき姿を幼年期における生物学的，社会学的

側面から考えるのが，この論文の主眼であっ

た。（小川）

『性差のない教育をめざして』(Iqle

Koehler)

我々が女性，男性いずれかの性を持って生

まれることは変えることのできない事実であ

る。しかし教育に於いて，その性差により，

子供の可能性をつぶすことは大変危険であり

教育に於ける可能性は個人の才能に基づいて

与えられるべきである。このエうな主張に基

づき具体的には，性別不明の単語をheで置

き換えることの，子供に与える影響の重大さ

を指摘するなどし，大いに議論を呼んだ｡('｣､川）

『女子教育』（緒車 奈穂子）

日本の高等学校に於ける女子のみ家庭科必

修に反対し，さらに高校段階での家庭科教育

のあり方を見直すことの必要性を主張，その

具体的方向を途､くた。また第二点として，現代

社会に於ける女子高校の存在意義を問い，自

分自身の体験からも女子高校は必要である，

と主張した。これは物議をかもした末，結局
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で連邦教育省を訪ねた。国際教育担当のDoon

Jr.氏より，米国の教育制度を概説していた

だき，次いで外国研究。外国語教育の現状を

紹介していただいた。その後質疑応答に移り，

様点な視点から米国の教育問題に触れたが，

特に，氏がレーガン政権の教育政策に悲観的

であったことは印象に残った。（山地）

「シートン小学校」（8／1）

ヘッド．スタート。プログラムを実際に行

なっている同校を訪問。教室で，子供達が使

っている小さな椅子にすわってお話を伺った

が，壁や黒板の掲示物を見渡して，教室内の

風景というのは，どの国でも変わらないもの

なのだ，と実感した。また，具体的にヘット･・

スタート．プログラムではどんなことを教え

ているのか，という質問に，いわゆる学科の

勉強をするのではなく基本的な日常生活のル

ールを身につけさせているとの回答を得，モ

ザイク国家アメリカの教育の現実を見せつけ

られたような気がした。

「ワシントン。アーヴイング高校」（8／7）

合同分科会研修の一環として，ニューヨー

クの街中にある公立高校を訪ねた。普段は国

内でも珍しい優秀な女子高校ということだが

訪れた時はサマースクールの最中であった。

9年生から12年生童での約3，500人が通

って来ているということだったが，警官が校

舎の入口に立って睨みをきかせているのや，

割れないガラスのついたドアや落書きひとつ

ない妙にきれいな壁を見ると，異様な緊張を

感ぜざるを得なかった。（山地）

「コロンビア大学病院」（8／10）

『比較文化」分科会と共に，児童臨床の専

門家であるTrautman博士を訪ねた。乳児

の行動パタンとその母子関係との関わりを調

べた実験を紹介していただき，日本での追試

と比較して文化差を明らかにしていただいた。

また，不適応を示す子供、の対処の仕方につい

ても説明していただいた。さらに，家庭内暴

力について，米国では親から子供へ，をた夫

から妻への暴力が問題となっており，日本の

ように子供が親に暴力を振るうというケース

は知らない，と言われたことも，文化差を浮

彫りにし，印象的であった。（山地）

「ユネスコ」（8／10）

私達がユネスコを訪れたのは，ちょうど米

合衆国のユネスコ脱退に関する合意が，ユネ

スコ内で得られた頃で，我女の討論もそのこ

とを中心に進んだ。ユネスコは識字率向上，

科学技術協力，自然保護，歴史的遺産保存，

新世界情報秩序等のプロジェクトを行なって

いるが，近年東西の対立が問題になってきて

おり，米国民世論は，会計面での赤字と声明

文の内容を反映してか過半数が脱退支持であ

ったということだった。国連へ全体研修に行

った後のことでもあり，改めて，国際機関の

果たすべき役割と今後について，考えさせら

れた。（馬籠）

「吉川裕子氏との座談会」（8／14）

プリンストンの日本人学校に教師として勤

務するかたわら，『孤独なアメリカ人』，

『アメリカン・ウーマン』を書かれた吉川裕

子氏をお招きし，日本人学校の実情を伺った。

全日制と，地元の学校へ行きながら通う週一

回クラスとがあるが，抵抗を感じながら通っ

て来る子供も多く，長期滞在になると，日本

人かアメリカ人かのアイデンティティーに悩む

生徒も少なくない，ということであった。日

本側で帰国子女の受け入れ体制を強化改善し

て，子供達が自然に日本に戻って行ける特別

な学校を増設してほしいと語っていらした。

（馬寵）
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この他に，

･AcademicEnriclnnentCenter

（私立の幼稚園）（8／3ワシントン，．C、

にて）

・フラワー病院（8／7ニューヨークにて）

・フ・エルトリコ研究センター（〃 〃）

・ユニセフ（8／10ニューヨークにて）

を訪れた。

3．合同分科会

『男女の役割』分科会と，丸一日を費やし，

合同討論を行なった。午前中は論文の発表，

午後はそれを踏玄えて自由に意見交換をした。

『現社』分科会からは,IWle,小川，緒車

の3人が論文発表をし，『男女』分科会から

も2つの論文が発表されたが，主な論点は，

日米両社会に於ける男女の役割の比較に基づ

く，「男らしさ」「女らしさ」に対する認識

の再考，そこから派生して幼児期のしつけの

あり方，制度としての女子教育，女子高存在

価値の有無，性教育について，などであった。

Iqrle,小川はじめ何人かが共通して主張

したこととして,non-sexistという考え

方がある。性別による生理的分業や役割を

SexRoleと言い，社会や文化によって，か

くあるべきと規定された役割をGender

Roleと言う。例えば前者は出産で，後者は

子育てである。彼らは,GenderRoleは

飽くまでも社会の産物であり本能では左いか

ら，幼児期の教育による，役割の「植えつけ」

は排除すべきだ，と主張したが，社会規範と

異なる考え方を身につけた子供は後悔するの

ではないか，という声もあった。

全体的に「話し合い」で終わってしまった

という気もするが，アメリカ側参加者の一人

は，普段日本人とは話せない社会的タブーの

部分を，個人の体験談を通して知ることがで

き，自分の日本理解を広げた，と評価してい

た。（馬籠）

もう1つの合同分科会は，『比較文化』，

『法と倫理』，『少数派問題』の分科会と共

に，4カ所への野外研修というかたちで行な

われた。午前中2カ所，午後2カ所へ，各自

が自分の分科会に関係なく，興味ある場所を

訪問したのだが，いつもとは違う顔ぶれで討

論することができ，その意味でもよい企画で

あった。
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会議の総括に触れる余裕がなくなってしま

ったが，実を言うと，考えていたほど十分な

総括はできなかったのである。すでに日本で

勉強中のDaveを交え，半日を費やして分科会

・会議全体の反省会をしたのは，大変有意義

であったが，アメリカでの研修の成果を踏ま

えて，日本の教育改革に何らかの提言をした

いと考えていた我禽の計画は，残念ながら実

現しなかった。

環境・資源・エネルギー

国際基督教大学教養学部3年

大 橋 由 佳

ない。2）安全性が高く汚染を起こさない。

3）無限に使える。しかしこの3点を備えて

いるものは現時点ではない。この3条件のう

ち第2点だけは最低満たすことが新エネルギ

ーとして必要である。ここでは太陽エネルギ

ー，核融合エネルギーをとり上げる。

太陽エネルギーは無限に使え，安全性も高

い。問題点は太陽光線を吸収し，熱として貯

蔵し，他のエネルギーへ変換する過程に，技

術的，金銭的困難があることである。都市で

は現在の太陽エネルギー設備は費用面で適応

しないが，離島などでは従来の電気設備を設

置するより太陽発電の方が便利であろう。

核融合は日米間で共同研究が行なわれてお

り，今後期待できる分野である。原理は2分

子間の衝突による質量欠損からエネルギーを

得るもので公害面では問題はないとされてい

る。しかし日本では放射能アレルギーがある

ため，住民の理解を得るのは難しいであろう。

エネルギー危機については，非常事態に陥

るまでに対策を講じる必要がある。私は経済

的に燃料使用量を調節する，つまり燃料価格

の上下により需要の極端な上昇を避けるべき

だと考える。これには政治が大きく関係して

この分科会では環境，資源，エネルギーの

3つの相関したテーマを取り上げたため，各

人の論文や野外研修も広範囲にわたり，全体

として特にまとまった視点を定めたり，ある

合意に達するということはできなかった。し

かし各,々の興味に基づいての論文発表は互い

の視野を広めるのに役立った。また訪問先で

も現状の解説，問題点などを提起され，この

膨大かつ重要なテーマを考えていく上で，今

後役立つと思う。

分科会討論

「NewEnergyDevelopment｣(新エネ

ルギー開発） 横山和重

近年エネルギー危機が叫ばれている中，我

とは数々の新エネルギーに出会い，魅了され

ているが，実際それらは環境問題を起こさな

い安全なものであろうか。人間もエコシステ

ムの一部であり，我,との身勝手で地球を汚し

てはならない。今後必要とされるのはどのよ

うなエネルギーであるかを表すのが私のテー

マである。

結論を先に述べると，次の3条件を満たす

エネルギー源が望まれる。1）費用がかから
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玄た水質汚濁についても，我左の関与して

いる部分は大きい。琵琶湖の富栄養化問題で

は，家庭で使う合成洗剤も大きな原因となっ

ている。滋賀県では条例により合成洗剤の使

用を規制したが，これによって富栄養化の進

行が弱まっている。をたシカゴ市での市と洗

剤メーカーとの裁判の変遷と，それに伴う下

水処理場排出水のリン濃度の関係をグラフで

提示し，行政規制が水質の防止にある程度有

効であることを証明した。

水に関する問題は産業や農業だけから生ず

るものではなく，我々の日常生活も大きく関

係してくるため，各自がその深刻さをもっと

自覚すべきである。

「TheChallengeofSustainable

Resource-UseintheTropicsand

Subtropics｣(熱帯・亜熱帯における生

活資源の利用への提言）

MalcolmRandyMayfield

彼は幼い頃，イント・で過ごしていたせいか，

第三世界に対する認識が人並み以上優れてい

るように思われた。ペーパーも第三世界（彼

はこれを''南'1，’'熱帯・亜熱帯地域Ⅱと呼

ぶが）問題に的を絞ったものである。

最初の数節をかけて「現状がどうなってい

るのか」を的確に述べた後，「解決法にどの

ような､のが考えられるか」に対して，説得

力があり，対をなす方法を2つ述べている。

1つはパイオガスであり，いを1つはルーフ

ィーナと呼ばれる植物である。

数年来ソフトパスエネルギーとして，バイ

オガス自体が取り上げられていて，論文のテ

ーマとされているのは既に知っていたが，彼

はバイオガスの秀でている点のみならず，温

度，利用可能水量等の問題点，中国とイントﾞ

での技術進行状況について教えてくれた。

くる。米国はエネルギー問題に関して中立の

立場をとるよう努めており，他国の理解が示

されるべきであると考えられる。

「TheCurrentStatusoflnter-

nationalDeepSeabedMining」

（公海下の海底資源発掘の現状）

JaquelineSullivan

海底鉱物資源に関して様々な角度からの分

析を行なった。左ず推定資源量，またその重

要性を米国鉱物資源の保有量・輸入率などの

数値を用いて説明した。次に公海下にある鉱

物資源の発掘について様々な問題点を提起し

た。まず所有権は誰が持つか。発掘にかかる

莫大なコストと発掘による利益は引きあうの

か。また独自の発掘は財政的負担が大きいが

協同で行なうにはどうするか。発掘は生態系

を破壊しないか，現在では技術が不十分であ

るため発掘は危険度が高い。国際法の不備，

海洋法の調印をめく．る政治的争いをどうする

か。などである。また日本との関わりについ

ては，発掘技術の開発は進んでいるし，海洋

法にも調印しているが，米国の協力を得られ

ない限り，実際の発掘は困難であろう｡(大

橋）

n"aterandOurDailyLiveS」

（水と我々の生活） 大橋由佳

我,々の生活は水と密接な関係をもっている

が，水資源量や1人1日あたりの使用量はど

の程度かを数値によって示した。日本では水

はただであるという意識があるが，実際には

水不足や水質汚濁などの問題を抱えている。

水不足については水使用の生活体系を変え

ること，水の再利用，個人レベルでの雨水の

利用促進などによって解消できる部分がある。

日米では生活様式が異なるため，節水の進め

方については討論を行なうことができた。
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ルーフィーナについては，大量の窒素を固

定できること，成長が早く悪生育条件下でも

育つことなどをあげて，食糧問題を解決でき

る理想的植物種として紹介してくれた。

最後に途卜国指導者の思慮を要望して論文

を終えた。（木ノ上）

「ForaBetterFutureLifeof

UmanBeings｣(人類の主りよい生活の

ために） 木ノ上高章

環境。資源。エネルギーの問題を発展途上

国問題と地球の気候（地球規模の人間環境）

との相互関係という形でとらえ，解決方向を

探ってみたい。

プリミティブな形態の一次産業は（人災を

除けば）技術を導入した形態の一次産業より

も（商業的損害は別として）より，人命に直

接的に気象異変の影響を受けると思われる。

気象異変の原因が産業活動とすれば，それは

国際的協調を窮極の目的に据えて積極的に進

めていかなければならない。環境基準の南北

格差（北に厳格）を見ても，認識が十分だと

はいい難い。

気象異変の根本的原因，異変の地球物理的

生因を知るまでに人間の知恵（科学）は達し

ていない。一方科学技術の発展によって，天

気予報的中率も上がり，またエネルギー産出

のコストタ．ウンも行なわれているのも事実で

ある。

環境問題，及び基本的ニーズと連関した

よりよい途上国援助と，為政者に科学の基礎

研究に対する正しい認識をもってもらうため

の世論を形成するであろうマス。メディアの

啓蒙的効用，つ左り人左が!'人類の地球的規

模の生存''ということを深く認識することが

不可欠である。

合同分科会討論

o国際経済分科会と共に

この合同分科会では石油政策について経済的

側面，資源。環境的側面，日本と石油産出国

との関係などについて話し合いを進めた。ま

ず石油産出の歴史，現在の石油供給，日米の

石油消費量，石油価格の推移等について資料

をもとに説明をうけた。

討論に移ってからは，始めに日米のエネル

ギー資源についての意見交換，日本では石油

依存率が高いが，米国は天然ガス他のエネル

､ギーも所有しているため，エネルギー危機の

意識は日本ほどではない。日本は石油の99.8妬

を輸入に頼り，そのうち70妬が中東からき

ているため，イ・イ戦争が深刻化すると経済

的ダメージをうける。しかし米国では中東か

らの輸入は3筋にすぎず．イ。イ戦争のなり

ゆきに対しさほど深刻ではない。日本がイ・

イ戦争について仲介する必要があるかどうか

に関しては，米国がイランと交流がないのに

対し，日本は両国と交流をもつため，紛争解

決へ何らかの役割りを果たせるのではとの提

示に終わった。日本が中東からの石油供給を

断たれた場合，報復措置をとりうるか，につ

いては，石油なしには産業が成立しない，ま

た他地域からの供給の増加も望めないという

日本の現状から，日本の立場の弱さが指摘さ

れた。討論に対する全体のまとめ，解決の方

向注では導けなかった。（大橋）

野外研修

☆DepartmentofEnergy(エネルギー省）

エネルギーに於ける日米関係に重点をおき

議論を進めていった。最初に核分裂，核融合

特に前者について核エネルギー担当の方から

説明があった。米国の核燃料の輸出の50妬

は日本向けであり，米国には日本の原子力需
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要は魅力的市場であろう。日米の企業協力，

核融合の研究での協力も活発である。

次に他のエネルギー資源（石油，石炭,L

NG等）に於ける日米及び国際情勢について

説明をうけ，質疑応答を行なった。日本はエ

ネルギー源の多様化と共に石油等輸入先の分

散化が最大の懸案であり，アラスカのLNG

の経済性分析．米の船舶会社の反対，中国の

石炭開拓，中東情勢などについて討論を行な

った。

IEAに於ける緊急原油割当制度の説明で，

政府，民間の備蓄とその放出の際の国際石油

資本の占める位置を興味深く拝聴した。エネ

ルギーそれ自体，日本にとって他国よりは重

要な安保ファクターではあるが，日本側の危

機感は概してアメリカ程ではないように思え

た。（木ノ上）

☆EnvironmentalProtection

Agency(環境保護局）

EPAは1970年にニクソン政権下に幾

つかの機関が統合されてできたもので，1976

年には新立法下で権限が強化された。EPA

では水，大気，土壌等の汚染防止や規制の制

定を行なっている。以下質疑応答の模様を記

す。

一日本の輸入食糧における農薬使用の現状は

不明であるが，何らかの規制を行なっている

か。

農薬の安全規制はFood&DrugAdmin-

istrationの管轄であるが,EPAも協力

している。EPAで規制をするよりは世界レ

ベルで安全基準を設けたほうがよいのではな

いか｡

-EPAと州・都市単位の公害規制における

上下関係はどうか◎

EPAは全国レベルでの基準設定を行なう。

水質基準などは米国ではおおむねよく，

CleanWaterAct,DrinkingWater

Actなどが行なわれている。各州では大気

と水に関するフ・ログラムがなされている。

一市民の声はどのように吸収するのか。

InternalProcessとExternal

Processに分かれている。前者は規制の必

然性，内容に対し，アンケート等で意見を求

め，結果を公表し，規制内容に反映させるも

の，後者は公聴会による討論への直接参加と

いう形で行なわれる。

その他の質問については割愛する。（大橋）

☆プリンストン大学プラズマ物理研究所

まず所内のTokamakFusionTest

ReactorとThePrincetonLarge

Torus,核融合炉に指令を送るオペレータ

ー室を見学した。案内して下さった吉川教授

は，核融合によるエネルギー供給が全く理想

的とは思わないが，次世代以降の為にエネル

ギー面で何かを行なわればという危機感があ

り，核融合がよい，悪いの問題とは別に研究

を進める必要を語られた。

核融合反応は次の2点で新エネルギーとし

て有力視されている。第1点は原料となる重

水素が海水から無限に採れること。この重水

素にトリチウムを融合させ，エネルギーを発
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生させる。第2点は発生したエネルギーは公

害の少ないものであること，核分裂では生成後

の物質の放射能が社会的問題となるが’核融

合による生成物質は中性子またはトリチウム

であり，トリチウムは放射性も低く原料とし

て再使用できる。

現在日米間での核融合の共同研究が進めら

れているがさほど深いものではない。ソ連と

の共同研究も個人レベルにとどまっているo

一般に核融合炉は費用がかかり資金的に苦

しいのが常だが，この研究所ではDepart-

mentofEnergyから多くの資金援助を受

けているようだ。（横山）

☆InstituteForEnvironmental

Medicine(環境医学研究所）

このⅢ環境,｜は，我々が分科会で扱う

,,環境,,とは意味が異なり''生体環境''と同

様の意味だが，我点の中に医学生がいたため

もあって，米側実行委員長の紹介で訪れた。

この研究所では，人間が極限環境で労働を

行なう際，どのような主体的変化が生じるの

か，つ在り高圧下，低圧下,深海下,高級低

02分圧下等でどのような混合ガス分圧に対
し，最もよく機能できるかの調査や，慢性骨

髄炎の高酸素療法の臨床応用も行なっていた。

研究所内部のメインルームには巨大な高圧

室3つが置かれ，コンピュータールームなど

が付属していた。プロジェクトは，969年

に始まり，現在はOxygenTolerance

Studyが主な研究課題だそうだ。

海軍,NASA,NIH,基金が主財源だ

ったらしいが，現在は医療費が主財源で大変

らしい。

精神分析学者が深海等に於ける心理状態の

変化も研究していることから，この研究がい

かにPracticalなものかがうかがえると思

う。（木ノ上）

この分科会をふり返ってみると，よくぞ1

カ月もちこたえたという感が強い。愛すべき

4人の仲間たちは，だれも皆，強烈な個性の

持ち主。共通点なんて，かけらもなかったの

だから。米側のテーブルコーディネーターが

直前になって不参加となり，我々の「分科

会」は日米双方の実行委員を含まない，全く

の初参加者5人の集まりとなってしまった。

ユーモアあふれるカズ，独自のペースに相手

をききこんでいくタカアキ，異常に頭のきれ

るRandy,しっかり者でしかし時には思い

込みの激しいJacquie,そして私はといえ

ば，これら4人の中で振り回される，優柔不

断な人間であった。こんな5人が討論や研修

先で各,々自己主張を始める，それは見ていて

（もちろん私も中に入っているのだが）非常

に興味あるでき事だった。もっと時間があっ

たなら，もっと密度を濃くしていたなら。過

ぎ去った「時」が惜し在れる。いつの日かの

再会を期して，今はIICheers!''

企 業 問 題

慶応義塾大学文学部英文学科4年

安 原 奈穂子

青山学院大学経済学部経営学科4年

奥 田 誠
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企業問題分科会では，自動車産業を含む製

造業，情報産業，軍事産業などの分野での日

米企業の問題点を取りあげた。7つの論文は

日本的経営をテーマにした系列と，トヨタ･

GMの合弁,ATTとIBMの対立，日米に

おける軍事産業のあり方など個別の問題に着

目したものとに大別される。これらの論文を

もとにアメリカ人3名，日本人4名の問で，

時には経済，政治，社会問題に至る，幅広い

議論が展開された。

ちなみに日本的経営を題材にした論文は次

のとおりである。

InsightlntoJapaneseManagement

Systems

（日本的経営に対する洞察）

JosephLopez

AmericanandJapaneseWnagement

Decision-MakingProblemsand

Processes

（日米企業の意志決定の過程と問題点）

MarlonOkazaki

Labor-ManagementRelationsln

Japanese-AmericanFirms

（米国進出を果たした日本企業の労使関係）

奥田 誠

TheNewAspectforLabor-Man－

agementRelations;LaborSeeks

Less

（労使関係の新たな局面一労働者側は多く

を望まない） 住野 豪生

製品の品質管理はもともとアメリカで始め

られ，日本の企業が次を導入したものだ。

この方法は今や非製造部門における業務遂行

に至る雀での全過程の質を向上させることに

も応用され，アメリカにも逆輸入されつつあ

る。4つの論文では，これを一例とする日本

企業の労働者に対するマネージメントのうま

さ，経営者の長期的経営方針，終身雇用制に

より不意に解雇される不安を取り除く，など

の長所があるとしている。会社の中での政策

決定ひとつ取っても，アメリカの場合，政策

決定に関与するのは一握りの首脳陣であり，

労働者は命令どおりに仕事をする。それに対

し日本の場合，緊張時を除き，細微に至る玄

で，若手の平社員からも意見をつのり，それ

を上部へ伝達していく。つまり意志決定に際

し，アメリカはトップダウン式の命令系統を

確立し，日本はボトムアップ式である。日本

企業では，実質はともかく，一応会社の底辺

部で自発的に企画に取り組む主うに仕向けて

いるので，上層部まで意見が伝達されるのに

時間がかかる反面，実行に移す段階になると

実に速い。しかもたえず会社組織の末端室で

情報が行き渡るという利点がある。

しかしながら，日本的経営は，集団で生産

効率を高めるのに適している反面，個人個人

の個性を殺してしまう傾向にある。また，分

科会討論で度々話し合われたことだが，アメ

リカでは業績を上げた者が昇進の機会に恵ま

れるため，女性の管理職も日本に比べれば多

い。パートタイマーによる労働組合が結成さ

れていることも注目すべき点である。日本の

場合，女性を職場の花とみなす企業は依然と

して多く，勤続年数も短い。日本とアメリカ

とでは社会構造そのものに差異があるため，

企業に対する考え方も異なる。例えば，企業

とは経済を基盤とする労使関係の場であると

割り切る西欧型発想に対し，日本では，経済的

基盤と同時に人間関係を深める場であると考

える。従って社員は企業集団に属することで

大きな家族的社会集団の一員となるわけであ

るo
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個別の産業におけるケース・スタディの論

文としては，

TheGeneralMotors-ToyotaJoint

Venture:AnAnalysis(GM・トヨタ

合弁事業に対する分析）

NikiLilienthal

が挙げられる｡1984年12月からフレモ

ントエ場にて,TVXモデルを20万台を上

限として生産する予定である。12年間とい

う期限と制約された情報を交換するこの方式

に，合弁事業の成功を危ぶむ向きも多いが，

米国国産車最大企業と米国への輸出市場最大

企業の協力が，将来の自動車業界に与える影

響は大きい。世界中に部品工場を持つ多国籍

企業の出現や合弁企業同志の提携による．ワ

ールドカーの生産が可能になるかもしれない。

未来に向けて隆盛を見そうな分野として，

先端技術産業がある。中でもコンピューター

関連産業は間違いなく日米を含めた先進諸国

の主要産業となりうる。

TheTelecomnunicationsBattle

betweenlBMandAT&T

(IBM対AT&Tのテレコム戦争）

安原 奈穂子

では，端末器の技術が進むにつれ，情報網の

整備が必要となり，これが進むにつれ情報分

野と通信分野の境界が失われていく，と述べ

ている。IBMやAT&Tなどの巨大企業が

サービス業を含めた第三次産業の発達してい

るアメリカや日本市場に積極的に進出し，こ

の分野での独占的傾向が強をるであろうと予

測している。

先端技術の発展に欠かせないもうひとつの

要因は，軍事産業である。

TraitsoftheMilitaryCondi-

tionsofJapanandtheU．S、A、

（日本とアメリカの軍事産業における特徴）

福谷 尚久

によれば，アメリカでの武器生産や軍事がら

みの通信技術などはすべて国防総省の厳重な

監督のもとで行なわれる。議会。行政府。軍

事産業を3つの頂点とすると三角形を形成す

ることからⅡThelronTriangleⅡと言

われるが，この過剰とも思える相互依存は，

天下りが頻繁に行なわれる温床ともなってい

る。こういった軍産複合体のもとで，企業は

政府の傘下で，他企業との競争から守られて，

多大な利益を享受することができる。我々は

ワシントンの軍事防衛フォーラムで，この国

防総省と受注業者との緊密な関係を実感する

ところとなった。

日本の軍事産業は，憲法第9条の戦争放棄

の条文や，非核三原則，原爆投下の教訓によ

る根強い反戦反核感情のため，アメリカほど

盛んではないように見える。しかし，防衛庁

は，自国あるいはアメリカの企業からの武器

購入，あるいは技術援助を要請している。軍

事産業は，軍事機密の保持が前提となってい

るため，日米両国政府の関与が強く，他産業

と違って自由競争が行ないにくい。

以上の項目を数日間に渡って話し合ってき

た。個々の企業が自由に競争し，産業を活性

化することが，最終的に国家の繁栄につなが

るのだとしたら，企業は日本的経営に限らず，

それぞれの企業に見合った研究開発や経営方

針を考えていくべきである。これが我々の達

した最も基本的な結論だった。 （安原）

・野外研修

企業問題分科会の野外研修先は全部で9

カ所程であったが，ここでは「全米自動車労

組(UnitedAutomobileWorkers

:UAW)」と，「国際通貨基金(Inter-
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から逃れようとして現地進出した日系企業に

とり，現地化成功への確実な障害となってお

り，これに向けての対応いかんによっては，

日本経済の成長率，ひいてはその将来をも，

ある程度左右すると言っても過言にはなるま

い。

UM･Washington支部での野外研修は，

まず9月に2年振りに行なわれる労働協約改

定交渉でどのような戦略を取るのか，という

日本側からの質問で代表者との質疑応答が始

在った。前回の交渉時には，米国自動車業界

は日本車の急激な市場参入と不況下での設備

投資不振とにより最悪の状態であり，常時，

使用者側との激しい！'対立'’の姿勢を貫い

てきたUAWも経営者側の事情を考慮して，

史上初の譲歩，経営陣への歩み寄りを見せた

のだが，この質問の背景には，その画期的な

UAWの姿勢が，景気も良くなり，情況も変

わった現在も不変なのかという基本姿勢を問

うものである。代表者は最初に一言，「取れ

るものは取る。」と答え，経営者が高額のボ

ーナスを受け取った事に対し，労働者側には

何の変化もなく，登録している約1千万人の

労働者は不満を持っていると主張していた｡

nationalMonetaryFund:IMF)」の

コンサルタントやNewYork市立大学教授で

もあり．そして，最近出版された「怒れるア

メリカ」の著者でもある．灌見芳浩氏との対

談を中心に報告しようと思う。

･UAW(全米自動車労組）

最近の米国労働組合運動には，スタグフレ

ーション（景気停滞下のインフレ）とレーガ

ンの企業寄り共和党政権の下で，対立から協

調の労使関係へという方向の転換が見られる。

事実，過去には最高36妬を記録した全米労

組組織化率は，1983年度，過去最低の18

筋にまで低下し，米国では現在，労組の存続

維持の必要性・重要性と将来に向けての方向

性が経済の焦点のひとつとなっている。

一方，この瀕死の米国労組の起死回生への

一策が，最近,米国への現地進出がとみに増加

して来ている日系企業（現在，その80％は

米国労組による組織化をいまだ受け入れてい

ない）に対する激しい組織化キャンペーンで

ある。組合との二人三脚が真骨頂である''日

本的経営Ⅲに慣れ切っている日本側経営陣と

組織化率アップ.へ向けて必死の構えの米国労

組との両者の様々な軋蕊は，貿易面での摩擦
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’

その発言を裏付けるごとく，今年（’84

年）9月の交渉では，雇用確保と共に7．6筋

の賃上げも約束させ,UAWは押されてばか

りではない強さを見せた。雇用確保のみの

前回の戦略と違い。賃上げも抱き合わせてい

るところなど''一筋縄ではいかないUAW''

という印象を強くした。

次に，アメリカ側学生から，アメリカの工

場の生産性が低いのは労働者の質の低さにあ

るのではないかという質問があったのに対し

代表者は‘,生産性の低さが労働者の質の為で

あるという意見を100妬否定し，生産シス

テムの悪さ，つ在り，全て経営者が投資を怠

った事が原因となるべきとした｡この答えは

いわゆるタテマエであり，本音を引き出そう

と思い「しかし，トヨタ。GMの合弁で見せ

ているUAWの姿勢は，人をもっと効率的に

使い，そして，それにより生産性を上げる余

地も十分にあるとする日本側経営陣の基本的

見解への同調であり，また，それこそがUA

Wがこれから取るべき方向性なのではないの

か。」と私が聞くと，彼は「問題はそんなに

簡単なものではない。1千万人の労働者は，

依然，不満を抱いており，対立は続けてゆく

！」との少し感情的(?)とも取れる返答であっ

た。協調でパイを大きくし，対立でそれを分

配するという日本の労使関係を打ち出して成

功している米企業がまた増えたと，トヨタ・

GMの合弁事業を画期的だとしていた山下氏

（日本労働協会国際部部長。渡米前に訪問し

た際，協力的に色倉な事をお話いただいた）

とは正反対の見解であり,UAWの基本的姿

勢の確固たるものを肌で感じた思いだった。

その後，日米貿易摩擦に対する見解などを

質問し，最後に組合組織化率低下の原因と対

策を質問したところ，学校や病院などでは依

然，組織率は高いと部分的な反論があり，原

因としてニュースメディアや法廷が反組合的

である事が一番大きい，との事だった。労働

者は全て組合員でなくてはならないと義務付

けがある法律を反古にした'1労働権法'1の存

在と，その制定州が多く密集する南部へ労働

人口が移動した事が，第一の原因であると信

じていた私達にとってこれは初耳であり，玄

た収穫でもあった。しかし，更に日系企業へ

はどの様な運動を行なうのかとの問いに対し

ては，「絶対に組織化しなくてはいけない。

Nissan｡Tennessee工場（組合による組織

化なしでフォーチュン誌Best-tenplant

に選ばれる）も，組織化しなくては絶対につ

ぶれるだろう！」と，とうとう過激な発言も

飛び出し，私達も一瞬，鼻白む思いをした。

帰りがけ，米国側学生のひとりが，「あいつ

はLeftist(左翼主義者）だ！」と言い捨

てた時，思わずうなずいている自分に気が付

いた。

・灌見芳浩氏

雷見氏は，始めに私達7人の質問事項を聞

き，それから，米国経営者の問題点，米国経

済の現状，教育，軍事，失業などの諸問題な

どに分類し，大変わかり易く，興味深い自説

を含めてお話しいただいた。

問題ありとする米国人経営者を氏は，「中

性子（ニュートロン）爆弾型経営者」と呼ぶ。

中性子爆弾は，人間や動物など生物を殺すが

ピル，機械など「もの」は破壊しない。彼ら

は，売り上げや利益が減ると，手当たり次第

に従業員を解雇する反面，固定資産を温存し

たり，転売したりして，帳尻を合わせたり，

低賃金のメキシコや台湾などに製造設備を移

したりする。彼らの頭の中は，常に短期的に
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一株当たりの利益を増やす事でいっぱいであ

り，産業全体の将来における国際競争力の低

下などは気にもかけない。最近では，日系企

業が米国投資の最大手となり，米国人約10

万人が日系企業で働いている。つまり，米国

企業は海外へと出てゆき，その代わりに日系

企業が米国に根付き始めて来ているのだ。

米国経済は今，それを取り巻く大きな環境

変化に対応し切れないでいると氏は主張する。

それは，海外依存度がこの10年間で約5妬

から18妬に急上昇している事実や，資本。

技術。労働力，天然資源など経済成長に必要

なものが足りなくなってきているという事実

であり，第一次石油危機はその象徴でもある。

石油危機から回復し切れないでいる米国経

済の現状のシステムでは，労働者を切り捨て

可能な''コストMとしか把えておらず，彼

らを再教育する事などは及びもつかない様で

あり，ソフトの面からも回復に向けての足を

引っ張っている事になる。ここに来て，人の

使い方に定評のある日本的経営論が脚光を浴

びているが，これはあのスフ･一トーク・シ

ョック以来，2度目の教育の重要性を国民に

知らしめるきっかけとなったものだと氏は見て

いる。しかし，現状では各州の財政危機の為

に教育費が一番にカットされているのが事実

である。

軍事の面で，氏は軍事の不経済という事を

特に強調されていた。米国経済にとって重い

足かせになっているのは，レーガン大統領の

軍備拡大路線である。軍需予算拡大で財政赤

字は増大し，政府の借り入れが増え，民

間企業の資金需要を圧迫して，その結果がか

の高金利である。こんな高金利では企業も投

資意欲が起きないであろう。より根本的には

技術者の問題があり，米国では毎年大卒技術

者は5万4千人程であるが，その7割は軍需

関係に行くとの事である。従って，どうして

も民生用に行く人間は質が落ち，ほとんど全

員が民生用の開発に従事する日本とは差がつ

けられる事になる。

その他にも，国防省と軍需企業の癒着に尖

って，毎年の武器，機材調達や開発費の約3

割は，原価予算超過の名目で無駄に支払われ

ているとの事である。

最後に，労働者の使い方と生産性向上につ

いて語って頂いた。日本の雇用形態は大企

業を中心に離職率の低い事で有名であり，従

って，工員の熟達度も高いが，米国では仲,々

そう簡単にはいかない。しかし,Arkansas

州のウォーウィックというテレビ組立工場を

買い取った三洋電機の場合，買い取り後2カ

月くらいで，それまで不良品率30冊だったも

のを約5筋に吉で減らす事ができたのである。

この場合，労働者の質が問題なのではなく，

彼らを使う経営者側の手腕によったのだとい

う事だった。

この様に，灌見氏との対談は，野外研修の

最後を飾るべく大変素晴らしいものだった。

その他の野外研修先は,FederalReserve

Board:FRB(連邦準備委員会),Ameri-

canExpress,WorldBank(世界銀

行),CityBank,ChemicalBank,

NewYorkStockExchange(ニューヨ

ーク証券取引師であった。

（奥田）
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国際経済

京都大学法学部1年

青 木 伸 恵

相互依存関係を基礎とした今日の国際社会

において，経済は，その重要性を大幅に増し

てきており，円満な国際経済関係を抜きにし

ては，平和というものを語れないまでに至っ

た。が，新聞を賑わす頭痛の種は，一向に減

る気配を見せない。種々の問題が複雑に絡み

あい，影響を及ぼしあっている為である。そ

こで我々は，それらのうち最も重要で，かつ

我々に深く関係していると思われるトピック

を4つ取り上げ，経済学的考察を加えると同

時に，これらの原因，政治的意味，社会への

影響等について研究してみた。そして，それ

らを試し，生じた疑問について，可能な限り

現実的な答えを得るために，数々の経済関連

機構に野外研修にでかけた。

まず，選ばれたトピックについてであるが

先進国経済の問題と，南北問題の2つに大別

できる。実際，経済について考える時，それ

を一国の問題，又は一地域の問題と限定する

のは不可能で，他との微妙な相互作用に着目

することが必要不可欠である。先進国の経済

が，発展途上国の経済を大きく左右し，途上

国が先進国に影響を及ぼす。アメリカの高金

利と途上国の債務累積の関係等，その良い例

である。先進国間，途上国間でも同様のこと

が言えよう。つまり，我々が選んだ4つのト

ピックスは不可分であり，そういった認識の

下，各々の論文が発表され，討論がなされた。

（1）日米経済摩擦

資本主義世界の一超経済大国である日米両

国の他国に与える影響が極めて大きいことか

ら，今一番ホヅトな論議を呼んでいるこの問

題にスポットを当ててみた。

これを政治と結びつけ，その重要性を指摘

したのが,ShariFujiiのペーパーであ

る。貿易摩擦の対象や，その解決のための交

渉等の歴史的推移を示し，それらが日米間に

存在する誤解一米国の貿易収支の赤字が日米

の貿易不均衡のみに起因するとの思い込み，

その他一が，日米の良好な経済・政治関係を

害しているとする。そして，歴史的にも非常

に重要な2つの経済大国の関係をより発展さ

せる為一層の努力が双方に必要であると主張

÷ ブ

，｡o

これに対し，清水貴夫は，金融を中心に，

経済学的見地からこの問題を研究した。日米

間の貿易不均衡を語る時，その原因として円

安が強調されるが，他通貨と比べても明らか

な様に，実際に問題なのは過大評価されたド

ルの値なのである。外国からの投資を誘致す

る安全な環境，高金利等がドル高の原因とし

て考えられる。財政赤字の増大，外国からの

投資の過剰により，自然にドルは下がるであ

ろうが，当面の対策として，米国の財政赤字

を減らすこと，また，個人の貯蓄を増やすこ

とをあげている。

（2）社会変化と社会

貿易摩擦等の問題を経済的側面からのみ見

るのは片手落ちと言えよう。社会的要因，特

に産業構造に注目し，貿易摩擦の根本を探る
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うとしたのが，岡篤の論文である。戦後，日

本の輸出が繊維から自動車等の比較的高付加

価値的な耐久消費材へと移っていくにつれ，

GNPは上昇した。逆に, 比較優位を日本に

占められた米国は，日本の進出によって生じ

た失業者を他の産業にまわそうとして，ここ

に産業変化が生じる。それぞれの国がある産

業に専門化し，それに関連した産業を国内で

興すことにより，玄た，その様にして収入の

増えた人友の需要が多様化することにより，

更に円滑な国際経済活動が行なわれるであろ

うと言う。

ChrisBreunigは，国際社会における

日米両国の立場，役割の変化と，貿易等の経

済活動の変化に焦点をおき，論文を書いた。

戦争直後，絶大な経済力を獲得したアメリカ

の力が弱まっていくにつれて，アメリカの手

厚い保護を受けた結果，目覚ましい経済発展

を遂げ，アメリカと並ぶ経済大国と化した日

本は，現在，市場解放，軍事力の強化等，様

々な要求を，アメリカより受けている。ここ

で，自由主義国家群の代表的存在である日米

両国が，お互いの立場を理解，尊重しあって

世界平和に積極的に貢献することが望ましい

とは，彼の意見である。

日米両国の経済関係に注目してきたが，こ

こで，実際に経済活動を行なっている多国籍

企業にスポットをあててみる。

（3）多国籍企業

SamKimは彼の論文で，投資する側と受

け入れ側双方の利益となる様な，より効果的

左，多国籍企業の，その進出国における存在

形態を提案した。多国籍企業の方針により，

受け入れ国が，ある産業のある部分を専門と

し，産業構造がその多様性を失うとその国の

多国籍企業への発言権が弱まる。をた彼らの経

済が国際市場の変動を蚕ともに受ける様にな

り，受け入れ国に不利になると同時に，多国

籍企業にとっても，非能率的であり，リスク

が大きいことが指摘される。多国籍企業が，

他国へ移転させる産業に，一貫性と多様性を

与えることにより，受け入れ国の独立性を保

ち，産業開発に役立ち，また，多国籍企業に

とっても利益になるという望ましい結果が得

られるであろうと言う。

青木伸恵の論文は主に，発展途上国におけ

る多国籍企業の役割を論じている。多国籍企

業と途上国は，或る面では利益を共にする．

多国籍企業は低賃金労働力，安い資源等を求

め途上国は開発，産業振興，雇用拡大等を期

待する。が，それに伴い，ブラジルが良い例

であるが，公害，地域格差，所得格差，先進

国への従属等の多くの問題が生じた。現在様

々な規制を途上国が打ち出している。フィー

ジピリティ・スタディの強化，総合商社の行

なう三国間貿易の拡大，地域の特性に適合し

た産業の移転を企業側に期待する．それが多

国籍企業のための安定した投資環境を作り出

すわけで，相互依存観念の重要性が指摘され

た。

（4）南北問題

多国籍企業や，日米の経済状態，広くは国

際経済から，非常に大きな影響を受けるのは

発展途上国である。

丸本美加はこの問題を体系的にとらえ，発

展途上諸国が提唱した新国際経済秩序と，先

進国側が提案したIIBasicRT'manNeedsII

について，各,々の特徴，効果，対象等を比較

した。そして，貿易条件の改善，一次産品保

護，技術移転等により，途_卜国経済のマクロ

的発展を促すであろう新国際経済秩序と，途

上国内部の貧困層を救い，教育，医療機関の
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充実により彼らの生活レベルを高めるという

下からの改革を目的とするBHNとを同時進

行的に実行することにより，均整のとれた発

展途上国の事態向上が可能となるであろうと

する。

AndreaMeninは，現在の経済体制は

完全な資本主義と完全な社会主義の両極に分

かれているが，この2つの経済体制は歩み寄

りを始めている。資本主義国は，社会福祉等

により個人間の差の減少を目指し，また，社

会主義国は，資本主義の特色の一部を導入し

経済成長を目指す。発展途上国において，経

済政策を決定する際に，どちらかの選択を迫

られるわけだが，彼女によれば，社会主義の

様に国民の平等を第一の目的とすると，産業

開発にまわすはずの資本が福祉に玄わるのだ

から，非能率的である。それだから，資本主

義の導入により，まずパイを大きくして，そ

れから再分配を始める方が，より効果的，か

つ現実的であると述べる。

熱するところもあった。論文を起点として，

自由な討論がなされたことは，成功といえよ

う。経済というと，とかく理論先行型になり

がちだが，我々はそれを身近な問題一商品の

ネームバリューが及ぼす影響，個人の好み等

一と関連させることにより，国際経済を現実

的に把握する様に努めた。残念だったことは，

これらの論文や討論の全貌についての討論の

時間を持てなかったことである。

視野を広げるための合同分科会は，「環境．

資源．エネルギー(ERE)」分科会との間で

行なわれた。経済状態を大きく左右し，今や

経済戦略の強力な武器として使われる石油に

ついて話し合った。石油が有限であり，また

中東状勢が不安定な中，石油の供給も安定性

を欠き易いことなどから，代替エネルギーの

開発の重要性が指摘された。代替エネルギー

の可能性，効率等に関する知識をERE分科

会のメンバーから得られたことは有意義であ

った。

短い時間ではあったが，内容の濃い討論が行

なわれた。それを通じて我々は，経済問題の

複雑さ，その解決がいかに困難であるかとい

以上，八種類の論文を，4日間にわたって

発表し，討論をした。お互い納得しあう部分

もあれば，双方の利益が対立して，議論が白
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債務累積，貿易摩擦に対する，ジャーナ

リストの立場からの追求。

ニューヨーク連邦準備銀行

銀行内見学。米国の金融システムについ

ての講義。高金利の解説と今後の見通し。

フ・ライス・ウォーター。ハウス社

会計業務の全貌とその将来1虫多国籍企

業としての特徴，利点，問題点◎

Wharton計量経済学研究所

計量経済学による経済状態の予想のたて

方，その信愚性，活用等について。

HelenShonbron

マーケティングについて。

ケミカルバンク

ケミカルバンクの組織，運営についての

説明。外国融資の際の方針決定システム

途上国の累積債務の対策。

シティ・パンク

発展途上国の債務累積に対する諸見解，

新方針，特に長期ローン。アメリカの高

金利の解説。

ニューヨーク証券取引所見学。

うことを再認識するに至った。これらの将来

生じるであろう問題を包括的にとらえ，研究

していくことが，今後重要な課題となってい

くであろう。

この他，社会の現実に触れることの必要性

を考慮して研修を行なった。以下は，野外研

修とその内容である。

世界銀行

組織，資金調達のしくみ等の説明と途t

国の債務累積に対する方針，開発援助，

IMFとの違い等。

UAW(全米自動車労働組合）

アメリカの自動車業界のかかえる問題，

労働者の立場の説明。

米国通商代表部

日米農産物交渉を中心に，日米間で行な

われた貿易交渉の背景，過程，取り決め

等についての詳しい解説。

大統領経済諮問委員会

レーガン大統領の経済政策の意図と成果，

問題点などの詳しい説明。政策決定過程

における注意項目等。

ウォール ストリート ジャーナル

（ダウ・ジョーンズ社）

国 際 関 係

京都大学法学部2年

山 内 弘 志

慶応義塾大学法学部政治学科4年

大 林 照 史

今年の国際関係分科会では，論議の円滑な

進行の為に論点を4つに絞り，各論点につき

日本側から1人，アメリカ側から1人が発表

を行なうという方式を採った。その4つの論

点とは「北大西洋条約機構とアメリカ」，

「中東」，「日米安全保障」，「米ソ関係」で
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ある。もちろん議論は，この4点に限られた

わけではない。これらの論点は，議論の出発

点の役割をもつべきものとして，意図された

ものである。発表の形式は二人一組で行なわ

れた。

最初の論点は「米ソ関係」であった。担当

者はLizAbramsと山内弘志である。まず

山内は「敵意の共存－米ソ関係の概観」と題

される発表をした。内容は，米ソ関係の構造

の理論化を，目指したものである。まず国家

の存在理由という視点から，現状維持の重要

性を主張した。そして二極世界の相対的安定

性を確認した上で，米ソ両国は，世界構造を

二極的に把握しがちで，その維持のためには

協調して敵になるであろうと予測した。しか

し，現在の傾向は着実に多極化の方向に進ん

でおり，この現状の誤認が両国のもつとまど

いにつながっていると主張した。最後にこの

世界構造は第三世界を無視した形で成立して

いて，この認識なくしては構造は崩壊し悲劇

的結末を迎えかねないと予測した。

Lizは全く別の視点から米ソ関係をとらえ

た。つ在り米ソ関係の悪化が日本にどのよう

な影響を与えるかということを考察したので

ある。彼女の発表は「世界情勢の変動の中の

日本」と題されたものであった。内容は玄ず

デタントがソ連にとって有利なものであると

いう認識がアメリカで1978年ごろから広

がり始めたと指摘した上でアフガニスタン侵

攻以来の情勢を概観した。特にレーガンが大

統領に就任して以来「新しい冷戦」と呼ばれ

る状態が世界に広がり，どの国もそれに伴う

圧力を避けることができなくなったと分析し

た。そしてその為日本の取り得る選択の幅は

著しく狭くなってきているとして，日本の資

源の欠如などの日本固有の条件がこの傾向に

拍車をかけていると考察した。

議論は日本の立場という視点に集中した。

この問題は「日米安全保障」に密接にかかわ

ってくるのでここではあまり細かい議論はしな

かったものの，山内の与えた構造の中で対立

色を深める米ソの問に位置する日本の立場に

ついては，誰もが強い興味を示したというわ

けである。

第二の論点は「北大西洋条約機構」であっ

た。この問題はAnnltakuraと篠原初枝に

より担当されたo2人ともアメリカと西欧諸

国の「不協和音」について書いていたので議

論の進行は容易であった。篠原の発表は「NA

TO一アメリカと西欧の立場の違い」と題さ

れていた。内容はNATOの歴史を概観した

上で現在の「新しい冷戦」と呼ばれる世界環

境の中でのアメリカと西欧のズレを分析し解

決案を検討したものである。具体的な内容と

しては負担の分担，異なる国益，ミサイル配

置の問題などを扱った。そしてこれらの問題

は，軍事力と経済力の不均衡，国内政治と国

際政治の違いなどによって引き起こされると

した。この状況を踏玄えた上でNATOの組

織改革こそがこの原因の除去への第一歩とな

るであろうという考えのもとで改革案を検討

した。結論としてはソ連に対する抑止力の効

果を求めるならNATO諸国の歩調がそろっ

ていることが必要だと強調した。

Annは「西欧へのミサイル配備の危機」と

いう題の発表を行なった。彼女はNATOの

軍事的意味は原子力兵器に主に由来すると考

えた。その上でNATOの歴史的な流れの中

で起こってくる問題の根底にあるのはこの事

実であると考察した。そしてその視点から現

状分析を行ない，今西欧とアメリカを悩ませ

ている問題について問題点を整理した。そし
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て最後に彼女はIrvingKristol氏の論文

に提示されている改革案を検討しそれに原則

的な賛成を表明している｡内容はNATOの通

常兵力の増強のみが現在NATOに発生して

いる諸問題の解決策になり得ると主張したも

のであった。

議論は主として解決案の検討と現状分析の

再検討を中心に行なわれた。玄た日米間の問

題との比較も行なわれ非常に興味深い議論と

なった。かなり相違点は多いものの日米間の

問題と重なり合う面も存在することから日米

間の問題玄で議論が及んだ。

第三の論点は「日米安全保障」でありKarl

Fieldsと大林照史により担当された。内容

としては一致点の多いこの2つの論文は一番

論議の対象になった。

Karlは「日米関係一パートナーシップか

保護関係か」と題された発表の中で日米関係

の分析に従来用いられて来た「保護者一依

頼者」モデルはもはや日米関係の現実に対応

していないのでは，と考えた。原因としては

経済的立場の変化を童ずあげている。そして

経済面での「保護者的立場」から「パートナ

ー」に移る時の問題点を考察してその新しい

役割にとまどう日本とアメリカを明確に描出

した。最後にその問題の安保へのからみを分

析し，結論としては日米両方とも新しい役割

を認識し，受け入れることが必要であろうと

している。

大林照史は彼の発表「日米安保体制の概劉

の中で自衛隊法や日本国憲法をたよりに日本

の自衛隊の役割とその限界を明確に定義づけ

た。その裏付けとして世論調査を用いて日本

人の自衛隊への心情を明らかにした。そして

その上で自衛隊の行動原理というものを政府

声明などを用いて整理した。

次に自衛隊の組織自体を分析して日本ので

きることとできないことを明らかにし，でき

る部分を効果的に伸ばして，できない部分を

補うための日米軍事技術協力の必要性を説い

た。そして今後も日本が国際社会において期

待される責任をはたすためにはアメリカとの

一層の協力と相互扶助が必要になるであろう

と予測した。

彼の発表はアメリカ側のみならず日本側に

も強いインパクトを与えた。結局議論の中心

となったのは後の主張と日本の立場との関係

であった。この点について，アメリカ側も予
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■

備知識を有していたので興味深く，内容のあ

る議論ができた。明確な結論は出なかったも

ののお互いの立場をより理解できたという点

で非常に有意義であったと思われる。

最後の論点は「中東」であった。この複雑

な問題はKurtTongと安部正道の手に委ね

られた。彼らは中東問題の中からさらに2問

題を選定してそれについて発表した。

をず安部は，「ソ連のアフガニスタン侵攻

とその結果」という題で発表をした。彼はソ

連の進攻の背景を明らかにした上で侵入に至

った原因を戦略的防衛と拡張という二面から

分析してその構造を明らかにした。その上で

流動的なアフガニスタン情勢の分析を試みて

いる。

最後に彼は将来はどうあるべきかという問

題を扱い最善の解決はソ連の撤兵であるが，

それは不可能に近く期待できる唯一の可能性

はゲリラ勢力の統一にあると結論づけたcそ

してアフガニスタンはかって英ソ対立の時代

にそうであった様に中立的緩衝地帯としての

役割を果たすのがよいという見解を述べたo

この主張に反対するものはなく議論は撤兵に

至るまでの問題を中心に行なわれた。

Kurtはイラン・イラク戦争を扱った。彼

の発表は「イラン。イラク戦争」と題されて

いた。彼の主張の中心となるのは正統性の問

題である。その内容はイラン。イラク両国と

も相手方を倒すことが国を維持する最高の方

策となりつつあるというものである。つをり

戦争を続ける限り彼らは正統な統治者という

わけである。この主張を証明するために彼は

イラン・イラク両国の国内情勢の分析をした。

そしてアメリカの現在の政策内容をはっきり

させた上でアメリカの主たる同盟国であるサ

ウジアラビアの国内情勢も分析しアメリカの

行き詰まった状態を明確に表わしている。解決

策は「時期」にあると彼は主張した。つをり

革命前イランの様にアメリカが積極的に1国

とかかわるという事態はできるだけ避けるべ

きだということである。そして政策としては

長期的な視野に立ってもう一度中東を考え直

す必要があるであろうと推察した。この発表

は非常に明快であり，議論は彼の言う「正統

性」をめぐって行なわれた。（山内）

野外研修

今回の会議において我々は，当分科会の趣

旨に基づき，次のような研修を行なった。

I.ArmsControlAssociation

（軍縮協会）

この団体は単なる反核運動団体ではなく，

極めて現実的，かつ合理的な方向で，世界の

軍備管理をして行くことを目的とした団体で

ある。その方向としては，(')戦争の数を減ら

す，(2)武器の数を減らす，(3)もし戦争が起き

た場合に，その影響及び損害を最小限に食い

止める，という3点を挙げている。当協会員

のCarolRose氏との質疑応答においては

レーガン大統領の打ち出したスター・ウォー

ズ計画や米ソ間のABM(ミサイル迎撃ミサ

イル）協定が，どのような意義をもつのか，

またIIFirstStrike'1の可能性,NATO

加盟諸国の通常兵力負担の方向性及び有効性，

反核運動におけるKGB(ソ連国家保安委員

会）の存在，などについて，まことに盛んな

議論が行なわれた。最後に,Rose氏は，

「武器は必ずしも安全保障とは直結しない」

と述べられた。

1.StateDepartment,JapanDesk

（国務省日本局）

国務省日本局にお山ﾊては,L、D・AndorsOn

氏にお話を伺った。氏は，レーガン大統領訪
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日の際に，中心となって日程の調整や演説の

準備をなさった方であり，その舞台裏につい

ての説明が行なわれた。次に日米関係全般に

横たわる個々の問題について説明された。そ

の主なものは，円。卜・ル問題やIIOffshore

banking'' ,外国資本参入に対する日

本の政策をめく、る摩擦，日米防衛協力の必要

性と，そのあり方，日米間の高度技術産業に

おける協力，であった。防衛問題や高度技術

をめぐる問題に関しては，経済問題など明確

な応答がなされなかった。

Ⅲ、StateDepartment,Rumania

Desk(同ルーマニア局）

ルーマニア局においては，ソ連・東欧諸国

問題とNATO問題が中心に取り上げられた。

最初に，ソ連におけるガス・パイプ・ライン建

設の問題が取り上げられたが，ソ連寄りの回

答しか得られなかった。玄た西独と他の西側

諸国の足並みの乱れについても批判的であり

純粋な経済開発協力の視点から把える必要が

あると述べられた。次に,､ポーラント、問題に

関して，「ポーランドには何らの政治的問題

は存在しない」と述べられ，ソ連の軍事的介

入，連帯を中心とする反体制派についての意

見を求めても，回答はなされなかった。三番

目に，西欧・東欧諸国間の心理的軋櫟，並び

に双方の軍事的バランスについての応答がな

された。また，西側諸国の心理戦争が東西外

交に及ぼす悪影響や，パーシングI,巡航ミ

サイル配備による新たな脅威が,START

交渉とINF交渉を非現実的なものにしつつ

あると述べられた。

Ⅳ、AIPAC

AIPACはユダヤ系政治圧力団体であり，

議員，マスコミ勢力，財界などへの政治的働

きかけを通じて，米国民の教育を行ない，ひ

いては，イスラエル及びユダヤ人の地位向上

を目指している。きわめて潤沢な資金を有す

る，国内でも強力な圧力団体の1つである。

まず，なぜ米国とイスラエルの関係が緊密

であるのか，という質問に対しては，「イス

ラエルは中東における唯一の民主主義国家で

あり，その正当性を認めることは米国にとっ

て政治・経済的にも重要な価値があり，特に

軍事面における両国の協力は，高い戦略的重

要性を有している｡」という回答を得た。玄た，

このことは，イスラエルにとってより重要性

が高いということである。これに関連して，

パレスチナ人の存在の正当性についての質問

がなされたが，まずパレスチナ人は，国家を

持たず，また歴史的経緯により，エルサレム

がイスラエルの首都であるという現実を，世

界は認めるべきである，と述べた。次に，米

国のサウジアラビアに対するAWACS売り

込みに対して，米国内で，対議会工作を始め

として，どのような政治的行動を起こしたか，

という質問については，サウジアラビア系の

ロビイスト・グループ・との強い対立の中で，

議会及び軍事筋に対する政治的行動を繰り広

げたとのみ述べられた。なお,AIPACに

は，4人のロビイストがいるとのことである。

V、その他

ForeignPolicyAssociation(外交

政策協会），国際連合広報課，プリンストン

大学MariusJarlsen教授訪問。

（大林）

最後にこの分科会を楽しくかつ有意義なも

のにしてくれたメンバーに感謝するとともに，

また来年，アメリカ側のメンバーのうち3人

は第37回日米学生会議の実行委員として来

日するのでその時に会えるのが楽しみである

と書いておく。
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法と倫理

浜松医科大学5年

城 所 望

はじめに

近年の科学技術や医学の発達はめざましく，

それは，人工臓器に主る生命延長，体外受精

による不妊の克服，不治の病の克服等を可能

とした。これらの業績は，一見，輝かしいが，

一方では，「人間の尊厳」について，新たな

問いを投げかけている。遺伝子操作，安楽死，

人工妊娠中絶，死刑等の生命倫理に関する問

題には現在大きな関心が寄せられている。又

倫理，道徳の低下が叫ばれる中で，文書検閲

売春，同性愛等の社会倫理が問われている。

法と倫理の分科会では，これらの倫理問題に

関して，法がどのような規制をなすべきかと

いう視点を持ちつつ，論文の発表，野外研修

を行なった。ここでは，メンバーの論文に関

する討論と，野外研修のいくつかを以下の順

で紹介したい。

1）死にゆく人々のケア 城所望

2） 安楽死 AllenMiner

3）人工任娠中絶 中尾美津子

4）国立保健研究所(NIH)訪問

5)Flower病院（障害者のための病院）

見学

6）死刑制度 森本 大

LynnBotelho

7）メリーランド州刑務所見学

8）「検閲一五百年の闘争の歴史」展

見学

9）検閲一表現の自由の抑制

DouglasGrob

10） 社会における法と倫理 最上 裕子

☆ ☆ ☆

1）死にゆく人々のケア 城所望

癌患者に対してその病名を告知すべきか否

か，末期患者の看護はどうあるべきか等の討

論が行なわれた。

病名告知の問題に関しては，癌の病名を患

者に告知した経験がある日本の医師がわずか

16．9筋であるのに対し，米国の医師の99

冊は告知するという大きな違いは興味深かっ

た。日本では告知により患者が失望するのを

恐れているのに対し，米国では患者の「知る

権利」が強調されているのが大きな理由のよ

うである。病名告知の是非について討論を重

ねた結果，「患者は自分の状態について知る

権利を有するが，知らずに過ごす権利が優先

する場合もあり，判断は，家族，医師，看護

婦，ソーシャルワーカー等によるチームアプ

ローチによってなされるべきだ。」という結

論に達した。

告知後のケアとしては，日米のホスピスに

おけるケアの問題がとりあげられ，米国ホス

ピスでは治療放棄が早すぎるのではないかと

いう指摘がなされた。

2） 安楽死 AllenMiner

医学の進歩は，平均寿命の延長と共に，脳

死患者や植物状態の人間という問題をもたら

した。羊水検査で胎児の先天性疾患がある程

度判断できるようになり，この検査で異常が

認められた場合，人工妊娠中絶が許されるか
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否かという問題も生じてきた。安楽死は一般

に認められうるのか？消極的安楽死（治療の

停止等）ならば許されるのか？生命維持装置

除去等の積極的安楽死も認められうるのか？

安楽死の是非について討論する中で，私達

は，「受精の瞬間から個体の死に至る童での

Ⅱどこに線を引くべきかⅡ」という大問題に

直面した。この問いに関して明確な答は得ら

れなかったが，生命の価値について深く考え

させられた討論であった。

3）人工妊娠中絶 中尾美津子

人工妊娠中絶においても，受精後いつから

人間とみなされるかという問題が生じる。人

により「人間」の定義が異なる以上，明確な

線を引くことは不可能であり，胎児は完全な

人間への発展過程にあり，徐々に権利を獲得

していくものと考えるべきだという指摘がな

された。

胎児の「生きる権利」と親の「選ぶ権利」

とどちらが優先されるべきかという問題に関

しては，これも又いろいろなケースがあり一

律には言えないが，男性メンバーが胎児の

｢生きる権利｣を，女性メンバーが母親の｢選

ぶ権利」を主張する傾向がみられたのは興味

深かった。

中絶の代替案としてアメリカでかなり普及

しているという養子制度が話題となった。日

本人が血縁を重視することからか養子制度に

異和感があるのに対し，アメリカ人にとって

養子制度はごく自然に受けとられるようであ

った。

4）国立保健研究所(NIH)訪問

安楽死や中絶等の討論で生じた多くの問題

を抱えて，私達はワシントン，．C・にある

NationallnstituteofHealth(NI

H)を訪れた。NIHは，米国厚生省公衆衛

生総局の一組織である。私達は，研究による

危険から生命を守ることを目的としたOffice

ofprotectionfromresearchrisks

のディレクターであるMaccerthy博士にお話

を伺う機会を得た。ここでは，研究に関する

医療倫理基準等が決められる。決定を下す委

員会は，男女両性を含み，非科学者（法律家

・宗教家・大学教授等）も含んだ様々な分野

の委員により構成されており，私達の討論で

しばしば問題となった''誰が決定を下し得る

か''という問題に対して現実的な示唆が得ら

れた。科学の探求に偏り，ともすれば生命倫

理の探求に欠けてしまいがちな科学者に対し

て歯止めとなるべき人材が必要なのであろう

と感じた。

ルhccerthy博士は，医の倫理に関する国

際規定やその歴史的変遷について語って下さ

り，私達は，科学の探求と医の倫理のバラン

スを保つ決定の重要性について考えさせられ

た。

5) Flower病院見学

ニューヨークでは，重度の障害者の為の病

院であるFlower病院を訪れた。スタッフの

方々から，障害に対する医療・福祉の変遷，

現状等についての話を伺うことができた。ア

メリカでは，障害者に対する医療・福祉のあ

り方にまで生産力中心主義，自由放任主義が

働き，働く能力を有しない重度の障害者は忌

避される傾向が強いようであり，3千万人以

上の貧民を豊かな社会のなかに無権利・無知

の玄ま沈澱させる制度の問題と共通するもの

を感じた。

Flower病院内を見学して印象的だったの

は，スタッフの障害者医療に対する姿勢であ

った。音楽を用いた集中力訓練や，食事の指

導等，そこには，子供のわずかな発達にも価
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トーマス･ジェファーソンが大統領在任中

の1804年に建てられたメリーランド州刑

務所見学は，私達日米両学生に最も強い印象

を与えた。私達が訪れたのは,Maximlnn

Securityという，凶悪犯600人(15

人の死刑囚を含む）を収容する最厳重設備の

刑務所であった。厳重なチェックを受けて中

に入ることを許された私達7人は，独房，運

動場，作業場等を見学した。驚いたことに，

私達の見学中すぐ横で掃除をしたり，食堂で

働いていたりした人女も全て囚人ということ

であった。私達日本人には，囚人の人権と自

由が予想以上に認められているように思われ

驚きであった。

1時間半余りの見学の後，刑務所長と，死

刑問題，囚人に対するリハビリテーション，

刑務所内での問題に関する討論をQ&A形式

で進めていった。刑務所長自身，着任前は死

刑廃止論者であったにもかかわらず，今では

必ずしも死刑廃止をすべきではないと考えて

いる等，興味深いお話を伺った。犯罪者の人

権問題の難しさを胸に，私達は無事，ル出獄M

したのであった。

8） 「検閲一五百年の闘争の歴史」展

見学

ニューヨーク市民図書館で催されていたこ

の展覧会は，西欧と米国における，知識と思

想の表現及び入手に関する闘争の歴史を綴っ

たもので，実際に検閲を受けた文書，絵画，

印刷物（印刷機が発明された十五世紀以後，

権力による検閲は厳しくなる）を見学するこ

とができた。

15～17世紀の検閲の大部分は宗教に関

するもので，カトリックによる，う。ロテスタ

ント波及を阻害するための検閲，新旧両教徒

による聖書の翻訳表現の検閲の歴史は，宗教

値を見出し進歩をとらえる目があった。とも

すれば健常者の価値を絶対化しがちな私達に

とって新しい視点を与えられたように思う。

人間の価値は能力の有無ではなく，人間存在

そのものにあるのではないだろうか。

6） 死刑制度 森本大&LynnBotelho

現代の犯罪，犯罪者，社会の状況に対して

応報刑か教育刑かの二元論では対応できない

ということは，全員が同意するところであっ

た。犯罪者の人権・人間の生命尊重を考えれ

ば，当然，犯罪者の更生と社会復帰をめざす

教育刑がとられるべきなのであるが，いかな

る手段を用いても更生されえない犯罪者が存

在する事実と，無期懲役刑の仮出獄中に殺人

を重ねる犯罪者の存在を考え，そのような犯

罪者にどのような対応がなされるべきかが議

論の中心となった。そのような非社会的犯罪

者に対して，死刑がなされるべきであろうか

？それとも仮出獄など一切なしの無期懲役刑

がなされるべきか？ 私達は議論の結果，死

刑には無期懲役刑に比べて特別な犯罪抑止力

が証明されないことや，人命尊重の観点から

後者を選択するに至った。しかしながら，仮

出獄なしの無期懲役刑の犯罪者の人権も一考

されるべきであり解決は困難である。

死刑制度に関して必ず問題とされるのは，

誤判の可能性，犯罪抑止力，犯罪の社会責任

性等であり，それらをふまえた上で最も時間

をかけて討論されたのは，人間の生命に関す

る問題である。私達は人命尊重の立場から，

釈放なしの無期懲役を選んだが，死刑と比べ

てどちらが非人道的であるかは，過去の歴史

や国によって判断が異なることからもわかる

ように，人間の生命に関する問題だけに，結

論を導き出すのは容易なことではないだろう。

7） メリーランド州刑務所見学
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戦争の歴史でもあった。

16～17世紀の検閲もキリスト教の教義

を中心に行なわれたが，同時に国家も検閲を

行なう権力となってきた。この時期に，コペ

ルニクス，ガリレオ，ジョン・ロックらが表

現の自由の抑圧を受けた。

17～18世紀に啓蒙主義が台頭してくる

につれ，検閲をめく‐る抗争が激しくなり，欧

州での政治討論が広まるにつれ，権力に対す

る反抗は，独裁政府の力を越えるようになる。

19世紀になり，政治的，思想的表現への

抑圧が緩んでくると，道徳上好ましくないと

される表現への検閲が始まり，政府の個人的

道徳への干渉が増していった。

その後，第二次世界大戦に至る雀で，ヒッ

トラーはじめ，独裁者による政治的表現の抑

圧は絶えなかった。

以上の検閲の歴史を振り返ることにより，

私達は，検閲の歴史が権力闘争の歴史であっ

たことを強く認識した。又，ロレンス等，現

在では高く評価されている数含の芸術作品が

ある時代の道徳には反するために，修正され

ている事実を知り，道徳の普遍性について考

えさせられたのであった。

9）検閲一表現の自由の抑制

DoUglasGrob

検閲展で見たように，検閲は人類の文明の

歴史を通じ，さをざ玄な形で行なわれており，

現在も活発な議論の対象となっている。政府

は，個人の自由を保障し社会的安定を図りな

がら，どこ童で個人の生活に関与できるのだ

ろうか。

検閲の対象には，1）攻撃的表現（ポルノ，

わいせつ，暴力等の表現），2）政治的表現，

の2つがある。攻撃的表現の社会的害悪性を

見極め，何を攻撃的とし，何を攻撃的でない

とするかは大きな問題である。政治的表現に

しても，全てを公開することが必ずしも国民

の利とはならない事実をも考慮した上で，知

る権利や個人の自由と，情報公開の限度との

関係を考えなければならないだろう。

討論の結果，私達は以下の合意に達した。

「表現の自由」や「知る権利」は，民主主義

社会に固有のものである。文化と社会規範は，

無制限な表現の自由を阻む（ある種の社会的

地位につく人,々はある表現をしてはならない

等）ことがある。又，子供の健全な成長や国

家的安全を図るために検閲が必要である場合
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もあるが，検閲がほとんどの場合，非民主主

義・社会的権力の不当な行使であったことを

私達は忘れてはならない。

10） 社会における法と倫理 最上 裕子

何が正で何が悪か？倫理とは，法とは何な

のか？私達は最後の討論の場で，法の機能を

考え合わせながら，社会における法と倫理の

あり方について討論した。

人間は，異なる社会では異なる道徳心を形

成し得る。又，世代により道徳心は異なると

も言える。異なった道徳心が存在する異なる

社会や世代において，ひとつの法を定める場

合，誰がその決定をしうるであろうか。

倫理を，人間の，考え方・行動の規定とし

てとらえると，社会的倫理と個人的倫理に分

けることができるだろう。両者は相互に作用

し合い区別し難いが，後者が主に宗教・家庭

その他の個人的基盤より生まれ，個人の益を

目的としているのに対し，前者は社会秩序を

維持するために必要不可欠なもの，すなわち

法と呼応して社会の益を守っていると言える

だろう。

民主主義社会において，法は大多数の個人

的倫理に基づいて形成される社会的倫理の一

部であると同時に社会維持の機能をも果たし

ている。では，社会が変化し，その社会の大

多数の倫理観に変化が起きた時，法はどうあ

るべきなのだろうか。

法はあくまで社会的倫理に沿ったものでな

ければならないが，社会的倫理を先導する機

能をも持つ。法がどの方向に社会的倫理を先

導すべきかは非常に難しい問題ではあるが，

大切なことは，正義を実現しようとするもの

とみなされる場合にのみ，法は価値をもつ，

ということであろう。

おわりに

以上述べてきたように，「法と倫理」の分

科会では，法と倫理に関する様,々な問題につ

いて討論や野外研修を行なった。私達は，最

終的に何らかの合意を得ようとしたが，各自

の倫理観，生命観等の違いから，それは容易

なことではなかった。しかし，討論を通じて

私達は様左な価値観が存在することを認識し

ロ相互理解、へ向けて前進できたと思う。そ

して，分科会を通じて提起された，人間の尊

厳・自由・平等などの問題を，私達はこれか

らも引き続き考えていくに違いない。

少数派問題

大阪大学文学部2年

細 川 裕 子

1984年の夏は終わった。その密度の濃

さゆえに，日本に帰ってきて一カ月経った今

も，どの程度この分科会の全体像を把握して

いるか，不安は隠せない。しかしながら分科

会の討論を織り成してきた様々な横糸，縦糸

といったものを考えることで，いったい何が

織り上がったかを考えてみたい。

1．横糸，もしくは論題について

論文発表（発表順）及び野外研修

1．同和問題について

米側コーディネーターMaroSiraiSi

は日本の被差別部落民の政治的アイデンティ
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ティーについて発表を行なった。日本におけ

る他の少数派，例えば在日朝鮮・韓国人・難

民の人たちは，自分たちの属する民族に対す

る誇りから生れるアイデンティティーを，差

別と闘う大きなバネとすることが多い。一方

同和問題の場合は，差別する側もされる側も

同じ文化的基盤を担う日本人としてのアイデ

ンティティーを持っているわけで，被差別部

落民は差別と闘うための拠所となる独自のア

イデンティティーをみつけなければならない。

そこで彼は政治という視点からこの問題を考

えたのである。政治は直接参加するものであ

る，という意識が米国人には強いと言われる

が，彼の論文を通してもそれが感じられた。

米国人は米社会で生き残っていく為にロビー

（院外団）活動等を通じて自分達の利益を政

治の場でどんどん主張していき，政治に影響

を与えている。こういった彼らの政治参加の

態度から，同和問題解決に向けて得るものは

大きいと思われる。

日本側からは堺谷真人が，なぜ同和問題の

解決が難しいのかを，歴史・宗教等のリサー

チを通じ発表した｡「日本人が少数派の人々

に対して抱く差別意識の根底には稜れの忌避

（神道のケガレの概念に因る），恐怖（自ら

の領域を侵されることに対し感じるもの），

そして見慣れぬ者への不信感の3つが存在す

る。被差別部落民への差別はこれらが盤根錯

節の状をなす所に位置しており，為にその払

拭は一段と困難なのである」というユニーク

な意見を述べた。解決については，確かに難

しい問題ではあるが，差別自体が偏見,迷

信，誤解に基づく筋の通らないことであり，

啓蒙を目的とした運動が大切であるという点

で意見がまと玄った。米国側参加者からは，

日本人が日本人を激しく差別する同和問題は

理解し難い，という意見がよく出された。

2．政治的多元主義，その可能性と限界につ

いて

日本側コーディネーター吉田典子は，アメ

リカの民主主義について考察し，政治的多元

主義に関する発表を行なった。「政治的多元

主義とは，類似するアイデンティティーをも

つ人之が集まり，利益集団を作って政治的意

思決定に参加することであり，アメリカ型民

主主義の本質である。しかし個々が利を求め

る究極は，利益集団の細分化であり，多様化

した利害の対立ではないだろうか」，と疑問

を投げかけた。また，「個人の意思を意思決

定過程に最も効率的に反映させる多元主義の

機能を最大限に生かすには'1自己の主張が社

会全体の利にも結びついている↑!という証明

が必要なのではないか」と述べ，少数派問題

についてだけでなく，広く政治参加について

比較，討論する糸口を数多く与えてくれた。

野外研修では，ワシントンD.C.の上院議

院会館内でロビー活動についてお話を伺った。

様‘々な政治的利害がひしめいているアメリカ

において，各グループの意思を政策に反映し

ていこうとするロビー活動は大きな役割を果

たしている。正確な数字はわからないが，登

録されているだけで600団体，約1万人の

人々がロビー活動に関係しているそうである。

アメリカ政治にロビーが具体的にどう関わっ

ていくか，等を伺えた点に意義があった。

3．アイヌ人について

日本の原住民説が有力なアイヌ人について

その起源，人種の謎，日本人による侵略,人

口の激減と日本人への同化（混血がすすみ，

純粋なアイヌ人はいないといわれている），

そして危機に瀕しているアイヌ文化，及び政

府による強力な文化保護の必要性について，
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筆者は発表した。討論では，日本の歴史，文

化について，またアメリカの原住民について

も言及され，幅広く話し合った。少数派に対

する保護政策については，優先措置（社会的

弱者のために，機会の平等よりも結果の平等

を推進するための社会政策で，アメリカでは

実施されている）について米国側参加者から

その実状を聞きつつ，日本での適用について

考えた。

4．難民について

中井川玲子は，国際的に非難をあびた日本

におけるイント・シナ難民への待遇の悪さに注

目し,をたこの差別をもとに，日本人の外国

人に対する偏見について考察した。この論文

で注目すべき点は，政府は帰化の条件として

自国の文化を捨て日本の文化に順応する，と

いう項目を挙げているという事実を指摘した

点，日本人には単一民族同質国家という偏見

(I!日本人は皆同じである'’という社会意識も

しくはグループアイデンティティーにつなが

る）や異なる民族に対する差別感があるとし

た点，また一般的日本人論はこれらの偏見を

基盤としており，教育の場において教えられ

ている例として''タテ社会'’’’1甘え'1，

Ⅱウチとソト'1などを示している点である。

討論では，日本は本当に''単一！'国家なのか，

なぜ単一と思いやすいのか，等について話し

合った。

野外研修では，ワシントン，．C･の保健福

祉省を訪ねた。難民の定住計画の概観から歴

史，具体的問題について伺った。現在，4万

人の難民が米国に住み，その50妬は東南ア

ジアからの人'々である（最近はアフガニスタ

ンからの難民も増えているそうである）。難

民の経済的独立を目標においているそうであ

るが，政府の態度が積極的であったこと，難

民の文化，宗教などの民族性を擁護している

こと，等を伺えた点に意義があった。

5． ユダヤ人について

デューク大学のDavidGoretはアメリ

カのユダヤ人について発表を行なった。ユタ・

ヤ教は教典の解釈をめぐり3つの宗派に分か

れている。すなわち正当派（6％）－最も

厳格，改宗派（26冊）－キリスト教でい

えばプロテスタントに相当，そして中間派

（32妬）－前者2つの中間的存在である。

そして残り32妬のユダヤ人は自分達を無宗

教とみなしている。32妬という大きな数字

は，宗教上の結束を通じての政治的影響力

（現在ユダヤロビーの持つ力は重要である）

を低下させるのではないか，という危倶がか

なりあることを彼は示した。またDavid

Goretは｢私はユダヤ人であると同時にアメ

リカ人でもあり，時にはユダヤ主義(Juda-

ism)とアメリカ精神(Americaism)の

間でジレンマを感じる。しかし私がユダヤ人

であるのはユダヤ人家族に生在れたからであ

り，すばらしい文化をもつユダヤ人の一員と

して生を享けたことを誇りに思っている。だ

からユダヤ人としてのアイデンティティーは

大切にしていくだろう」と語った。彼の発言

は，「少数派問題」分科会での重要な問題の

1つである，各民族のアイデンティティーを

考えていく上で，大きな示唆を与えてくれた。

野外研修ではニューヨークにあるJewiSh

Corm'unityを訪ねた。ヨーロッパからのユ

ダヤ人移民たちがニューヨークに到着後，ま

ずはこの場所に落ち着いてアメリカの生活に

なじんでいったそうである。ほとんどが古い

建物のままで（レンガづくりの高い建物が多

い）当時の移民達の生活が現在見ている風景

と重なったりした。アメリカの歴史を垣間見
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るような場所に足を踏み入れ，その風景を見

ながらものを考えることができたのもアメリカ

で開かれたJASCならではである。今後も

こういう野外研修を続けていってほしいと思

う。

6．アメリカと日本の現代女性について

分科会の討論をいつも手際よく進めてく

れたChrisKnappは，女性は社会的には少

数派であるという観点から発表を行なった。

wWoman;The51%Minority'!と彼女は

言う。男女が平等なのは学校を卒業するまで

で，一歩社会に出てしまうと，限られた就業

の機会，限られた職種，職場等，数多くの試

練を受けねばならない。！'少数派Ⅱとは必ず

しも社会での絶対数が少ない人,々と限らない

のである。日本側参加者が日本での準備段階

でⅡ少数派''の定義を考えたとき「数の多少

ではなく社会的に不当な待遇，差別を受け，

自らも差別されていると感じている社会的グ

ループ」ではないかと話し合ったが，この定

義は社会における女性についても当ては在る

と思う。ChrisKnappは「意識をめざめさ

せること，そしてそれを発展させていくこと」

の必要性を述べたが，これは社会に対しても

また女性にとっても重要である。「要は一人

一人が社会的圧力なしに自分の好きな道を選

べる状況があるべきだ」という意見があった

が，正にその通りであろう。

7．野外研修（補足）

全部で7カ所を訪問させて頂いたが，毎回

異なった少数派グループの人達にお話を伺う

ことが出来，様々な民族性や諸問題に触れ，

考える機会を得たのは非常によい経験であっ

た。前述以外の4カ所について略述する。

①内務省インディアン局（ワシントン，.Q)

インディアンとしては初めて海軍に勤めら

れたというThomasOxendine氏にお話を

伺う。レーガン大統領がインディアンの部族

政府制を支持していることをはじめ，インデ

ィアンに対する合衆国の法律，土地問題など

について話された。残念であったのは，話題

が政治問題中心であり，インディアンの現在

の生活はどうなのか，彼らの抱えている諸問

題はどうなのか，等について伺えなかったこ

とである。

② フ・エルトリカン・センター（ニューヨーク）

プエリトリコの歴史，文化，言語（スペイ
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ン語）の教育を目的としている機関である。

2カ国語教育（スペイン語に重点を置く）に

は特に力を注いでいるとのことであった。こ

れは，たとえプエルトリコ人であっても米国

生まれ米国育ちである場合には，母国語よりも

英語を得意としており，この事態に対応する

ためである。政治的問題としては，代表を国

会に送る権利がないために仲間に投票するこ

とができない，そしてそのために自分たちの

意思を政治に反映できない，ということを挙

げられた。何に関係してかは覚えていないが

同じスペイン語を話してもチカーノ（メキシ

コ系アメリカ人）とは親しくないとおっしゃ

っていた。

③全嘩色人種地位向上協会<NAACP>

（ニューヨーク）

有色人種運動団体として最も歴史が古く，

1909年設立の白人有色人の協力団体であ

る。「当協会については配った資料を読めば

わかるので，今日は日本のことを教えてほし

い」という協会の方の考えにより,JASC

の学生と黒人学生4人との談話形式で進めら

れた。日本のことについて少し話した後で，

黒人対象の優先措置（前述）について討論が

行なわれ，「もう対等に伍しているのだから

この措置を黒人に適用する必要はない」とす

る意見と「まだ完全に対等にはなっていない

のだから必要である」という意見に分かれた。

別れ際に協会の方が「質問があればいつで

も協会の方へ手紙を書いて下さい」と声をか

けて下さった厚意がとても嬉しかった。

④ チャイナタウン（ニューヨーク）

まずここの一角にあるC・P．C.(China-

townPlanningCouncil)でお話を伺

う。かなりクセのある英語を話される方で，

あまり理解できなかったのであるが，興味深

かつたのは，在米中国人の多くは二大政党に

属しておらず，1つの政治勢力になりうると

いうこと，そして教育に関しては，中国人と

しての民族性もちゃんと教えるようにしてい

る点である。お話しを伺った後チャイナタウ

ン全体を案内して頂いた。かなり広い範囲に

渡り''中国!'の景色は続くのであるが，カナ

ル通りを渡ると，そこはもうリトルイタリー

とよばれる一帯であり，チャイナタウンとは

全く異なった町並が広がっているのである。

北海道から沖縄まで，基本的には似たような

景色の続く国からきた者には，ショックであ

ると同時にどこか心が躍るような，そんな風

景であった。

Ⅱ、縦糸，もしくは各テーマについて

分科会の討論の中には，1回限りではなく

全体を通じて何度も話題になったテーマがあ

った。紙面の関係上，それらのうち2つだけ

を取り上げて書いてみたい。

1．「少数派問題」の受け取られ方について

会議が始まって気付いたのは，「少数派問

題」という分科会の名前自体の受け取られ方

が，日本側と米国側では必ずしも一致してい

ない，ということであった。アメリカはⅡ人

種のるつぼ↑’’'サラダポール'1Mモザイク社

会M等女に例えられるように，多くの民族が

寄り集まって成り立っている社会である。そ

して'!～系米人'！という呼び方が示すように

アメリカ人は多かれ少なかれ少数派の一員で

あるといえる。そのため，各グループが活発

に自己主張しないと生き残っていけない厳し

さがある反面，意見を主張でき，また差別問

題が公に取り上げられるという環境が整っ

ている。一方日本では，圧倒的多数の、日本

人!!（カッコに入れたのは，歴史を朔れば日

本人自身も混血の産物であり，’1純粋な日本
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人nは存在しないからである）が，外国人や

被差別部落民といった少数の人々を差別する

という構図になっている。日本はまだ「同一

民族の同質社会」という思い込みから抜け切

れておらず，少数派の人含の自己主張の声に

も鈍感さからくる無理解な反応を示すことも

多い。以上のように「少数派問題」の受けと

られ方は，日米両社会でかなり違いがあった。

2．アイデンティティーについて

野外研修で「民族性を大切にして教育を行

なっている」という話が主<出された。この

事は民族のアイデンティティーを持つことが

種々雑々な入念の住むアメリカでいかに大切

かを示している。また政治参加において，自

分たちの意思を表明し権利を主張していく為

には，自らのアイデンティティーを明確にす

る必要があろう。これらのことから，アメリ

カを考えるとき彼らのアイデンティティーは

1つの鍵になると考えられる。

Ⅲ、部分と全体

分科会の玄とめとして，最後に次のような

ことを話し合った。

異なった民族，又は異なったアィデンティ

ティーを持つ者が交流する場合，初めは他方

を漠然としか理解できず，誤解から偏見が生

じる場合もある。しかし個人レベルの交流が

深まることで，その理解はより具体化され，

誤解もとけていく。異質なものの交流には，

こういった草の根的な，地道な過程が重要で

ある。JASCで日米の学生が集い個左の学

生がお互いに理解を深め啓発し合うことは，

この点で意義深い。また，複雑な要素は絡ん

でくるが国と国の外交についても，基本的に

は同じことが言えよう。機械はその歯車がう

まく噛合った時全体がう古く動くが，個々の

人間も在た，相互理解を深めることでより大

きなものを動かしていくバネとなるのである。

付．最後になり玄したが，日本での準備段

階において，直接お目にかかったり，また電

話，手紙などで多くの方々から貴重な助言を

頂きました。おかげさ室で，各自の論文及び

アメリカでの会議で役立てることができまし

た。スペースの関係でお名前を書くことが出

来ませんが，すべての方々にお礼申し上げま

一鵯

，o

社会における男女の役割

明治大学文学部史学科4年

勝 呂 哲 也

の先進国（先輩？）であるアメリカに赴き，

現地学生とのディスカッション，野外研修に

おいて実際に運動に携わる人々との接触を通

して彼ら，彼女達の問題の捉え方，その問題

の背景などをはじめとして学んだ様左な事は，

これからの日本社会でさらに拡大するであろ

う女性運動を考えていく上で大きな収穫にな

「婦人に対するあらゆる差別を撤廃する」

という国連の婦人差別撤廃条約の批准の期限

を来年に控え，政府は国内法の整備にとりか

かっているがそれに伴って雇用問題を中心と

して今まで支配的であった｢男は仕事,女は家

庭」という意識に，にわかに論議が巻きおこ

っている。そのさなか，我'々が女性解放運動
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F 訂 －

ったと思う。

全般的な傾向として議論が集をったのが現

在の日本女性の置かれている状況である。特

に今回の特徴として，日本側に，実際に職を

もって（アルバイトではない）日本社会におけ

る男性支配の厚い壁を身をもって経験した女

性参加者がいたということがある。彼女の主

張から我,々は，学生にはなかなか知り得るこ

とのできない多くの現実を認識し，それらを

基により発展的で現実味のある議論を行なう

事ができた。

以下この報告では論文において各人が主張

するところを中心にまとめていきたい。

<JASCにおける「男女」分科会の意義＞

1．男女問題を通してお互いの社会を学び

社会面から日米両国の相互理解をはかる。

すなわち，人類構成の基本要素である男

と女に対する両国民の意識の違い，社会

を構成する最小単位である家族に関する

諸問題を論じあうことによって両国社会

への認識を深める。

2．男性の女性への差別を人権問題と捉え

日米両民主主義国家において50パーセ

ントの少数派である女性の声を社会にど

う反映させるのかを問う。日米の比較を

論じつつ，お互いの国における両性の平

等な人間としての平和共存への道を検討

する。

1．アメリカの現状

全米最大の女性権利拡張運動団体であるN

OWが，男女平等を憲法に明記する修正案

(E･RA)批准の望みをモンデール氏に託し，

また彼に圧力をかけて初の女性副大統領候補

としてフェラーロ女史を擁立させることに成

功し，政治運動はかなり盛りあがっている。

（ちなみにモンデール氏はNOWのメンバー

である。）

職をもつ女性も1950年との比較では，

当時の約3倍となっており，日本ではとても

想像しがたいことであるがアメリカの家庭の

15．5妬において一家の稼ぎ手(bread

winner)は女性であり，さらに約600万

人の女性は彼女達の夫よりも稼ぎが多い。ビ

ジネススクール，ロースクールなどでも学生

のおよそ-とは女性で占められている（もっと

もこの寺という数字の背景にはある一定人数

の女性を入学させる義務が法によって学校側

に課されているからでもある｡)実社会へ向

けて女性の人材が育成されるにつれ，雇用に

おける差別は徐々に減少傾向にあるものの，

昇進。賃金においては依然としてその格差は

縮まり難い状況である。（大学，大学院で5

年以上の教育を受けた女性の平均的な生涯賃

金は同じ教育を受けた男性の63．5妬である

という数字がでている｡)男性側の意識も徐

々に変化しつつあり，彼らの家事参加も目立

ってきている。在た彼らの中には「男にも家
● ●

事.育児を行なう権利があるはずだ」と家庭

内労働における不平等を主張する人々まで登

場している。（1965年当時との比較では

夫達は週平均12～14時間も多く家で時間

を費やすようになっている｡)

子供の性役割意識形成において影響力の強

いテレビ番組においても，女性は従来の専業

主婦的或いは従属的な描写のされ方から，家

族の稼ぎ手としての女や，独立した女として

描かれるようになっている事はご存知の方も

多いと思う。

2．家庭における夫婦の役割

このように男性支配社会に女性の社会進出

が進む中，今までには存在し得なかった新た

な問題が男女間に生じる。そこに焦点を当て
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たのが「妻が夫より稼いだ時一アメリカ男性

への影響」という論文である。彼はこの論文

において特に夫側への心理的影響にポイント

を置き，一家に2人の稼ぎ手がいると，その

夫婦関係，家庭生活への影響はどうなのかに

ついて議論が集中した。ここで問題となるの

は，夫の家事，育児負担である。

女性の自立・解放は家庭において夫婦の役

割分業化が存在する限り大きな困難に直面す

る。すなわち，結婚後女性が職を持つ場合で

も家事･育児の負担はほとんど女性（妻）に負

わされるからである。男女相互の家事，育児

参加が必要な事は言う左でもないことである。

この男性の家庭内労働参加を取りあげた議論

において興味深かったのは，女性のMater-

nityLeave(産休）に対して男性もPa-

ternityLeave(この言葉の持つ観念が日

本社会に存在しない為訳しづらいが，ここで

は育児休暇とする｡）を取るべきであるという

意見が出されたことである。父親にも子供を

養育する義務又は権利があるという考えに基

づくこの意見は，現状の社会構造を考えるな

ら難しいことであるが，理想としてはもっと

もであると分科会参加者の多くの賛同を得た。

また日本における夫婦役割を扱ったのが

「家庭内の夫婦の役割」という論文である。

戦前にあったような家族内における道徳は戦

後新憲法が制定され民主化が進んだにもかか

わらずその役割規範が現存している状況の中，

様々な家族における問題をひきおこしている。

家庭内暴力を中心に議論が進んだ。

3．（日本の）働く女性の問題

前述したようにこのトピックが今年の「男

女」分科会において一番頻繁に議論されたこ

とであった。論文は日本側から「日本におけ

る働く女性」と題された実体験に基づく差

別の現状とその問題点を指摘したものと，ア

メリカ側からは綿密なリサーチの上に書かれ

た「日本の雇用平等法案と問題点」の2つが

提出された。前者に関しては，会議の全般に

わたって議論がなされた。その論文における

大きな論点は玄ず，外見的に現在自分達の置

かれている状況に満足し,ているかのように

見える日本女性の従順は，長い伝統のもと

に築かれた男性支配社会を仕方ないものとし

受け入れた上に成立している従順であるとい

うことであって，決して女性個人の内面的自
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発性に基づいた民主的な従順ではないという

事である。その主うな社会構造に疑問を投げ

かける運動が起こってもその運動は少数派は

少数派でしかあり得ない日本社会の保守性の

中に埋没してしまう公算が強いので現状を受

け入れている方が楽であるとの考えによるも

のである。よって彼女達の運動への沈黙は決

して現状肯定を意味するものでなく，機会さ

え均等に与えられるならば多くの女性はその

機会を生かしたいと考えている。

また2つめに，先にも述べたが日本社会は

保守的である為外国からの圧力がないとその

構造，法，それに伴う制度を変えることは困

難である為，外からの圧力が必要であるとい

う事である。もっとも法を作っただけで人々

の意識までもが変えられるものだろうかとい

う否定的意見もあったが，現在の日本の現状

を考慮するなら，大きな変革を成し遂げるに

は外からの圧力が必要であると我々は結論し

た。

をた日本の女性は彼女たちの意識によって

束縛されているとしたのが「女性解放への道」

という論文である。我々の社会および男性が

女性に対して要求しているモラル，既成概念，

習慣等が女性の行動範囲を限定しているので

はないかとの考えから女性解放に向けてまず

女性自身がそれら社会通念を自分なりに判

断し選択式ることが必要である。そして女

性は，仕事を通して経済的に独立し，依存本

質から脱却した精神的独立をする事が重要で

あるとの主張は，我々に法制面からだけでな

くその意識からの変革も大きな要素であると

いうことを再認識させた。

4．歴史的宗教的背景

アメリカ側からの「性別役割の分極化」と

日本側からの「倫理的サポート」という論文

を基に、現存する男女役害職念が歴史的に形

成される過程に大きな影響を与えたものは

何であったのかという問題に対する報告を

通じその概念の根本に存在する原理を認識す

るという点で教育的価値があったように思わ

れる。

前者においては主に中世の西欧社会にみら

れる女性蔑視の風潮が現在にまでその影響を

及ぼしているとの報告であった。そのような

風潮の源は，|日約聖書の創世紀に述べられて

いる女性のイメージ，すなわち女性は男性の

ためにつくられたものである，をたイブがこ

の世の悪の根源であるという神話は16世紀

の宗教改革の頃影響力を持つようになったの

であり，現在の神への信仰に，それ以前の神

の女性的側面が備わっていたならば現在ある

ような明確な性の両極化は生在れなかったで

あろう。そのような古風な考えを捨てるとこ

ろに，両性の平和へのヒントがあるのではな

いだろうかとの主張であった。

我々にとって男女の問題を神話的世界にま

でさかのぼって洞察するということは一種の驚き

であったと同時に，宗教的に物事を解釈する

方法に慣れていない事も手伝って，この考え

は多少難解だったようである。

西欧のキリスト教が性役割観念に影響力を

持ったのに対し，そのキリスト教的役割を日

本で果たしたのが需教であるというのが後者

の論文である。孔子によって伝えられた儒

教倫理が長い歳月を経て強化され，最終的

に体系化されたのが明治時代で，民法という

法によって強制力を持った儒教倫理はその後

敗戦まで支配的であった。そのような時代を

生きた我々の両親の世代が社会構成の上層部

にいる限り，女性解放は容易でないと述べた

のが何を隠そう私であったのである。をた現
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う捉えられていたのか（性の対象か，女神と

してか）をガイドの解説から学んだ。美術作

品にそのような見方があるという事は興味深

かった。

･WAP(ポルノに反対する女性の会）一女

性の体を商品として扱うポルノは女性解放の

妨げの大きな要因であるとする団体。ひじょ

うに過激な人達で男性憎悪の念に取りつかれ

ていたようだった。日本の性産業のピッグピ

ジネス化は大きな問題であると認識した。

終わりに

男女の問題は誰にでも身近で話題にしやす

いので我々は会議の分科会の時間のみならず

会議全般にわたって，また分科会のメンバー

以外ともいろいろと話しあった。分科会の内

容もいろいろな方面からのアプローチがなさ

れバラエティに富んだもので，兎角マンネリ

になりがちである議論に常に新鮮さを持たら

してくれた事は分科会をより興味のあるもの

にした。最終的に両性の平等な共存を図るに

はどうすべきかという具体的な方法案を出す

には至らなかったが，我々は会議を通して多

くの示唆を得ることができた。我々がこの分

科会を通して学んだこと，議論しあったこと

は，問題についての終点ではなく，出発点で

あるという事を確認しあって約1カ月にわた

る会議の幕を閉じたのであった。

最後になったが，昨年より会議の実行委員

としてこの分科会の為に奔走して頂いた関知

子さんが，健康上の理由から本会議参加を断

念したことは残念であった。彼女をはじめと

して今回の会議を成功にみちびいて下さった

皆さんにこの場を借りて心よりお礼を述べた

い◎

論文トピックスと分科会参加者

く家族問題＞

在における女性運動の在り方に疑問を抱いて

いる私は，男女対立ではなく平和的解決策

（運動の男性支持者を多くつくり，男性側から

も行なわれる女性解放運動）を提案したのだ

が，その提案も女性にあまり受け入れられな

かったのは，日本では男性優位意識がまだま

だ強く，私のような考えではやっていけない

という女性のシビアな現状認識がそこにあっ

たからなのだろうか？

野外研修

野外研修として我々は以下のような場所へ

足を運んだ。

･NOW(全米女性機構）一組織の概観，現

在の活動状況とそのポリシー，将来的な見通

し等についてお話を伺った。家庭内労働に対

する賃金はどうなのかという厳しいところか

ら始めた組織なのでその迫力には目を見張る

ものがあった。

･WATER(神学，倫理学への女性同盟）

元来，男性による男性だけの世界とされてい

た神学という分野に女性的側面からのアプロ

ーチを試みている団体。概観を伺うにとどま

った。

・平等の権利への父親達の連合一離婚訴訟に

おいてそのほとんどが女性有利に判決される

逆差別と戦う男性の団体。女性参加者には不

評であったが私をはじめとした男性達には，

差別されるとはこういうことだと感じる事が

できたのは収穫であった。

･MCC(同性愛者へ信仰の自由を求める教

会）全人口の潜在的には10妬を占めていて

黒人・婦人運動に次ぐ第3のアメリカの社会

運動になるだろうと言われている同性愛主義

者問題について考えさせられた。

・メトロポリタン美術館一中世の美術作品に

描かれた女性が，その時代背景を反映してど
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MichaelBelshe

「妻が夫より稼いだ時一アメリカ男性への

影響」

小松崎涼子 「家庭内における夫婦の役

割」

＜日本の女性＞

村田久美子 「日本における働く女性」

MariNakachi

「日本の雇用平等法案と問題点」

松田裕子 「女性解放への道」

＜歴史的宗教的背景＞

GeorgeRudolph

「性別役割の分極化一両性の平和をめざ

して」

勝呂哲也 「倫理的サポートー儒教倫理

の影響」

科学技術と社会

名古屋大学医学部2年

宋 敏 鎬

アメリカ合衆国において開催された第36

回日米学生会議「科学技術と社会」分科会の

報告を以下，討論と野外研修の各々について

行なう。

分科会討論は各参加者の論文発表及びそれ

についての議論という形式で行なわれた。分

科会構成員は米側4名，日本側3名の計7名，

7篇の論文が提出された。

まず，ハーパート･大学のJonathanPoli-

tzは，「第5世代コンピューター」と題さ

れた論文を発表した。

現在，世界の先進諸国の中で日米両国は，

''第5世代コンピューター''の開発に力を注

いでいる。’'第5世代Mそれは，真空管，ト

ランジスター,IC,LSIに続く新しい時

代の.コンピューターのことで，日本では通産

省が，米国では国防総省が政府機関として開

発を進めている。しかし実際には各企業に政

府が援助する形式をとっており，その点では

日本政府の方がより多額の援助をしている。

このことは，日米問の歴史を振り返った時の

鉄鋼，繊維，半導体等の貿易問題において批

判された政府の産業保護政策と同様である。

このm夢のコンピューター'' の完成には長い

年月が必要であるが，日米両国ともにその開

発を強力に推進していくものと思われる。

つづいて，プリガム．ヤング大学のDavid

Cannonが「日米におけるエネルギー問題」

と題する論文を発表した。

日米両国とも2度にわたるオイル・ショッ

クを経験し，それぞれ長期的なエネルギー政

策をうち出した。日本は，消費量の低減，代

替エネルギーの開発，石油輸入相手国の多様

化等の政策を表明し，米国の政策もほぼ同様

なものであった。このような背景の下で，

Davidは以下の諸点が重要であると指摘し

た。即ち第1に，政府がどの程度までエネル

ギー市場に介入すべきなのか，という点。第

2に，原子力利用の問題で，原子力は人間に

とって恒久的なエネルギーになり得るのか，

という点。第3に，長期的な視野に立った代

替エネルギーの各長所･短所とそれに適した
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利用法という点。そして第4に，高度情報化

時代のエネルギーに与える影響，という点で

ある。

関西大学の酒井幸秀は，産業ロボットの導

入と雇用に与えるその影響についての問題を

取り上げた。現在の日本では，世界の約80

妬の産業ロボットが使用されており，その結

果，各業界が世界的な成功を収めている。近

年，ロボット導入が加速化されるにつれて，

雇用に影響が現われはじめ，配置転換や，再

教育の問題，また，労働者の精神衛生の問題

が特に取り上げられている。日本の雇用関係

上，解雇(Lay-Off)のような問題は起こ

らないように思われるが，長期的には，雇用

機会は潜在的なものを含めて少なくなりつつ

あり，将来もその傾向は変わらないであろう。

このような状況下では，学校教育においても

これからの，コンピューターを中心とした社会

に対応できるような改革をする必要があるの

ではないか，と最後に酒井は論じた。

4番目に，オレゴン州立大学のJeffJohn-

sonが「科学者と政策決定」と題された論

文を発表した。

政治家が政策を決定していく際に最も考慮

しなければならないのは，その政策が果たし

て問題を解決するのかということと，その政

策をとることで何らかの不利益等が生じない

かということである。現代においては，あら

ゆる政策が科学抜きでは考えられなくなって

おり，政策決定の際に考慮しなければならぬ

2点にしても科学の力を利用することが多蝿

都市開発にしても，原子力発電所の建設にし、

ても，バイオテクノロジーの研究にしても，

科学者でなければ真に判断し得ない点があま

りにも多く，概して科学の知識のない政治家

が最終的な政策決定者であっていいのか，と

いう疑問が生じてくるのである。そこでJeff

は，政策決定の過程で，従来の助言者として

の科学者から，決定者としての科学者へと役

割を変化させるのがふさわしいと主張したの

であった。

5番目に，名古屋大学の宋敏鎬は，「科学

の理論と実践」と題された論文を発表した。

科学というものは一般に客観的で，妥当で，

脱主観的であると思われており，価値とか都

合と力いったものとは全く超然とした関係にある

と言われている。ところが，科学史を調べて

みると，科学の真理というものは各時代に固

有なパラダイムと呼びうるものの中にお当ﾊての

真理でしかないことがわかる。しかも，その

パラダイムは，何ら客観的で妥当な根拠の下

に出来上がったものではなく，それどころか，

その時代の社会的状況を直接に反映した全く

主観的なものである。つまり，知としての科

学は歴史社会的存在で，現代においては，そ

の合理主義がアポリアにあるのである。その

アポリァを克服するための方途として，宋は

ホーリズムを提唱し，それに呼応して，アメ

リカで台頭しつつあるニュー。サイエンスを

紹介し，その中で東洋思想の果たしている役

割を論じた。

6番目に，東京大学の原田彰宏は，「バイ

オテクノロジー，日米比較とその諸問題」と

いう論文を発表した。

原田はまず，遺伝子組みかえ，細胞融合，

受精卵移植を黒板を用いて説明した。ここで

は特に細胞融合とクローニングの技術が主に

説明された。次にこの技術が社会にどのよう

な影響を及ぼすかを説明し，バイオテクノロ

ジーにおける日米比較を行なった。しかし，こ

の発表で中心になったのは，最後の，バイオ

テクノロジーの引き起こし得る問題であった
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と言えるだろう。原田は，バイオテクノロジ

ーの引き起こし得る問題を，1.急速な研究開

発によって起こる問題，2.バイオテクノロジ

ーの社会への応用によって起き得る問題の2

つに分け，前者を安全性の問題と，科学の探

求に及ぼす悪影響に分けた。安全性の問題，

社会への応用が引き起こす問題については活

発に論じられ，前者については,EPA(環

境保護庁）や日本の環境庁が企業に対して強

いているような規制を打ち出せば良いという

結論に達した。後者については特に新しい生

物を外部に持ち出して用いる場合が問題とな

り，いざという時にはそれを回収する企業を

作ればよいという結論を得ることができ，将

来への具体的な方策を打ち出せた。

最後に，カンザス大学のCynthiaBall

が，「答えられていない質問」という論文を

発表した。

バイオテクノロジーが人間に対して行使さ

れる時，遺伝子の良悪を見極めて，悪いもの

を取り，良いものだけを伝えることはできる

だろう。しかし，遺伝子の良否を誰が調べる

のか，それは人間の遺伝子プールを狭めるの

ではないか等，バイオテクノロジーによって

性質の変えられた生物を外界に出す際の危険

性について討議した。特にこの技術が将来我

‘々に及ぼす影響を考えて，この技術に携わる

人間に遺伝学を含む教育を施すべきという点，

それとこの問題の解決のために，科学者，

政治家（神学者），市民たちの間の公開され

たコミュニケーションが必要という点で合意

をみた。

以上の7人の論文発表並びにその論文につ

いての討議に続いて，我々は野外研修を行な

った。研修を行なった場所は,NASA,マ

ロイ研究所,NIH(国立保健研究所),'

シントン国際クラブ，そして，フ・リンストン

大学プラズマ物理研究所の5カ所であった。

まず，バイオテクノロジーの問題に関連し

て，我々は「法と倫理」分科会との合同研修

として，米国化粧品メーカーのレブロンの経

営しているマロイ研究所をワシントンに訪れ

た。そこで得られた知見としては，業界の中

で国防総省の干渉が大きく見られたことが挙

げられ，平和利用の点で，危倶を抱かずには

いられなかった。

次に，再び「法と倫理」分科会との合同研

修として，我々はNIHの人間関連研究予防
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ンス・フォーラムを持った。我々は軍事産業

の代表者と国防総省のアジア担当の方と話し

合いを持つことができ，米ソ間の軍事的溝の

深さを，改めて認識させられた。

そして，最後の会議開催地プリンストン

では，プリンストン大学プラズマ物理研究所

へ行った。その目的は，この研究所にある巨

大な核融合の実験プラントIITFTRⅡの見

学であった。我女はこの研究所の主任研究員

である吉川庄一氏にこのプラントに関する説

明を受けたのち，プラント内を詳しく案内し

て頂いた｡プラントの大きさ，複雑さには言

う玄でもなく驚いたが，お話の中でも核融

合の将来の実用化の可能性や放射能もれなど

の危険性などについて伺うことができ大変有

益だった。研究体制の充実ぶりやここに研

究にやってきた人間の国際色の豊かさにも驚

いたのであった。

以上が第36回日米学生会議「科学技術と

社会」分科会の報告である。全体として，我

々参加者に快い充実感と，今後の一層の研究

精進への熱意を残してくれた，非常にユニー

クな経験であった。

オフィスにチーフのCharlesMcArthy

氏を訪れた。このオフィスはNIHで行なわ

れている研究実験の倫理社会的規準を定め監

視していくところであり,McArthy氏と

1時間半程，議論の時間を持つことができた。

論点は多岐にわたったが，監視委員会の設置

は非常に先駆的であり印象づけられた。

続いて，我々は「コミュニケーション」分

科会との合同研修として，ワシントン郊外の

NASA・ゴタ．－トﾞ・コミュニケーション

サテライトセンターへ行った。まず，通信衛

星のコントロール室に案内してもらったが，

非常に見事なもので日米両参加者ともにいた

く感激した。そこで，このセンターの機能や

インドネシアの通信衛星等についての話を伺

い，通信衛星を用いた電話回線の接続室など

を回った後，一般向けのコースを見た。この

施設の役割に比べてコントロールの'j､ささが

特に目立った。そしてそこに，科学技術，特

にコンピューター技術の発達を見る思いがし

た。

国際関係，国際経済，企業問題との合同研

修として，ワシントン国際クラブでディフェ

甸 戸
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第3部 エッセイ集

LOCATION REPORT を歩き，夢にまで見たCableCarに乗って

Bayへ行きました。Fisherman1sWharf

ga､,GoldenGateBridgeへと西海岸を

代表する名所を次点に訪れました。

7月24日 サンフランシスコ→シカゴ→

リッチモント・→ウイリアムズパーグ。

ホストファミリーに別れを告げ，再びサン

フランシスコ空港に集まった私達は，明日か

ら会議の始まるウィリァムズパーグヘ向かい

ました。飛行機が遅れたため，シカゴ空港で

3時間も過ごすことになってしまい，リッチ

モンド空港へは夜中の12時ごろ，更に目的

地のウィリアム＆メアリー大学へは，1時過

き．に到着し童した。しかし，アメリカ側実行

委員との感激の再会，新参加者達との対面の

ため真夜中であることもすっかり忘れて興奮

してしまいました。

7月25日

緑に囲まれた広大なキャンパス，植民地時

代の伝統を残す美しい校舎の並ぶここウィリ

アム＆メアリー大学で，第36回日米学生会

議が始まりました。開会式は，教会風の校舎

で，厳かに行なわれました。午後には，全

体でスケジュールの確認や人物紹介のケーム

などを行なった後,JASCオリンピックが

開かれをした。私はバレーボールに出場。広

い広いフィールドで太陽の光を浴びながらゲ

ームをして，すっかり仲間達と打ちとけるこ

とができました。夜はバーベキューパーティ

ーやダンスパーティー。ホームシックにかか

福 井 明 子

一第36回会議期間中の日記帳より抜粋一

7月22日 成田→シアトル→サンフラン

シスコ◎

太平洋上空にて（日本時間23：22，米

国西海岸7：22）

朝焼けに向かって飛んでいます。水平線の

一点がほのかなオレンジ色に…｡°そしてそ

の周囲が青くなりやがて雲海が見えてきた。

その玄ま1時間たったでしょうか，2時間で

しょうか，廣気楼のようなものが見え始めた

…．。アメリカ大陸でした。

同日，サンフランシスコにて

1日が38時間もありました。出発前，富

坂セミナーハウスで半日，飛行機内で半日を

過ごし，その次の半日の間にシアトルで入国

手続きをしてから，ここサンフランシスコへ

やって来ました。今，ホームステイで，

Delaさんの家にいます。当地は空気がさわ

やかで軽く，素晴らしい気候に長旅の疲れも

いやされるようで。

7月23日

日本側参加者全員で1台のバスに乗り，市

内観光。市でN0.2に高い丘TwinPeaks

に登ると左に太平洋，正面にGoldenGate

Bridge,右にはDownTownの高層ピル街

とBayが，一望できました。DownTownで

は,UnionSquare,ChinaTownなど
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る暇もなく，キャンパスライフを楽しんでい

ます。

7月26日

分科会討論が始まり室した。今年は，分科

会をリードしていく立場のコーディネーター

ですから，大変緊張しましたが，米側のコー

ディネーターとの足並みもまず玄ずで，順調

に進み在した。今日もウィリアムズバーグの

素晴らしい自然を1つ発見。キャンパスの木

々や芝生に遊ぶリスにも驚きましたが，夕方

散歩をしていたら，蛍が何十匹も飛んでいた

のです。蛍を見たのは，生在れて初めて。

7月28日

ウィリァムズバーグでは酷暑が予想されて

いたのに実際は，毎日，朝夕に雨が降ってく

れるので，涼しくて助かっています。討論に

は最適の環境です。しかし，今日のようなせ

っかくのFreeDayに雨が降ってしまうとい

うのは考えものです。今日は，半日がかりで

ウィリアムズパーグコロニアルを歩き在した。

300年もの歴史のある街並みが続き，大学

はその一端にすぎないことを知りました。可

愛らしいお店や美しいお城……GovernorIs

PalaceやCapitalでは当時の服装をした

actorやactressが案内をしてくれ，靴

屋，鍜治屋，仕立屋などでは昔ながらの手作

業で職人達が働き，本当に17世紀の世界へ

迷い込んでしまったようでした。

7月31日 ウイリアムズパーグ→ワシン

トン，．C、。

すっかり慣れて，学生の一人になってしま

ったようだったウィリアム＆メアリー大学に

別れを告げ，首都ワシントン，．C・へ，バス

で3時間の旅。ハイウェーの両側に見えるの

は，ただただ森林，いつの玄にか眠ってしま

い在した。目が覚めたのは，ポヅトマヅク川

を渡る寸前，あまりの鮮やかさに目を疑って

しまいました。近代的な白い建物と緑の芝圭

とれぞホワイトハウスのある街，Ⅷ，.C・な

のです。ジョージ・ワシントン大学へ着くや

いなや，午後は全体研修で国務省を訪れまし

た。大学から徒歩で10分余りのところに，

国務省，キャピタル・ヒル，ホワイトハウス

など，アメリカの中枢機関が密集していると

は，驚くべきことです。

8月1日

分科会ごとの野外研修の初日でした。私達

の分科会では，午前中ワシントンポストとA.

P.通信を見学した後，午後は少し遠出を

し,NASAのゴタ．－ド・スペース･フライ

トセンターを訪れました。新しくてきれいな

ワシントンの地下鉄をフルに利用しての研修

は，とても快適でしたが,NASAへ行くに

あたっては，地下鉄を間違えたため，田舎の

古ぼけたパスやタクシーを乗り継いで，3時

間余りにわたる大研修旅行となってしまい，

大変な思いをしました。

8月2日

FreeDayは，スミソニアン周辺を回るだ

けで，またたく間に過ぎてしをいました。航

空宇宙博物館のアポロや月の石,Spaceari-

umという特殊効果の映画を観て，すっかり

空を飛んだ気分でした。国立美術館では，数

限りない美術品をすっかり観てしまおうと，

3時間も歩き回ってしまいました。夕、ピンチ，

ルノワール，レンブラント，ピカソなどの名

作に出会い，胸が一杯になってしをい在した。

夕方，明りの灯り始めたワシントン記念塔，

リンカーン記念堂などを訪れ，照明に浮かび

上がる白い影が，とても印象的でした。

8月3日

再び野外研修日。 U.S.情報局への研修
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は，私の論文のトピックに合致していたので

意見や質問も充実していました。午後は，キ

ャピタル・ヒルへの全体研修と,JASC50

周年記念のディナーパーティーでしたから，

ずっと正装で改まった気持ちでした。50周

年記念では特に,OBの方々のスピーチなど

もあり,JASCの伝統の重さを改めて感じ

ました。

8月5日W､D.C,→フィラデルフィア。

午前中，中間反省会を行なった後，3時間

パスに乗り，フィラデルフィアへやって来ま

した。今，ペンシルバニア大学の，信じられ

ないほどrichでcomfortableな個室に

い室す。24階建ての寮のスカイラウンジで

のDiscoPartyでは，四方にフィラデルフ

ィアの夜景が見えて，夢の世界のようでした。

8月6日 フィラデルフィア→ニューヨー

ク。

朝は全体で，アメリカの建国，独立の地フ

ィラデルフィアの名所を見学しました。自由

の鐘，コングレスホール，インデイペンデン

スホール，アメリカ第2番目の銀行・・・･etc.

スミスクラインペックマン社でフィラデルフ

ィア市長を迎えての昼食会には，当地の報道

関係者も詰めかけていました。昼からオプシ

ョナル観光をした後，再びペンシルバニア大

学に集在り，パスでニューヨークへ向かいま

した。お決まりのとおり，パスの中では熟睡。

目を覚ますと,N.Y.C･マンハッタンの夜

景。いエいよ世界最大の都市,N､Y.です。

8月7日

N､Y・での1日目。をず朝は，私達の滞在

しているバーナート･大学から歩いて5分とか

からない，コロンビア大学のコンピュータ研

究所へ分科会の野外研修。その後，初めてN.

Y･の地下鉄に乗りました。うわさには間い

ていたものの，すごいものでした。地下鉄の

もとの色がわからないほどの落書き，うす暗

さ，悪臭，蒸した空気，異常な目つきの入倉

．.…。あ在りの緊張感のため，今日1日，

体調が悪かった．､・・っしかし夜，ニッポンク

ラプのレセプションに出席して，ようやく落

ち着きを取り戻すことができました。

8月8日

全体研修で，国連本部へ。タイの国連大使

や明石康氏のお話を伺いました。昼食は，

JapanSocietyで日本料理。午後には，ポ

ルトガル語な室りの案内嬢に連れられ，本部

内を見学しました。教科書などでよく知って

いる会議場を次々に訪れ，感激。夕方，国連

から歩いてタイムズスクエアヘ。なんと

'1コーラスライン''の当日券を入手。夢にま

でみたプロート・ウエイミュージカルに大興奮

の夜でした。私も踊りたい！

8月11日

FreeDay,去年の参加者が寮を訪ねてく

れました。一緒にお昼を食べた後，彼らに連

れられパスに乗り，セントラルパーク，メト

ロポリタン美術館，エンパイアステートピル，

五番街など,N､Y・を満喫。夜には，トルコ

料理を食べに行き，ワインを飲みながら，フ

ランス人やスペイン人とも友達になって，真

に'1異文化間交流Ⅱの1日でした。

8月13日 ニューヨーク→フ･リンストン。

昨夜眠ったのは明け方の5時。N,Y，の

excitingfeelingsがなかなかさめやら

ず，疲れているにもかかわらず，眠れません

でした。寝不足のぼやけた頭の交蚕パスに乗

り，フ･リンストン大学まで2時間。プリンス

トンに着く頃には，もう頭もはっきりしてい

ました。N.Y･の黒さ，挨っぽさに少し目が

慣れていただけに，プリンストンの緑は，大
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きな刺激でした。緑，緑，緑のじゅうたん，

テニスコート，歴史深い校舎，そしてウィリ

アムズバーグ以来の静けさがあります。キャ

ンパスの広さは，ウィリアムズ＆メアリー大

学以上。初日の今日は，早くも道に迷ってし

まいました。キャンパスから少し離れた所に

ある，核融合研究所へも研修に行きましたが

改めてアメリカの大学の規模の大きさには，

驚かされました。

8月14日

最後の分科会討論。3週間の活動の反省を

し在した。同時に，私達実行委員にとっては

1年間の準備活動の反省でもあり，いろいろ

な思いが，頭をかけめく・りました。皆の感想

を聞きながらJASCへの思いをかみしめ，

なかなか幸せな時でした。

8月15日

閉会式も終わり，アメリカ側参加者達は，

それぞれの家へ帰ってゆきました。日本人だ

けがキャンパスに残されていったあの時間の

何と…．．。そして今，最後のホームステイ，

プリンストン大学のモルガン教授のお宅にい

ます。とても暖かな家庭で，さびしさも少し

玄ぎれるエうです。

8月17日 プリンストン→N,Y・→シア

トル。

日本人だけで移動。パスで2度目のN､Y.

へ。ケネディ空港から，アメリカ最後の滞在

地，シアトルへ向かいました。最後のアメリ

カの夜は，にぎやかなものでした。夜中まで

ホテルのCATVから流れるロヅクを聞きな

がら，’日本語でM語り明かしました。

8月18日（日本時間19日）シアトル→

成田。

この旅行中，多くの空港へ行きをしたが，

成田に帰ってきた時ほどの,culture

shockはありませんでした。日本語で買い物

をすることすら奇異に感じられてしまって．．｡。

気候的にも，あまりにアメリカと違う。空気

が重い。湿っぽい。今さらながらに，1カ月

間，素晴らしい気候に恵まれていたことに感

謝。

以上で，私のLocationReportは終わ

りですが，限られた紙面に，その概略を述べ

たにすぎません。実際には，もっと多くの所

で，様々な出会いがあったことを最後に加え

をす。

AMERICA NIGHT

堺 谷 真 人

7月27日金曜日午後7時30分より，ウ

イリアム＆メアリー大学キャンパスセンター

小劇場にて。

寸劇で綴る合衆国二百年史。George扮す

るリンカーン大統領がはまり役で喝釆を博し

た他，相撲仕立ての南北戦争も迫力があった。

なにしろ'1Great'｝のChrisはこの練習中

に十三文の大足に負傷，筆者が絆創膏を提供

したほどである。

日本側参加者の物真似。風に噂が高かった

山地Daveはもとより，吉田Mari,下川

Masako等もズバリ特徴をつかんでいた。実

行委員長SamuelKim氏の涙ぐましい好演

が偲ばれる。「二つの似寄った顔は，いずれ

も別々では人を笑わせはしないが，一緒にな

らぶと，その相似によって人を笑わせる。」

（パスカル）

哀愁漂うハモニカで静まりかえった会場に

繰り出す歌の隊列。先頭はDougだ。ひとし

きり賑やかに盛り上げた後，彼のトランペッ
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と=v解 鯵~………鯛 …~~…~…霧"、琴ヅ イトには例年，殆ど準備期間というものがな

い。にも拘らず全米諸州から集をる参加者は，

卓抜した企画力とありあわせ的フロンティア

精神を発揮して，ものの｡1日もあれば目鼻を

つけてしまう。無論，アイデアの日常的な蓄

積に負う所も大きかろうが，それを越えた「

何か」が今年のアメリカ・ナイトからもやは

り感じ取ることができた。

卜と雌riの独唱が，しみじみとした響きを

一同の琴線に伝えた。

たてがみCarlaの独壇場でもあったダンス，

Kurtおばさんが異様だった求婚ゲーム,Joe

のピンぶりが実に見事だった人間ボウリング

なども，つい数日前に初めて顔を合わせたと

は思えぬまとまりを見せ，且つめいめいの個

性をうまく抽き出していた。大したものであ

る。わけても幕間と進行に当たったSteve

と''appreciate'1が口ぐせのDaveの如き

は，ぴったり合った呼吸といい，かけあいの

妙といい，年来のコメディアンと見紛うばか

りであった。

ショーがはねてからも余韻は尚尽きず，或

いはピアノを囲み，或いは肩を寄せ合って揺

曳する日米混声合唱・・…。夜雨箭講たる田

舎町ウィリアムズパーグの一角に流れた，あ

の数時間は，かの地の蛍の如く，我々の記憶

の中に鮮やかに明滅しつづけることであろう。

学生会議の数あるプログラムの中でも，ア

メリカ・ナイトとジャパン・ナイトほど両国

の国民性を直裁に反映，をたは露呈するもの

はない。1カ月も前から打ち合わせを重ね，

練りに練った出し物を晴れの舞台にのぼす我

々日本人の心情は悲壮な玄でに真筆であり，

神前に初穂を供する古代農耕民の姿をすら筆

者は想起する。これに対して，アメリカ・ナ

JAPANNIGHT

中 尾 美津子

「君が代」を聞いたのは，何年ぶりだった

だろうか。とにかくジャパン・ナイトは「君

が代」斉唱から始まった。軽薄になったと言わ

れる日本社会に，根強く根深く残るイメージ

（全体主義・和を尊び集団への帰属心が強い）

をかもしだすため，「君が代」斉唱，エール

交換，ラジオ体操を連続で。

日本の伝統武芸の紹介では，居合道，剣道，

柔道，空手，合気道等。力が入りすぎたのか，

負傷者も約1名でたようだが，左ずをずの反

響。やはり日本の武芸は素晴らしいと日本人

も感動しつつ，続〈は「花いちもんめ」。無

邪気に徹する演技だった。そして日本芸能の

粋，日本舞踊を披露したのが舞踊専攻の福井

明子。伝統芸能は国民的財産だなと，ふと思

いつつ筆をすすめると，関西劇，関東劇，現

代っ子が織りなす珍劇の話になる。まず関西

劇から始玄った。関西劇は4つの日本の代表

的なテレビ番組のパロディー，即ち，アップ・

夕・ウンクイズ，歌謡ショー，学園ラプコメデ

ィー，ニュースショーから成り，雑然とした

中にお笑いを入れる，浪速ムートﾟが漂ってい

た。一方，関東劇はアメリカの人気番組グー
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JAPANESELANGUAGE

CIRCLE

中井川 玲 子

文化交流プログラムの一環として,Japa-

neseLanguageCircleが持たれた。日

本文化の育てた言葉を教えることは，をざに

文化の紹介となる。また，言葉を考えること

で，日米双方，何か新しい発見があるのでは

ないかということも，この企画の背景として

あった。言葉の創る可能性，英語で行なわれ

ることが暗黙の了解となっているJASCに

ついてなど，何かに気づくきっかけになって

ほしいと思ったのである。

これらを考慮に入れて,JLCの準備を始

めたわけだが，具体的な計画に移る前に，玄

ず，楽しく遊びながら日本語を学べる雰囲気

にしようと決めた。日本語，日本文化へ興味

をひきつけることを大切にしたかったからだ。

JLCは任意参加のプログラムであるから，

参加するアメリカ人は，日本語に関心がある

はずであるし，日本側は生まれながらの日本

語教師揃い（？）である。あとは，双方がな

ごやかに教え学べるきっかけになるものを準

備することが必要なのである。

できるだけマンツーマンで教える方法をと

るため，その手助けとなるような簡単なテキ

ストを作った。もともと言葉は，文字からで

なく，音から覚えていくものであるし，特に

JLCのような企画では，視覚的にもとつつ

きにくくないシンプルなテキストが便利であ

ることから，入門から上級まで，ごくハンデ

ィな－冊に含めた。

また，漢字を紹介するため，プヅクレット

雑

､“-騒職雑“金

ティ・ハリーを模したもので，整然としたま

とまり，洗練されたストーリー展開をみせて

いた。その後，スリラーとフラッシュダンス

を，舞踊専攻の福井の振り付けで踊った。

舞台での見世物は，ジャパンナイト実行委

員長，勝呂哲也のワンマンショーで締めくく

られる。ハッピ姿で乱舞した彼の姿は，日本

の宴会における余興の粋のようなもの。実演

を目のあたりにしたのは初めてという参加者

も多いのでは。

そして，トリがJASC音頭。花笠音頭を

JASC独自にアレンジしたもので，全員，

浴衣に着がえて踊り，踊り，踊り。いつのま

にか，アメリカ人も輪の中に．．…・･

ジャパン・ナイトと，その練習は，学芸会

を衝ｲ弗とさせるものがあった。それは，日米

参加者間だけでなく，日本人参加者間の結束

をも確たるものにする大きな第一歩になった

と言えるだろう｡
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潮係と共に，アメリカ人参加者の名前を，苦し

い当て字を使い，漢字で書けるようにした。

これは意外と，むずかしい作業であった。

その他には，外国人に人気があるという習

字や折り紙，また絵本，上級者用のプリント，

漢字を使ったゲームなどを用意した。

準備段階では，アメリカ側の日本語能力が

わからなかったため，その場で臨機応変に教

えるという方向で進めるしかなく，下準備は

あ在り多くなかった。そのためもあって，実

際にはかなり多くいた係の方達みんなに参加

してもらう進め方ができなかった。これは，

係の中でも指摘を受け，反省すべき点であっ

た。

さて，いよいよ当日，日本側もアメリカ

側も，ほとんどの参加者が集まってきた。部

屋を4つのコーナー，初級，中級，上級，そ

して習字のコーナーに分け，その中で日本人

アメリカ人，とマンツーマンに組んでもらっ

た。

最初は，それぞれテキストを見ながら，あ

いさつや単語等をたどたどしく繰り返してい

たようだが，まもなく，聞いてくれ！と言わ

んばかりに，覚えたての文で話しかけてくる

人もでてきた。意外に多くいた上級者は，驚

くほど鋭い質問をして，日本人もたじたじで

あった。敬語，漢字の部首等，日本人にとっ

ても，新たに日本語を見つめ直すこととなっ

た。また，この間，日本人数人で，用意した

漢字のアメリカ人の名前を筆で書きあげてい

った。

しばらくすると，折り紙や習字に挑戦する

人，絵本を読む人など，皆それぞれ大騒ぎを

しながら日本語に接し出していた。漢字で書

かれた自分の名を見て，その字の意味におも

しろがっていた。上級者では，もっとむずか

しい教材はないのか，と言ってくる人もいた。

日本語についての話が広がり，日本語と英語

の違い，日本文化とアメリカ文化の違い等も

話題になっていたようである。

全体として，とても和気あいあいとした雰

囲気で盛り上がり，楽しい企画であったと思

う。アメリカ人からは，一度だけでなく，も

っとやってほしいという声も聞かれた。日本

人も，もともと日本語を教えることに意欲的

だった人が多かったこともあり，なかなか上

手にやっていたようであった。

このようなプログラムは，これからも続け

ていってほしいと思う。ある国の言葉を少し

でも知ると,その国への親しみがわくもので

ある。たかが一晩のJLCで，日本語が上達

するということはないが，はじめて日本語を

覚えた，日本語を使って楽しめた，というこ

とは，日本文化への興味を育てる上で重要な

体験である。政治や経済の面から日本を知る

だけでなく，日本人の文化や考え方にも興味

を持ってもらわねば，真の相互理解には結び

ついていかないものである。この会議内のデ

ィスカッション等でも，日本語でなく英語で

あるために伝えられない日本のことがあった

ことだろう。言葉の違い，文化の違いがある

以上，避けられないことである。しかし，そ

のコミュニケーションの不完全性と，をた，

敢えてやることの重要性に気づき，ギャップ
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を埋めることに，私達は努力するべきなので

ある。

いう童でもなく，このような態度は，日米

に関するのみでなく，すべての国，地域に対

する見方についていえる。たとえば．ある国

を『発展途上国』なり『社会主義国」といっ

たラベルのみで見る，貧富のレベルで見る，

ということをしがちである。それぞれのもつ

多様な文化，言葉，宗教・…・･全てを学ぶ

ことは困難すぎるが，それらを尊重する姿勢

を忘れてはならないものである。理想主義と

笑われかねないが，この姿勢を忘れて，他国

と接するとき，争い，誤った援助等，様々な

問題が生在れる。

今回，アメリカ人参加者に，それぞれの専

門分野に拘らず，日本語に興味をもつ人が

多数いたことは，喜ばしいことである。そこ

から相互理解に成長していくのである。日米

共に，これからも，双方の言葉，文化への興

味を持ち続けていきたいものである。

ご協力頂いた参加者のみなさん，どうもあ

りがとうございました。

は行なわれた。はじめに，被爆当時の広島や，

原爆症に苦しむ人々の姿を卜・キュメンタリー

風に綴った『人間を返せ』というフィルムが

上映された。視覚に訴える力は強く，一同は

アシと息をのんだり，アメリカ人学生のみな

らず，日本人学生の心の中にも，映像は深く

くいこんだ。広島からの参加者，小川栄子さ

んが，原爆が広島と長崎に落とされた背景，

その時の惨状，広島で彼女が実際に会って，

話をした老人達の事を皆に語った。広島や長

崎を取りあげて，アメリカが悪いのだ，いや，

日本が真珠湾を攻撃しなければ，こうはな‘

らなかった，等と議論をするのは意味がない

であろう。アメリカ人の参加者はフォーラム

の後で言う。「僕の親戚は，真珠湾で殺され

た。戦争の被害者は日本人だけではない。多

くのアメリカ人も，戦争で殺されたのだ‘」

と。とかく過去の感傷に浸りがちな広島，長

崎問題だが，現代に生きる我々は，この40

年前の出来事を，現在，将来へと関連させな

がら考えなければいけないであろう。今，地

球には，地球を60回も爆発させるだけの核

兵器が存在している。戦争はいやだと言いな

がら，巨額の資本を軍備に投資し，軍拡はと

どまる所をしらない。抑止論にのっとった，

武器を使わずに均衡を保ち，平和を維持する

ことは可能なのか。兵器が人の操作可能な範

広島フォーラム

住 野 豪 生

軍拡＝平和という考え方が世界を駆けめぐ

り，第三世界までが核兵器を持とうとする時，

戦争の恐ろしさや人類に与える打撃を考える

上でも40年前に起こった事柄を，歴史とし

てだけではなく，これからの我々の指標とし

てあるいは教訓として再認識する事は非常に

意義深いことだと思う。

8月4日，奇しくも，アメリカ合衆国の首

都ワシントンD.C・の夜に，広島フォーラム
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囲より離れた時，第二，第三の広島，長崎は，

全世界に起こり得るのだ。

広島フォーラムは，将来の模索にまでは進

まなかったが，日米で平和を考え，現在を過

去と比較対照させながら』冷静に見つめ直す

のに非常にいい機会であったと思う。

広島平和公園でデートをしながら，資料集

め，フォーラムの構想を練った小川さんと山

内君に大きな拍手を送りたい。

場から第三世界に於ける教育を広義に論じよ

うという趣旨である。参加国はタイ，ホンコ

ン，シンガポール，イントﾞ，ネパール，パキ

スタン，バングラディシュ，スリランカ，オ

ーストラリア，ニュージーラント・（マレーシ

ア人留学生を含む），合衆国（在米韓国人を

含む），日本，そしてホスト国のフィリピン

であった。フィリピン大学(UP)を拠点に

Exposuretripを含めて12日間行なわ

れたこの会議では，まず各国代表による，自

国の教育問題に関するペーパーの発表が行な

われた。私が用意したのは日本の青少年問題

（非行。校内暴力・家庭内暴力・登校拒否・

精神病理の増加，アパシー，等）を主に統計

から指摘したものだったが，私の論文が全く

異色の存在であるのに気づくのに時間はかか

らなかった。というのも他の国の代表が用意

してきたペーパーは，皆一様に識字率向上，

初等義務教育の充実の必要性を説き，学生へ

の言論統制や非政治化について憂慮するもの

であったからだ。そしてそれらの枕詞は

IIBasicHumanNeeds1Iであり，目標は

MUniversalEducationforAll'I,そ

の目的はIIEstablishingNational

Identity''であった。教育事情はその国の

歴史。文化，そして政治情勢と経済状況を抜

きに語ることはできない。教育は国家の文明

的遺産の極めて人間的伝唱方法であると同時

に，制度化された学校教育は国民統制，啓蒙

のための重要な国策なのだ。国家政策として

の学校教育は先進国，途上国を問わずに存在

するものである。しかしそこから生ずる問題

の質は実に様之である。そして，私にとって

日本の教育問題は，アジアで一早く近代化・

工業化に成功した単一民族の経済大国の，お

なかの満たされた子ども達の論理なのだと再

フィリピン報告

馬 籠 久美子

ウィリアムズバーグに於いてJASC本会

議が開催されてから2日目の夜，夕食後の自

由時間を1時間程使って，私はフィリピンに

関する自主報告をした。これには，その時の

ルームメイトがたまたまアメリカ側実行委員

だったので気軽に頼んでみたところ，次の日

即実行になったといういきさつがある。だが

どのような形にしても，私は，フィリピンで

の経験をアメリカ人参加者に知ってもらいた

かった。日本とアメリカの学生の行なう会議

だからこそ，フィリピンという国のことを知

っておいてもらいたかったのだ。

私はJASCが始玄る約1カ月前にアジア

学生連合(AsianStudentAssociation)

主催の，教育に関するワークショヅプに参加

した。場所はフィリピンの首都マニラ郊外，

ケソン市にあるフィリピン大学。テーマは若

干長いが,''AsianStudentsasActive

ParticipantsinWorkingforEdu-

cationthatisResponsivetothe

NeedsofThirdWorldNationsand

PeoplesI1,というもので，学生という立

－85－



（しばらく後にはシークレット。マーシャル

を組織し，デモには催涙ガスと硫酸を使って

鎮圧しようとした。そして今でもしている｡）

フィリピンでは，アメリカも日本もともに

嫌われている。フィリピンの独立を是認しな

がらも，軍事的重要性の為にマルコス政権に

関与するアメリカ。戦後の傷あとが今なお記

憶にあるフィリピンで，今後は企業進出とい

う形で経済的搾取をする日本。どちらもフィ

リピンの人との目には悪者としか映らないの

だ。反米反日感情がこのように強く存在して

いる事実を目の当たりに見た私の中には，や

はりこの事を日米両国の学生に知らせるべき

だという思いがうずまいていた。というより

も寧ろ，誰かに語ることによって，自己内部

に生じた手のつけられない混乱をどうにかし

たいという気持ちが私に言わせたといっても

過言ではない。

私の参加した第36回のJASCには第三

世界（この呼称の是非はともかく）を取り扱

った企画がなかった。JASCとしてこの種

の問題に関わる意義と取り組み方の難しさ，

さらにアメリカ側参加者の興味の有無，過去

の試みの反省からであろう。敢えて第三世界

分科会も第三世界シンポジウムも行なわれな

かった。当初，フリーナイトを一夜つぶして

自主ゼミのような形式でやってはどうかとい

う案も出したが，以上のような理由から実行

に至らなかった。第三世界シンポジウムの代

りに企画に入ったエコロジーシンポジウムで

第三世界の諸問題との接点を見つける方向性

が持たれたが，それにもやはり限界があった。

それで最終的には，私が個人的に単発で自分

の体験報告をするという結果になった。私は

大勢人数が興味を持ってくれることは期待し

ていなかった。夜，外に遊びに行く自由もあ

認識しなくてはならない事は本当に心外であ

った。

私がマニラに着いたのは6月13日だが，

そこでは1カ月前に。アキノ氏暗殺を契機に

盛り上った世論と野党のつきあげによって議

会選挙が行なわれたばかりであった。国内に

はまだあちらこちらに投票ボイコットムード

が残存しており，アキノ氏暗殺事件の犯行者

もあげられぬまま，一般市民の間の反マルコ

ス感情は一向に醒めやらず，実弟アガピト。

アキノ氏を中心とするJAJA(Justice

forAquinoJusticeforAll)や野党

連合(UNIDO),そしてカソリック系の

連合体，学生運動の母体とも言うべきLFS

(LeagueofFilipinoStudents)など

の反政府系団体は，ボイコット運動にひきつ

づき不正投票によるその選挙無効を叫んでい

た。アキノ氏暗殺は国際世論の注目を浴び，

その結果，マルコス政権の国際的信用が低下

したが，国内経済はより深刻な反響の波を被

った。通貨価値は暴落し，インフレ率は急上

昇して人なの生活を今をで以上に圧迫した。

ヤミ市ではUS卜・ルが強い力を示し，銀行で

さえもペソからドル変えを拒んだ。このよう

な経済的苦境と政治的不穏の中で，反政府系

の活動団体は，マルコスーUS独裁政権反対，

IMF－世界銀行の現政権への援助ストップ，

多国籍企業の経済搾取ストップ，等をスロー

ガンとして掲げ，デモや集会によって行動を

取った。一般の人々はデモに同情の意を込め

たコールを送った。ピルからは細断処理され

た紙くずが，タクシーからはクラクションが

たばこ売りの人点は箱をカチカチ鳴らし，バ

スは徐行し－国民的感情として反政府意識

は浸透していた。もちろん政府も野ぱなしに

していた訳ではなく，警察や軍隊を使って，
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「アジアのことはよく知らなかったけど，勉

強になった」と一口ありがとうをいわれたり，

「来年は絶対に第三世界についてやるべきね。

もっと話を聞かせてほしい」といった類

の好意的なコメント，また非常に真剣な表情

で，「第三世界のいろいろな問題も深刻だし

大切だけれど，僕は個人的にはやっぱりアメ

リカ国内の問題の方がずっと大切だと思う。

たとえばスラム街に住んでいる人々がどうや

って生きる意義を見つけられるかとか」と

語った学生もいた。或るアメリカ人学生は，

「私達はごう慢な訳でも無視している訳で

もない。そういう情報が入らないようにコン

トロールされているだけでつをり知らないだ

け」と強く言っていた。様々な反応があり，

私自身充分に答えられなかったのは遺憾だが，

それでも，彼らの知識欲を触発したという意

味で，何らかの報告した価値があったのでは

ないかと自負している。

だが，私は個人的にはRepresentative

ofFilipinoのレッテルを貼られ,IIMiss

Philippinenとまで呼ばれた時，非常に嫌

な気がした。やはり彼らの視点はアメリカ人

である以上，そう簡単には変わらないものな

のかと思った。平和と安全保障シンポジウム

で，ジョージタウン大学の先生が述べた，

世界各国を米ソで色分けしさらに先進国・中

進国・発展途上国と並べていく分析方法に対

して，私は「そのような大国主義的・地政学

的思考はⅡ第三世界、の現状を踏まえてみる

と限界に来ているのではないか」という趣旨

の意見を言ったのだが，それに対する，「だ

からこそ政治的援助だけでなく経済的援助が

必要なのであり，それが如何に大切かアメリ

カ人を教育しなくてはならない」という答え

には，憤りと失望を隠せなかった。合衆国と

れば，膝をわって話をする自由もあるはず

である。聴きたい人だけ聴いてくれればそれ

で良い，そんなつもりだった。

しかし実際に集まった人数をみて私は驚い

た。少なくとも全参加者の半分は来ていたの

ではないだろうか。特にアメリカ側参加者の

顔が目立った。予想に反した情況に一瞬戸惑

ったがとりあえずしどろもどろで，フィリピン

の政治。経済の現状を経験をもとに見聞きし

た限りで話し出した。だがそれよりも先に，

フィリピンがどこにあり，アメリカや日本が

歴史的にどのような関わりを持ち，現在どん

な関係にあるのか，社会構造は，文化はどの

ようなものか，気候は，地形は，云々という

基本的認識が必要であった。私は少人数の意

見交換を考えていたため，発表という形に期

せずしてなった事に上手く対応できたかどう

かという点に関しては少し心残りである。た

だ聴く側が非常に好意的に助けてくれたので

救われたと思う。仕舞には「何故フィリピン

ではそこまでの状況にありながらクーデター

も何も起きないのか」といった疑問や，「こ

れから5年間フィリピンはどうなると思う力も

革命はあり得ると思うか」等といった質問

が飛び出し，答え（少なくとも私個人の意見）

に窮する場面もあった。

フィリピン報告のあとしばらくは，私に接

してくる人はほとんど皆その事を口にした。

「社会主義者の一部はフィリピンの労働者と

連帯すべきだと主張しているが，そういう考

えに対してどう思う？」とか「中南米の事情

に詳しい友人の言っていた事と共通する点が

多いけれど，中南米と比較してアジアはアメ

リカから遠い。それだけに情報も少ない」

「タイに行ったことがあるけど，フィリピン

での売春問題はどうか」といった疑問や，
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WHAT'STHEMEANINGOF

JASC？

篠 原 初 枝

1．なぜmeaningを考えねばならないのか

ⅡWhatIsthemeaningofJASC？Ⅱ

我々はこの問題を何度も何度も考えて来た。

5月の全体合宿から会議閉会に至るまで，こ

の問題を考える機会は多かったし，頭の片隅

にこの問題がこびりついているという感じ

だった。会議途中の反省会で，あるAmeri-

candelegateは言った。「meaningはそ

れ自体，非常に抽象的なものである。だから

きっとそれを言葉に表現することがむずかし

いのではないだろうか。そして個々人がそれ

ぞれ異なったmeaningを持っていてもよい

のではないだろうか｡｣確かにmeaningは抽

象的なものであろうが，だからといってそれ

を捨象することはできない。一体，我々はな

ぜ真剣にmeaningを考えねばならなかった

のか？（meaningは日本語にするなら「意

義」が適切だと思われる）

それはJASCが学生自らの手で運営され

ていることにあると思われる｡JASCの大

きな特徴はStudentRunにある。Student

Runとは，文字通りプランニング，予算，選

考その他すべてが学生に左かせられているこ

とを示す。学生は大幅な決定権を持ち,JA

SCそのものの存続さえも決定できる。たと

えば次年度の会議を中止にしようと決定した

のなら，それは可能である。また日米学生会

議ではなく日中学生会議に変更しようと決定

したのなら，それも可能なのである。このよ

うにすべてが白紙から学生の手で始められる。

むろんmeaning自体も白紙である｡JA

SCのmeaningは最初からあたえられるも

のではない。JASCのmeaningはこれこ

想定敵国ソ連による地球上の国家の二分化と

いう視点以外には最終的には何も残らないの

かという危倶が新たに感じられた、

私がフィリピン報告で意図したのは，本音

を言ってしをえば，強烈な事実をアメリカ人

に突きつけて，或る種のinprintingを受

けさせたいということだけだったのかも知れない。

IANTIMARCOS-USDICTATOR-

SHIP'I,IIRESISTUSINTERVENTION

INTHIRDWORLDIIなどのプラカートﾞ

を持つ人点の写真を見て，アメリカ人学生が

IIOH1NO1Ijustcan'tbelieve

it1nとか何とか言えばそれで成功だったの

かも知れない。或る日本側実行委員は，今年

のアメリカ側参加者は第三世界に興味を持つ

人間が多かったと言った。そして，個人の体

験報告だからこそ価値があったのだし，皆話

を聞いたのだという人もいた｡JASCに参

加するようなアメリカ人学生は決してアメリ

カ社会の一般的代表ではない。彼らがこの種

の問題に対してより理解があり寛容であるこ

とは確かである。他のⅡ多様な''アメリカ人

はどのような反応を示すのか，全く推測でき

ない。だがどちらにせよ，知らないというこ

とはその社会にとってtotallossであり，

この問題は知る必要性の充分にあることなの

である。そして最終的に問題は，1つの岐路

に辿りつく。「知ってどうするのか，知らせ

てどうしたいのか，そして私達はどう対応し

ていけるか。」私自身にとつ.てこの問題は，

語るたびに自分にはね返ってくるのである。
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れこうで，これに向かって会議を作るといっ

た方向性が示されるのではない。meaning

とはいわば会議のめざす到達点である。

そのmeaningというゴールに向かって学生

達は走っていくのである。自分達で会議を作

りあげていく以上，目標が必要である。我々

は見えないゴールに向かって走ることはでき

ないのである。JASCが学生によって作ら

れるべきものなら，それぞれの参加者は，会

議の成功をめざしているはずである。そこに

は，やはり個々人ばらばらのものではないひ

とつの統一したゴール，すなわちmeaning

が存在してしかるべきである。

2.meaningを考えるにあたって考慮すべ

き要素

JASCのmeaningは学生が作りあげる

と述べたが，そこにはJASCが有すmる固有

の性格から2つの要素が考慮されるべきであ

る。確かに学生が自由にmeaningを考え，

JASCを作りあげることは理論上は可能で

あるが，現実上は2つの既成要因が存在して

いると思われる。

a･歴 史 性

JASCは50年の歴史を有しているo2

度の中断を経て半世紀の歴史を持っている。

当初のJASCには明確な目標があった。悪

化する日米関係を前に当時の学生達はこれを

何とか回避できないものかとJASCを始め

た。現在のJASCに当時のJASCの

meaningをあてはめるわけにはいかない。今

日の日米関係には，当初のような切迫した危

機感はない。だが。JASCの歴史を振りか

えってみるなら，以後のJASCが最初のJ

ASCの精神を何らかの形で受け継いでいる

ことは確かである。JASCの起源を全く無

視したJASCのmeaningなどありはした

いだろう。歴史に縛られるというのではない。

JASCのmeaningはその歴史性の中にだ

けあるのではない。ただ現在のJASCをそ

れだけとりだして,JASCが有してきた過

去を切り離すことはできないのである。現在

のJASCのmeaningを考えるにあたって

我左はそのことを頭に入れておく必要がある。

まさに山地実行委員長が述べたように，

IWhatwearedoingpresentiscon-

nectedwithwhathasbeendonel

と言えるのである。

b.社 会 性

JASCは学生による集団であるが，それ

は同時に社会との関係を持っている。それは

公的機関や企業から後援や金銭的援助を受け

たり，講演の依頼等アカデミックな支援を受

けていることである。社会からの金銭的援助

がなければ,JASCをこの蚕室の形で継続

することは不可能であろう。また社会とのつ

ながりを有していること自体,JASCにと

ってきわめて価値のあることである。そのよ

うな社会とのつながりを維持し，社会からの

有形。無形の援助を受けるために，我々は社

会に向かって，我友はこういうことをめざして

こういうことをやっていますと，はっきりと

明言できなければならないであろう。決して

社会に迎合する必要はないが，少なくとも社

会に対してアピールできるものでなければな

らない。社会からの後援･援助・支援を受け

るために,JASCのmeaningは社会的な

見地からも妥当性を有するものでなければな

らない。

3.themeaning

では，我々のめざすゴールとする歴史性・

社会性をもくみいれたmeaningとは何なの

か？そしてそのmeaningと日米2国間によ
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る会議という形式はどういう関係にあるのだろ

ろうか。

JASCのmeaningはまず相互理解を深

めること，そしてその相互理解を通じて世界

平和に貢献できるような人々を育てることに

あるのではないだろうか。

相互理解とは，ここでは日本という国がア

メリカという国を理解し，反対にアメリカと

いう国が日本という国を理解することである。

ある日本人があるアメリカ人と知りあって，

お互いにわかりあえたとしても，それは個人

間の相互理解で国家間の相互理解とはならな

い。国と国との相互理解とは，相互理解の主

体が個人であっても，その理解が個人のレベ

ルにとどまるものではなく国家のレベルに昇

華できるような理解であり，そういう国家レ

ベルに還元できる個人的理解の社会における

蓄積が両国間にある時，相互理解があるとい

えよう。

国と国との平和的関係には，国家間の相互

理解が重要な役割を果たす。国と国との関係

にはいろいろな結びつきがある。たとえば，

貿易関係が主な関係となっている国（日本と

中東），文化的つながりの強い国（日本と中

国）など。日本と中東諸国は貿易上の結びつ

きは強いが，果たして相互理解のなされてい

る国といえるだろうか。おそらくいえないで

あろう。相互理解なくしても国と国の友好関

係は成立する。では相互理解の意義はどこに

あるのか。相互理解がなされている国同志の

結びつきは非常に強いものとなる。そしてこ

の強い結びつきが，危機的状況がもたらされ

た時に強い歯止めとなる。あるいは国家間関

係に堅固な基盤を提供し，友好関係の安定化

をもたらすのである。相互理解のない関係は

非常に不安定である。そしてこの相互理解の

育成には長い時間を要する。危機が来てから

相互理解といっても手おくれなのである。相

互理解は危機をもたらさない予防的役割を果

たす。

この相互理解はそれを担う人々を必要とす

る。相互理解を持った人々がその社会の中で

実際にはたらきかけることによって，この相

互理解は実効的なものとなる。たとえば，相

互理解を有している官僚は，相手国の事情を

よみとり，政策の形成にあたって摩擦を少な

くすることができるであろう。玄た言論人は

その表現手段を使って，訴えかけることがで

きるのであろう。だが，そのような社会上部

の政策決定者側だけが，相互理解を有してい

ればよいのではない。時として，政府間レベ

ルだけの友好関係は非常にもろいものである。

その国の社会の幅広い層において相互理解を

持った人間を育てることが必要である。ある

人は家庭の中で自分の子供にそれを伝えるか

もしれないし，ある人は教壇から相互理解か

らえたものを説くであろう。このような幅広

い層における相互理解が友好関係をよりゆる

ぎないものとする。

そして，この相互理解を体得させる上では

現在のような会議の形がきわめて効果的であ

る。玄ず第一に会議では2国間会議という色

彩が強いために，それぞれのメンバーは個人

であると同時に日本，アメリカという国を背

負わなくてはならなくなる。それゆえ，何に

つけても常に，日本，アメリカという国を意

識せざるをえなくなり，国と国のレベルで問

題をとらえることができる。第二に，現在の

形式は分科会討論・シンポジウム・文化交流

・野外研修と多岐なう・ログラムを含み，短期

間で非常に効率よくその国について多くのこ

とを学べる。第三に，会議は無作為抽出の人
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ある。そしてこのJASCから学んだ相互理

解の重要性はおそらく日米2国間にとど童る

ものではなく，世界全体に目を向けさせる国

際主義を育てることにも大きく役立つ。JA

SCは相互理解の重要性を学ぶ場を提供し，

そこから日米の枠をこえて，世界平和への足

がかりをつかむ契機でもあるのである。

以上,JASCのmeaningについて述べ

てきたが,JASCのmeaningが「相互理

解を通じて世界平和に貢献する人々を育てる」

だとしたら,JASCは会議の閉会と共に終

わってしまうものではない。なぜなら，我,々

は会議でえたものを，その後の人生で生かし

ていくことを要求されているからである。J

ASCのmeaningを実り豊かなものとする

か否かは，すべて我々の今後にかかっている。

あるAmericandelegateは言った。

間ではなく，選考された人‘々から構成され，

その選考された入営は会議の名のもとに相互

理解を意識し，相互理解を試みようという姿

勢を持った人左である。このような人女のあ

いだでは，いろいろな問題に真剣に取り組む

ことが可能となる。たとえば，一般のアメリ

カ人をつかまえて，広島の原爆について話し

合おうといってもそれは非常にむずかしいと

思う。こういう会議という相互理解の場では，

理解しようという姿勢があるためそれができ

るのである。

ではなぜ日本とアメリカの2国でやるのか

？これはひとつにはJASCの有する歴史性

が大きく関与しているであろう。だがそれだ

けではない。日本にとってアメリカ，アメリ

カにとって日本は戦前よりもずっと重要な国

となっている。防衛上，貿易上お互いになく

てはならない国である。それゆえこの友好左

関係を将来にわたって維持するために，相互

理解を継続して育てていくことが重要なので

IIJASC neverends1w

第36回日米学生会議：主催、後援、賛助団体

主 催 財団法人 国際教育振興会

後 援 外務省

国際教育交換協議会(CIEE)

日米文化センター

特別賛助 財団法人三菱銀行国際財団

財団法人 河上記念財団

賛助団体。賛助者

ア ジ ア 財 団

味 の 素

住 友 信 託 銀 行

住 友 ス リ ーェム

本
村

郵
證

日
野

船
券
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日 立 製 作 所

當 士 銀 行

藤 沢 薬 品 工 業

本 田 技 研 工 業

松 下 電 器 産 業

マ ツ タﾞ

丸 紅

三 井 銀 行

三 井 信 託 銀 行

三 井 物 産

三 井 不 動 産

三 菱 銀 行

三 菱 商 事

三 菱 信 託 銀 行

ミ 卜･ リ 十 字

宮 澤 喜 一

持 田 製 薬

モ ル ガ ン 銀 行

山 一 證 券

ヤマザキナ ピスコ

山 之 内 製 薬

雪 印 乳 業

UCC上島珈琲本社

横 河 北 辰 電 機

吉 田 工 業

吉田国際教育基金

リ ク ル 一 ト

ヮ コ ー ル

石 橋 財 団

今 村 俊 雄

内 田 洋 行

ェ － ザ イ

エ シ ソ 石 油

大 阪 瓦 斯

花 王 石 鹸

鹿島平和研究所

川 崎 製 鐵

関 西 電 カ

キ ツ コ － マ ン

九 州 電 力

京都中央信用金庫

神戸国際交流協会

神 戸 製 鋼 所

神 戸 日 米 協 会

国際文化教育交流財団

小西六写真工業

三 共

三 星 ジ ヤ ハ ン

サ ン 卜 リ ー

三 洋 証 券

三 洋 電 機

三 和 銀 行

清 水 建 設

シ ヤ ー フ

新 日 本 製 鐵

住 友 銀 行

住 友 金 属 工 業

ソ

第 一 勧 業 銀 行

大 成 建 設

大 丸

太 陽 神 戸 銀 行

大 和 銀 行

大 和 證 券

高 島 屋

滝 田 祥 子

武 田 薬 品 工 業

電 通

東 京 銀 行

東 京 製 鋼

東 芝

卜 ヨ タ 自 動 車

日 興 證 券

日 産 自 動 車

日 清 食 品

日本アイ・ビー・エム

日 本 医 師 会

日 本 光 学 工 業

日 本 興 業 銀 行

日本シャクリー

日本ソフトバンク

日本テキサスインスツルメンツ

日 本 D E C

日 本 電 気

日本ポ ラロイ ド

阪 急 百 貨 店

（昭和59年11月1日現在50音順）

日米学生会議は，「学生の，学生による，学生のための会議」をモットーとして，学生の手に

エリ自主的に運営されてきましたが，もとより学生の力だけで成功してきたわけではありません。

学生の間のみでなく，社会的にも会議の存在意義が認められてきたこと，そしてこの学生会議に
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賛同して下さり，経済的援助を与えて下さった多くの団体・個人の存在が，今日の学生会議を成

り立たせています。すなわち主催の国際教育振興会をはじめ，各後援団体・賛助団体・賛助者で

す。学生会議の趣旨に賛同して，より多くの学生に，より軽い負担で会議に参加するチャンスを

与えて下さったことに対し，上記各位にこの場を借りて深く感謝致します。

第37回日米学生会議に向けて

第37回日米学生会議は，1985年7月

下旬エリ1カ月にわたって日本で開催されを

す。今回の総合テーマを「Understanding

OurResponsibilitiesinaGlobal

CormlunitX」とし，自分たちに何ができる

か，何をなすべきかを，単に日米二国間にと

どまらず地球レベルに雀で広げて考えていこ

うとしていをす。

会議は日米各40人の学生によって構成さ

れ，分科会討論を中心に進められます。会議

参加者は下記のいずれかの分科会に属し，自

らの研究テーマを定め，レポート（英文）を

書き，それをもとにして討論，野外研修を行

ないます。今回は以下の10分科会を設置す

る予定です。

（仮称）

文化一特殊と普遍（現象と構造），コミュ

ニケーション，エネルギー，企業問題，国際

経済，国際関係,法と社会，科学技術と社会，

社会福祉，第三世界

をた，複数の分科会が集まって幅広い問題

を討論するフォーラムや，分科会だけでは扱

いきれない，平和，男女問題，国際開発，生

命倫理等の問題を参加者全員が考えるシンポ

ジウムも設定されています。

単純に'1平和Ⅲという言葉で言い尽くせな

い，どのような問題があるのか，そして自分

たちは何ができるのかを，様々なback

groundを持つ学生が話し合う場としての日

米学生会議そこでは専攻を越え，国境を越

えて，様々なことが得られるでしょう。創設

から51年目を数える本会議では，新たな半

世紀へ踏み出す第一歩として，創意あふれる

方禽の参加を心からお待ちしています、

第37回実行委員会委員長

福 谷 尚 久

第37回会議の実施要領は，1985年2

月に発行の予定です。参加ご希望の方，会議

に関するご質問のある方は，下記までご連絡

下さい。

〒160東京都新宿区四谷1－21

財団法人 国際教育振興会内

日米学生会議事務局

TELO3-359-9621(b

－93－



編 集 後 記

「本会議は終わった。」何度自分にそう言い聞かせてみても，熱い思いが心を突き動かす。

「ある年アメリカで，78人のアメリカ人学生と日本人学生が出逢った。」ただそれだけのこと

が，今の私達にとって大きな意味を持つのは何故だろうか？私達は単に時と空間を共有したの

ではない。想い出を分かち合い，そしてこれからは夢や希望を共に育んで行く，揺るぎない友情

をかち得たのである。私達が共有したものは点でもない，線でもない。激しい勢いで外に向かっ

て流れ出す，この捉えようのないものが，私達を駆り立て，この報告書へと導いたのである。

表表紙から裏表紙までき．っしり詰まった第36回本会議。それは新しく訪れる者をいざない，

再び訪れる者を蘇らせる母港であって欲しい。今，一つの船団が母港を離れ，各'々の野心を追い

求めて散って行く。その関心の及ぶところは実に多様であり，根底をなすとの報告書はさながら

百科事典的様相を呈している。だが怖れることはない。興味の赴くまま，どんなに離れ去ろうと

も，私達は一つであり，その証しはとこにある。

この日米学生会議が，時空を超え，多岐にわたる分野に及ぶ広がりを見せることによって，

''今の私達''のみならず，’'未来の私達Ⅱひいてはそれらを包む社会にとっても，大きな意味を

持つものとなることを願ってやまない。

最後になりましたが，各執筆者，実業公報社，その他関係各位のみなさま，並びに作成委員会

のメンバーに，心からの感謝を捧げたいと思います。本当にありがとうございました。

'1学生'1という時間の拘束と，Ⅱ手紙'1という通信手段の限界とを何かで補って，この本は日の

目を見ることになった。何で？黙っていれば知られないこの体験を伝えたい一心でか。ともかく

杉本氏の奔走に感謝。（緒車）

人生の中で最も刺激的で，高密度の時間の凝縮であった本会議を再体験して頂きたい。あの夏の

アメリカのにおい，討論，熱気，汗，友情がflash-backして，あなたは熱さを感じるはず。

可能性と夢と若さを感じるはず。（松田）

幸せの尺度は人それぞれ。鬼と呼ばれようとも充実した幸せな時だった。JASCを卒業した空

虚を忙しさで紛らすことができたから。「何でお酒飲むの？」「忘れたいのさ。」「何を？」

「酒飲んでることをさ◎」('ITheLittlePrince|)(杉本）

Here'sourSwanSongforJASC,Folks/
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